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本論文は第一部で、『南アジア古典学』前号に引き続き、中世カシュミールの詩人

Ksemendra作の『菩薩のアヴァタ淫ナの如意鬘』(Bodhisattvavad珈akalpalata)の二つの

章、すなわち第80章Subhadravadana『スバドラのアヴアダーナ』と第81章

Hetnttamavadma『ヘートゥ。ウッタマ仏のアヴァタ廷ナ』の校訂と翻訳を行う(1)。

第二部では、前号の第二部に引き続き、餓鬼の説話を取り上げる。中世ネパールのア

ヴァダーナ・マーラー文献であるSubhasitamaharamavad加amala(『善説・偉大な宝珠ア

ヴァダーナ集成』）の中の第16章Pretikavad珈a『餓鬼女アヴアダ廷ナ』の校定・和訳を行

う。この餓鬼女の話はAvadanaSataka(梵文『撰集百縁経』）の第49章Putrahに基づいた

韻文再話文献であるので、それとの比較を試みたい。

第一部

AⅧdanakalpala樋第SO章Subhadraと第81章Het面伽Ina

第1節第80章Sul)hadravadana「スバドラのアヴアダーナ」

ここに校定・翻訳を行うKalpalatﾖ第80章は99詩節から成り、第1詩節ならびに最後の

第99詩節を除いて、章の内容は次の(A)～(J)の10の記事から構成されている。

lドイツのMchaelHAFm教授と出本充代博士は、第一部のKalpala圃第80章と第81章の最終

原稿を入念にチェックをして下さり、多数の修正意見を下さった。いつも変わらぬ御親切をお示

しくださるお二人の先生に心から御礼申し上げる。
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(A)ガンダルヴアのSupriyaの回心の話vv.2-7,12-15,20-28

(B)Subhdraがウドウンバラ林の花の開花と凋萎を見る挿話vv.8-11,16-19,29-40

(C)大般浬藥経に由来する、Subhadraが釈尊を訪問する記事vv.41-63

(D)Subhdraが五種の決意に基づき浬藥し、彼の葬儀をめく、り異教徒力職動した挿話

vv.64-66

(E)KaSyapa仏の臨終における樹神(=Subhadra)の誓願話vv.67-72

(F)Krakucchanda仏の臨終における或る神(=Subhadra)の誓願話vv.73-74

(G)王の馬が苦しみながらも王(=Subhdra)を救った本生話vv.75-76

(H)鹿王が最後の子鹿(=Subhadm)を救った本生話vv.77-82

(1)優婆塞(=Supriya)がガンダルヴァ王への再生を祈願した誓願話vv.83-86

(J)Vijayanta王本生話vv､87-98

このうち、(A)と(1)がガンダルヴァのSupriyaに関する記事、(B)～(H)が釈尊の最

後の弟子Subhdraに関する記事であり、最後の(J)の話はシビ王本生の一種である。

このKalpal畑第80章の全体の記述のソースに最も近いと思われる資料は根本有部毘

奈耶雑事(Vinayak9udraka)であり、上記の(F),(1),(J)の記事を除いて、その律雑事の

大般浬藥経関連の一連の記事の中に、ほぼ該当する記述が見出せる。第80章の(F),(1),

(J)の記事ならびに第19詩節の出来事が、律雑事の大般浬藥経関連の記事の中に相応す

るものを見出せないことは、Kalpal噸の作者Ksemendraが本章の記述にあたって、根

本有部の律雑事の記事の上に更に(F),(I),(J)などが増広された、別のrecensionの律雑

事を用いたことを示唆するように思われる。

さて上記の(C)の記事は、［小乗］大般浬藥経の有部・根本有部伝承の梵文テキス

ト(2)とよく内容が合致し、歴史的に他の記事よりも古く成立した、阿含聖典に由来する

部分である。異教徒の行者スバドラがクシナガリーで臨終の床に就かれた釈尊に会い、

聞法の後、出家を許されて、釈尊の最後の弟子となり、阿羅漢となり、釈尊の浬藥より

前に自ら浬藥する(3)。この阿含経の由緒ある記事が第80章のスバドラの話の形成の出発

点になり、その記事のベースの上に様々な説話的な素材が時代と共に追加されてゆき、

最終的に律雑事に見られるような複雑な姿になったと思われる。

2WALDscmumT(1950-1951):D"MMapα宛"jrv回"""a,T.1-3,Berlin(ADAW1949,1;1950,2,3).

3肋舷,S.366-383(Vorgang40､1-49).
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阿含経の後に成立した説話文献であるAvadanaSatakaの第40章S曲hadrahに")、その

スバドラの阿含の記事をコアにして有部（根本有部）の内部で説話複合体が形成されて

ゆく初めの段階を見て取ることが出来る。Avs第40章は阿含の(C)のテキストをそのま

ま借用しつつ、そこに旧)と(E)の話を付け加えた形をもつ。旧)の鹿王の本生話は、

スバドラが前世においても、鹿王である菩薩によって最後に救済された子鹿であったと

いう話である。また(E)の話は、なぜスバドラが釈尊の最後の弟子になり、そして釈尊

より前に浬藥したのかを、スバドラが過去世で樹神であった時になした誓願の結果とし

て説明する話である。

このようにAv§第40章は(C)(H)(E)の記事から成り、それは阿含の記事への追加的

説明として出来た説話複合体であったが、そこで仏の臨終をめく､る説話の成長は止まら

談さらにそれがコアになって、有部系伝承の中で雪だるまのように更に他の記事も付

加され、因縁話が増加していった。それらの有部系のスバドラの前生話をパーリ上座部

は知らずミパーリ上座部は根本有部が形成したものとは全く違うスバドラの前生話を

パーリ聖典『アパダーナ』の中に伝えている(5)o

Av§第40章では、(A)のガンダルヴア（音楽を好む神）のスプリヤの話は出てこない。

しかしスプリヤが琵琶の技で釈尊と競争したという話は、Avsの別の章の、第17章sm-

tihにある。「楽師たちの王」(g珈曲arvika-rajan)であるスプリヤが舎衛城に来て、舎

衛城の楽師と音楽で競うことを望む。その挑戦を、音楽によって騎り高ぶるスプリヤを

仏教に改宗させるためのよい機会と見た釈尊が、ガンダルヴァの子Paic鵡肋aに持って

こさせた瑠璃の琵琶を用いて、自らスプリヤと琵琶の技で競争し、彼の慢心を打ち砕

く。そしてスプリヤは釈尊のもとで出家し、阿羅漢となった、という話が第17章であ

る(SPEYER,i.93-101)。その第17章ではスプリヤは恐らくガンダルヴアではなく、人間

4J.S.SPEYER(1906):Av"伽α血mkzz,Vol.I,pp､227-240．なお漢訳『撰集百縁経』にはこの梵本

第40章に相当する章力無いため、Avsの祖型には恐らくこの章は無かったと思われる。出本充代

(1998)が指摘するように、後のAvsの改編の時に、阿含経典を借用した付加改変が一挙に大規模
になされたと考えられるため、その時に梵本の現在の第40章も、Avsの祖型にあった古い形の章

と差し替えられて成立したと推測される。出本充代(1998):｢Avadm調atakaに挿入された阿含

経」、『パーリ学仏教文化学』11号、31-35頁を参照。

5パーリ聖典『アパダーナ』(Apadana,PrSed.byL皿EY,I,pp.100-101)によれば、十万劫の

昔、Subhaddaは最後の床に臥すPadumuttara如来の御体を香と花環で覆ったが、その時
Padumuttara如来から「汝は釈迦牟尼のもとで浬藥するだろう」と予言を受けた。Subhaddaは

Pad皿皿tara如来のストゥーパに幡を捧げた。またKassapa仏の時代に、SUbhad曲の実の息子は

KassaPa仏の一番弟子のTissaであったが、Subhaddaはnssaに不祥の言葉で悪口をなした悪業に
より、釈尊に最後に会うことになった。『南伝大蔵経』第26巻、小部経典4,179-183頁参照。
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の楽師(g珈曲arvka)である。しかし同じAv§の別の章（第20章）には、スプリヤを有

名なPanc鵡仙aやTumbumと同じ、天界に住むガンダルヴァと見なす伝承があること

が確認できる(SPEYER,i.113.5)。

Avs第17章における、楽師スプリヤが舎衛城で釈尊と琵琶の技を競って破れ、回心さ

せられた話の伝承は、かなり姿を変えて、根本説一切有部の律雑事に説かれる。そこで

は、ガンダルヴァ王たるスプリヤが天界でガンダルヴァの姿に化作した釈尊と競争して

回心させられた話となっており、これはKalpala圃第80章の(A)のスプリヤの話とよく

合致する。律雑事でのそのスプリヤの記事は、ちょうどスバドラの話の前に置かれてい

る。そのスプリヤの話は、それに続くスバドラの話と同様に、釈尊がクシナガリーに居

る時の、臨終における最後の教化活動を説くものとして、根本有部律雑事における長い

一連の大般浬藥経関連の記事の中に置かれている。Av§も律雑事も、どちらも同じ部派

に属する文献であるものの、律雑事のスプリヤの伝承は恐らくAv§よりもかなり後の

時代の、その説話の発達を示しているのであろう。スバドラとスプリヤの二つの話は、

本来は別々に成立したらしいことがAvsを根拠に推測できるが、それらが律雑事では

組み合わされている。律雑事は有部の阿含の大般浬藥経テキストの長大な借用の中に、

多くの因縁話を挟みこんでゆくが、その編集においてスバドラの記事の直前に挿入され

た話がスプリヤの話である。

また律雑事ではスバドラの記事の内部にも、新たな挿入がいくつもなされている。ス

バドラの記事はすでにAvsの段階で、阿含の記事(C)に上述の(H)と(E)の話が加えら

れていたが、律雑事ではさらに(B),(D),(G)の記事が追加されている。また私の憶測で

あるが、Ksemendraが利用したであろう11世紀当時のカシュミールにあった律雑事の記

事には、更に(F),(1),(J)の記事がそこに追加されていたと思われる。

最後の(J)Vijayanta王本生話は、王の名称こそVijayantaであるが、話の構成から判

断して、有名なシビ王本生話の一つのversionと見てよい。この(J)の話は内容的に

Kalpalata第91章のSibisubhasitaとKarmaSatakal25話Sibi(1)の話に近い。しかし第91章

等のシビ王伝承では、王の行為は善説を得るためであるが、このVijayanta王本生話で

は、王がインドラ神に化作された羅刹たちに自分の体から切り取った肉と血を与えるの

は、食を求める者たちを満腹させるためであり、善説の獲得や鳩の救済が、その行為の

目的とはされていない。羅刹のような者の願いであっても、他者からの願いをすべて叶

えてやるということが、この本生話のモチーフなのであろう。その点の違いから、この

本生話はKalpalat豆第91章等のシビ王の話とは別の話であるとみなされ、王の名もシビ

とはされないのであろう。

このように、Kalpala圃第80章の内容は、本来別々 に成立した素材を組み合わせた説

話複合体として律雑事において発展したスバドラ説話の、ll世紀における最終形態を反
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映するものと見なすことができる。KSemendraが利用した律雑事は現存する漢訳や蔵訳

の律雑事よりももっと付加増広が進んだものであったろう。

現存する漢訳と蔵訳の根本有部律雑事における大般浬藥経関連の記事の研究は、

WALDscHMIDTによってなされ、彼の梵文大般浬藥経テキストMPSの巻末には、Sonder-

texteとして(6)、阿含の大般浬藥経に追加された、成立の新しいテキスト群が付けられて

いる。それらの部分の漢訳の独訳ならびに蔵訳をWALDscH皿Drは挙げている。そのう

ちの、SondertextⅢが上記の(A)にあたる。SondertextlVが(B)にあたる。Sondertext

V-Iが(D)にあたる。SondertextV-IIが(H)にあたる。SondertextV-Ⅲが(G)にあたる。

SondertextV-Ⅳが(E)にあたる。

綿密にKalpal噸第80章との比較を行うために、機会があればこれらの律雑事の記事

も蔵訳から訳したいと思うが、さしあたって本論文では、梵本が存在するAvsの第40

章の訳を以下に示したい。律雑事に次いで、Kalpala圃第80章に近い資料はAv§第40章

だからである。Avs第40章は、梵文大般浬藥経のテキストがそのまま引用されている

パート－これは上記の(C)の記事にあたる－と、その聖典記事に新たに追加された

話である(H)と(E)のパートから成る。この(C)のパートについてはすでに中村元の和

訳がある(7)。そこで(H)と(E)のパートのみを和訳することにしたい。

アヴァダーナ・シャタカ第40章『スバドラ』(Subhadran)後半部分の訳

SPEYERed.,i､234.8-239.ll

［末期の世尊において、身体の］致命的な部位(mannan)を悩害する感受があり、

断末魔の苦があり、［生との］繋がりが解けつつあった時に、最後の床に就かれた世尊

により、スバドラは阿羅漢の位に安立せしめられました。また多くのクシナガリーの

マッラ人たちが法に導入されました。

その時比丘たちは疑念を生じたので、あらゆる疑念を晴らす方である仏・世尊にお尋

ねしました。「尊師よ、驚くべきことです、［世尊において］断末魔の苦があり、［生

との］繋がりが解けつつある時に、世尊によってこの遍歴行者スバドラが輪廻の捕捉網

から解放され、乃至、畢寛・究寛なる浬藥に安立せしめられましたことは。」

世尊は答えました。「比丘らよ、どうしてそれは驚くべきことでしょうか－貧・

腹・痴がなく誕生．老い・病・死・愁い・悲泣・苦・憂悶という［心の］悩みから脱し

た私により、遍歴行者スバドラが、今や輪廻の捕捉網から解き放たれ、乃至、畢寛・究

寛なる浬藥において安立させられたということは。

6MPS,TeⅡⅢ,S.454-496

7中村元(1984-1985):『遊行経』＜佛典講座1、阿含（壱)>、大蔵出版、下、632-648頁。
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私は過去世においても、［未だ］貧・腹・痴があり、誕生．老い。病・死・愁い・悲

泣・苦・憂悶という［心の］悩みから脱しておら談推察［の能力］を欠いた動物の胎

に生まれた時にも、私は自分の命を捨てることで、スバドラを救い、またクシナガリー

のマッラ人たちを救ったのですbそれを聞きなさい、よくしっかりと［その話に］思念

を向けなさい。話しましょう。－

比丘らよ、往古、過去世に、或る山の裂け目に、博識で聡く賢い鹿が、鹿の群の長と

して、数千の鹿に取り巻かれて棲んでいました。

一人の猟師がその鹿の群を探って、王に報告しました。そこで王は四部から成る軍隊

を伴って出て行き、その鹿の群すべてを囲い込みました(8)。すると鹿の群の頭はこう考

えました。「もし私がこれら［の鹿たち］を今護らなければ、今日のうちに彼らは全滅

するだろう。」そこで群の頭は周囲をあまねく観察し始めました、「どこかの場所から

鹿たちが脱出できないだろうか」と［考えて］。

かの山の裂け目に流れている川を彼は見ました。その川は、運び得ないものを運ぶほ

どに、激しい流れをもつものでした。そしてかの鹿たちは非力でした。すると鹿の群の

長はただちに川の中に入り、［川の］中央に位置して、声を発しました。「みなさん、

こっちへ来なさい。その川岸から跳躍して、私の背中に足を懸けて、向こう岸に降り立

ちなさい。この方法によって、あなたたちが命［の活路］を得るのを私は見ま式さも

なければ死あるのみでしょう。」

そこで鹿たちはそのように［言われた通りに］しました。するとかの［鹿の群の長］

の背は［多くの鹿の］蹄に打たれたため、皮層が破れて、肉と血と骨の一塊のようにな

りました。鹿たちのもとで、彼らへの憐れみをもつ彼はそれでも努力をやめようとはし

ませんでした。

そしてすべて［の鹿］が跳んだ後、彼は後ろを観察し始めました、「誰か跳んでいな

い者があってはいけない」と思いながら。すると一匹の鹿の仔が跳んでいないのを見ま

した。

そこで鹿の群の長は、断末魔の苦があり、［生との］繋がりが解けつつあった時、貴

重な［自分の］命を省みずに、川を渡って岸辺に上がり、鹿の仔を背に乗せて、川を越

えさせて、［その仔を］対岸に立たせました。かの鹿の群が［すべて］川を越えたのを

見届けてから、彼は死の時に誓願を立て始めました。「私がこれらの鹿たちとこの子鹿

に［自分の］貴重な命を捧げて厄災から救ったように、同じように私は未来時に無上の

8蔵訳肋ongssubcuggoに従って訳した。ただしS"YERは*saInkaIWtam(危難に陥れた）と

読む。
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真の全きさとり（無上正等覚）を得た時に、これらの者たちを輪廻の捕網から逃した

い」と。－

世尊は言われました。「比丘たちよ、どう考えますか。その時その時節にかの鹿王で

あったのが私であり、鹿たちがクシナガリーのマッラ族ですb鹿の仔がまさにスバドラ

なのですb」

疑いを生じた比丘たちは、あらゆる疑いを断たれる方である仏・世尊に尋ねました。

「尊師よ、スバドラが［尊師の］直接の弟子たちの最後の者になったのは、いかなる業

が作られたからでしょうか。

世尊は答えました。－

比丘たちよ、かつて他の多くの前生においても、スバドラによって業が作られ、蓄積

されましたが、［それは、本人の］外で、地界でも、水界でも、火界でも、風界でも熟

すことはありません。［自分という］取著された穂・界・処においてのみ、作られた業

は熟するのです。善い［業］であろうと、悪い［業］であろうと。

［韻文：］百コーテイ劫経っても、業は滅びることはない。

［必要な条件が］全部揃うことを得て、

適した時を得た時に、必ず結果を人にもたらす。

比丘たちよ、往古、過去時において、この賢劫において、人々 が二千歳の寿命を有し

ていた時、カーシャパ（迦葉）という正等覚が世に出られました。明知と行いを具えた

人、幸せな人、世間を知った人、人間を調練する無上の人、神々 と人間との師、仏陀、

尊師でした。その方は、ベナレスの都の近くの、リシパタナの『鹿の苑』に滞在してい

ました。

かの世尊・正等覚カーシャパには、アショーカという名の甥がいました。彼は世尊の

もとで、解脱を目的として、出家しました。しかし彼は『解脱は自分［の能力］次第

だ(svadhma)』と考え、努力しませんでした。

そのうち長い時が経った時、アショーカは地方で雨期を過ごしていました。世尊・正

等覚カーシャパは仏としてなすべき事をすべてなし終えて、燃料が尽きた火のように、

最後の［死の］床に就かれていました。［その頃］比丘アショーカはアショーカ樹の下

に［独りで］安坐していました。

その時、そのアショーカ樹に宿っている神(devata)が、世尊・正等覚カーシャパの

浬藥を耳にして、泣き始めました。泣いているその［樹神］の涙の滴りが、アショーカ

の体の上に落ち始めました。そこでアショーカは顔を上吠その泣いている神に語りか

けました。「神よ、泣かれているのはどんな理由があるのですか。」神は答えました。

「今日の夜、中更に、世尊・正等覚カーシャパが浬藥されるのです。」するとアショー
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力は神の言葉を聞いて、まるで体の致命的な部位を貫かれたかのように、激しく動揺し

ました。彼は痛ましいほどに、号泣し始めました。

そのため神は尋ねました。「どうしてあなたは泣くのですか。」

アショーカは答えました。「親族との別れ、また［親教師との別れ］(9)ですから。正

等覚カーシャパは私の母方のおじです。私は楽に暮らして('0)、努力しませんでした。あ

の方は遠くにおり、私は凡夫です。遠い道が［仏と私を］隔てているので(皿)、私は［境

地の］格別さ(viSeSa)に達することができないでしょう。」

神は尋ねました。「もし私があなたを再び世尊の許に連れて行くなら、何が可能にな

るのですか」と。

アショーカは答えました。「世尊と相見えることが出来るならば、私は［境地の］格

別さに到達することが出来るほどに、そのように私の覚知(buddhi)は［すでに］熟し

ていますb」

すると神はアショーカを神通の威力によって、世尊の許に連れて行きました。世尊を

見たことで、彼に浄信が生じました。世尊カーシャパは、浄信を生じた［彼］のため

に、そのような［適した］法をお説きになったので、その聴聞により、［彼は］阿羅漢

の境地を証得しました。まず最初に具壽アショーカが般浬薬し、その後世尊・正等覚

カーシャパが［般浬藥されました］。

するとその神は、具壽アショーカが般浬薬したのを見て、歓喜心を起こしました。彼

は［次のように］考えました。『この具壽は［境地の］或る格別さに達したが、それは

全く私のおかげである。世尊カーシャパによってあのウッタラという婆羅門の子が、

「婆羅門の子よ、あなたは人寿百歳の時に、シャーキャ・ムニ（釈迦牟尼）という名の

如来・阿羅漢・正等覚になるでしょう」と予言されたが、未来世に私も［アショーカ

と］同じ様に、最後の床に就いた彼にとっての、「来たれ比丘よ」の作法により出家し

た直接の弟子たちの最後の者になろう。そして世尊よりも先に私は般浬藥しよう。その

後に世尊シャーキャ・ムニが［般浬梁されるだろう］』と。－

9蔵訳mkhanpodangbralba'iphyirteによって、梵文テキストに*upadhyayaviyogatの語を補っ

て読む。ただしSPEYER本は*gumviyogatと補う。

lOvisrabdha-viharinを蔵訳はbsodnyamssu'dug'dugte「安楽に暮らしてきて」と訳している。

bsodnyamsが「安楽」(sukha)の意味であることはNEGI,p.7471を参照。

ll蔵訳がlam血gspas「急ぎの道なので」（或いはlam*mgpas「遠い道なので」と修正して

読むべきか）と伝える箇所を、梵本写本ではapakUatvad(orpraknatvad)adhvanoと伝える。ア

ショーカが仏の許に行って格別さに達するためには、行路adhvanの遠さが障害になっていると解

釈した。
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世尊はおっしゃいました。「比丘たちよ、どう考えますか。その神であったのがこの

スバドラなのですb」［…］

以上がAvs第40章の後半部分の部分訳であり、Kalpalataの本章の内容とは、律雑事

ほどではないものの、かなり密接に関連する。

では以下にKalpala圃第80章の梵文・蔵訳の校定テキストと和訳を挙げる('2)。蔵訳テ

キストでは梵文と相違するような注意すべき箇所を太字にしている。

80Subhadravadana

Q:Ge292al-296b2D:Khel81al-189a60:Ge292al-296b2N:Ge261a7-265b2

G:Ge368b3-374b4T:490b3-497b4

Skt.Mss.:A*316b2-*322al;B95b9-99b2;E82a2-86b2

nodvegamayantikadarthyam珈圃h

si仙圃grahenapihitamvadanti/

paropakareSuhathapravrttall

santahs汕加tebhrSamatmapIJ魂〃80.1"

1dPid"]A(antecorr.):PmmA(postcolT.)BE.

/{D181al,T490b3}nodbegamayantakadarthyamanahSikgagrahe"pihitambadanti/

paropakareSuha!haprab江鋤santaPsahentebhrSamatmaPmam/

［人に］虐げられても心乱すことなく、頭の雷を掴まれても［人々を］益することを

語る。気高い者たちは他者への援助に力強く(hatha-)従事し、自分に苦痛があっても

とことん耐え抜く。

Metre:Upajati

12使用した略号は前号通りSTRAuBE(2006)に従う:D=Derge;Q=Pekmg;N=Narthang;G=

Ganden(orGoldenTanjur);T=ダライ・ラマ5世木版印刷版（梵蔵併記版);B=GNQ;6=DT;

Ed.=editioprincepsofD3s&Vidyab伽Saﾘa;deJoNG=J.W・deJoNG(1979)など。ただし全部の版

GNQDTを意味する大文字のオメガの記号は私の作業環境では使えないので、単純にβdと記し

た。βとびを足せば全部の版になるからである。また蔵訳テキストならびにチベットの梵蔵併記

版の蔵字梵文の表記において、ネパール伝承の梵文と相違する注意すべき箇所は、目立ちやすい

ように太字にした。また蔵訳の校定にあたっては、『中華大蔵経』丹殊爾に挙げられた蔵訳諸版

の異読情報は不正確なのでそのままでは利用せずく元のそれぞれの版を調べ直した。
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/gdungspargyurkyangyid'byungn'gyurzmng//bslabpabzungbayis

kyangphanpabljod/

/gzhanlaphanpadaglacherzhugspa//dampasmchogtubdagnyidgdungba

bzod/

1agdungsparlO:gdungbare.

Notelbbslabpabzmgbayiskyang]梵蔵併記版Tの拙§agahe"piの読みと合致して、蔵訳者

は梵文の§ikh豆を*SiksZと読んで、bslabpaと訳した。*SikS訂grahe"pi「学びの堅持のゆえにも」

と理解したのであろうが、文脈上sikhagahepapi「頭の雷を掴まれても」の読みのほうがよい。

purapmamdarallSmnanpriyasyapriyakamyaya/

sakhyurgandharvarajasyasupriyasyaghamyay肌〃80.2"

Zcsakhyur]A:Tib.:sadhmEd.CfdeJoNG.

/purapurandarahSIYm加a"yasyapriyakamyaya/sakhyulgan曲a(rbhaD:rbbaT)ra

jasyasupliyasyagrhamyayau/

昔、栄誉あるインドラは、親切を欲するが故に、いとしい友であるガンダルヴァ王ス

プリヤの住まいに行った。

NoteZdsumiyasya]このガンダルヴァ王Supriyaの話についてはWALDscI恐皿T:MPS,m,S.

459-469,SonderCxtⅢならびにWALDscImmmT(1944-1948):DieUbe剛峨〃"gvo"zZebe"e"de"sB""-

｡肋,n,s.223を参照。

/sngontshedpalldan'byerjigni//dga'bar'dodpasdga'bayi/

/grogspodriza'irgyalponi//rabdga'daggi肋加gparphym/

2bpas]O:paB.

satatrap可itastenabahumanenabhnyasa/

副tasanastamavadaddevallpranayivatsalall"80.3"

/satatrapUjitatenabahumanenabhnyasa/屈順sanastamabadaddebahprapayibatsa

lah/

かの神はそこで彼に多大の敬意をもって歓待されて、着座したのち、親愛なる者にや

さしい神は、彼に語った。

/deyisdernimchodpadag//shintuchezhmgmangbasmchod/

/mdza'gcugslnnyesgshinldanpa'ilha//stanla'khod*dedelasmras/

3ayis]6:yiβ、3cgcugs]O:bcugsβ、3dstan]O:bsmnBII*dede]exconi

(gerundiveconnectiveparticle):desdeβび．

emsupriyagacchavallprthiVmprtmViPateh/
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j副血§uddhod肌akllyasyap剛血p叩yamahodadhin"80.4"

4bprthivIPatePlABET:pmvIPatihEd.Cf.deJoNG.

/ehisumiyagacchabahprthibIprthibrpateり/jatahSuddhodanakhyasyaputraPpu

Qyamahoda{T491a}dhih/

「さあ、スプリヤよ、大地へ行こう｡シュッドーダナ王に福徳の大海たる息子が生ま

れた。

/rabdga'tsmrshogsala'dong//sayibdagpobsodnamskyi/

/cmgterchenpozasgtsangzhes//byaba'israssurab'khrungspa/

4dsrassu]sicβ⑥.ReadsraS*po？

Note4b-d]蔵訳の文は「大地の王にして福徳の大海が、浄飯王という者の息子に(srassu)生

まれた」と解釈するのであろうか。その場合、蔵訳者はprthiViPatehを*prthiVIPatihと読んだこと

になる。それともsrassuをsras*poと修正しつつ、「大地の王にして福徳の大海である浄飯王と

いう者の息子が(sras*po)生まれた」と解釈すべきであろうか。その場合は蔵訳者はpupyama-

hodadhiPを*puWamahoda曲ehであるかのように王Suddhodanaに係る形容詞句として訳したこと

になる。

praptamSamamrtamtenajagatamkuSalayasall/

tatsamvibhagamkmutekariSyatyavayorapi"80．5〃

/pr即圃§amamtamtenajagatamkuSalayasah/tatasambibhagamkumtekari5ya

tyabayorapi/

寂滅の甘露（悟り）が彼によって得られた。彼は生類の幸福のために、その［甘露

の］分与を行っている。私たちにも行ってくれるだろう。」

/deyisrabzmbdudrtsithob//dgeba'isladduigrolades/

/deniymgdagigodparmdzad//yucaglayangmdzadpar'gyur/

5bla]O:baB.

Note5dyucag]このⅦcagは'ucagと同じ。Cf.NEGI5831b,yucag=vayamoravam.

mayasamprativmayamyOjitagrtisarana/

kathamgacchamipaSc加meduSkarai"bhavi5yati"80．6〃

6bgitisarana]A(cfTand80.14b):gitasaraﾘﾖBE(=Ed.).

6ddu9karai§a]corr.(=Ed.):duPkare"A:dujkarai"BE.

/mayasaIntiprabmayamyojitagrtisarim/kathagacchampaScatyeduhka(raiD:

ramT)Sabhabi5yati/

「私は今、琵琶で歌の演奏にとりかかっているところだ。どうして［今］私が行けよ

う。後になれば、私がこれをするのは難しい（容易ではなくなる）。」
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/daltabdaggisrgyudmmgsla//gludbyangsrgyunnirabmsbyar/

/jiltarbdag'gropllyinasni//bdaglabyabadka'bar'gym/

6agis]O:giBIIIgyudmangs]B:rgyudmangO(alsopossible).6cphyi]B:

phyinO.

ityuktastenamaghavavimanallsvapadamyayau/

vilayasaktacitt伽ﾖmkuSalabhiratihkutah"80．7〃

/ityuktastenamaghabanbimanahsvapadamyayau/biSayasaktacittanamkuSalabhi

ratihkutah/

このように彼が答えたのでインドラは失望し、自分の居場所に戻った。感官の対象に

心力軌着している者たちに、どうして［説法の聴聞という］善なることが喜べようか。

/zhespadesbIjodbrgyabymni//yidbyungranggignassusong/

/semsniyullachagsrnamsla//dgelamngondga'galayod/

7ades]O:deB.7bgi]O:gisβ、

trantaremartyalokekuSipuryamsarastale/

udumbaravanetasthausubhadrakllyoyativratah"80.8"

/atramtaremartyalokakuSampurlaInsarastaie/udumabarabanatasthausubhadra

khyoyati(briD:braT)taP/

その頃、人界ではクシの都城の湖畔にあるウドウンバラ樹の林に、出家行者の誓戒を

持つスバFラという者が居た。

Note8cudumbaravenelこの行者スバドラとウドウンバラ樹の挿話についてはWALDscHMIDT

(1951):B脛S,TeⅡⅢ,S､469-470(Vorgang40a,'Iibetisch-chinesischerSondrtextlV)を参照。

/skabsdersdombrtsonbrtulzhugscan//rabbzangmyijigrtengyi/

/kusha'igrongkllyermtshoyi'gram//udumbara'inagsnagnas/

8ddumba]B:dumbヨヴ．

vyaptannavairmukulitainsad"vodumbaradruman/

vismayotpmllanayanallsuciramsamacmtayat"80.9"

/byaptamnabainnukulakaihsad"odumbaradrum珈a/bismayotphullanayanaisuci

ramsamacintayata/

彼は新しい蕾に満ちたウドウンバラの樹々を見て、驚きに目を見開き、とても長く考

えに耽った。

/de*yisudumbara'ishmg//metoggsarpaskhyabpamthong/

/migniyamtshangyisrgyaspas//shmmyangdagyunringbsams/
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9ade*yis]deyiβびlldumba]B:dumbヨヴ．

Note9d]梵文から期待される蔵訳の語順はshinmyunringyangdagbsamsである。そのように

訂正すべきか。[Sugg.HAHN]

jmajanmanijayantecakravartyudbhave!piva/

asmmnudumbaravanenanyathamukulaSriyall"80.10"

10b'piva]A:piB(o"蹴"gv5):picaE.

/jinajanmanijayantrecakrabartyurbhabepiba/a(smannuD:smnnuT)dumbarabane

nanyathamukulabhiyah/

「勝者（仏）の誕生か、または転輪王の誕生の際に、このウドゥンバラ林で蕾の荘厳

が生じるが、それ以外はあり得ない。

/udumbara'inagstshal'di//rgyalba'khrungsnametogdpal/

/'byungzhmg'khorlossgyurbadag//'byungnayangngogzhandumm/

10adumba]T:dumwaB:dumbaD:dumbawaG.10czhing]6:bzhie.

10dgzhan]O:bzhanB.

NotelOa'di]このpadaa末の'diは＊'曲と読むべきか。次の語rgyalがr-が始まるので、Hap-

lographyによって'd並の-rが消えた可能性がある。[Sugg.H血］

mamaivapunyairathavasalnjatamidamadbhutam/

subhadraScintayitvetibabhnvanandanirbharan"80.11"

/mamaibapulyairathabasamjatamdayadbhutam/subhadraScintayitvetibabhuba

nandanirbharah/

あるいはこの驚異は私自身の福徳のせいで生じたのであろう。」スバドラはこのよう

に考え、喜びは限りなかった。

/ymgnabdaggibsodnamskyis//rmadbyung'diniyangdagskyes/

/zhespabsamsnasrabbzangni//kundga!rabturgyaspargyur/

11cnas]O:naB.

athamartyapatirgatvasupriyampunarabravlt/

nijakaryadllikodyogallparak町eSusadhavan"80.12"

/athamartyapatimgatvasupriyampunarabrabIta/{D182a,T491b}mjakaryadm

kodyogahparakarye5usadhabah/

さて神々の王は再びスプリヤの所に行って、話した。「高貴な者たちは、他人の仕事

に、自分の仕事以上の努力をしますb

/denasslaryang'chimedbdag//songnasrabdga'daglasmras/
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/damparanggibyababas//gzhangyibyabarbrtsonpalhag/

12a'cmmed]O:lhayie.

ehisupriyagacchavahkSitimkSititalenduna/

sadde§加周mSubhirviSvamsugatenaprakaSitam"80.13"

13c･且mSubhir]BET:angubmrA.

/ehisumiyagacchabaりkSitimkSi(timD:tiT)talenduna/sandeSanamSubhirbbaSva

sugatenapraka§itam/

さあ、スプリヤよ、大地の月である善逝が正しい教えという光線で一切を照らしてい

る大地へ、私たちは行きましょう。」

/sagzhi'izlababdegshegskyis//bsmnpa'i'odkyisthamscadni/

/rabmgsalba'isagzhila//rabdga'tshurshog'ucag'dong/

13agzhi'i]B:gzmO.13bpa'i]B:paOll'odkyis]O:'odmβ、

Notel3cbstanpa]蔵訳はsaddeSa順のsad-を訳していないから、*samdefan豆と読んだのかもし

れない。梵蔵併記版もsandeSana-の読みを伝える。

tamsupriyo'vadaddevaVmayamgItisar伽ﾖ／

yqjiteyammayapaScatsukaranabhavi5yati"80.14"

/tampumiyobadeddabibmayam9Itisarem/yojitoyammayapaSchatsukaranabha

bi(9yeD:9yaT)ti/

スプリヤは彼に語った。「王よ、私は今、琵琶でこの歌の演奏にとりかかっていると

ころですb後になればこれは容易ではないので式」

/delarabdgassmraspalha//rgyudmangslamgludbyangsrgyun/

/bdaggisrabmsbyarba'di//phyinasbyabaslam'gyur/

14bIgyudmangs]B:rgyudmangO(alsopossible).

ityakamyamarapatiryayaumlanamanorathah/

ayamopanatamhinap叩yaljpibatin町Ⅲam"80.15"

15cayatno｡]exconi(HAHN):ayotnaT:aprayatno｡A:prayatno｡BE(=Ed.).Cfde
JONG.

/ityakarmyamarapatiryayaumlanamanorathah/ayomapana伽nhrnapuQyahpi

bantinamrmm/

それを聞いて、神々の王は期待をくじかれて、去った。劣った福徳の者は、難なく不

死の甘露が手に入ったとしても、それを飲むことは無い。

Metre:padaa]na-vipula.
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/zhestllos'chimedbdagponi//yidlarebanyamspargyur/

/'badmedbdudrtsinyergnaspa//bsodnamsdmanrnams'tllungbamm/

Notel5b]蔵訳のpadabは梵文に正確に合致する訳ではない。蔵訳者は誤って*[…]ratham/と読

んだのか、それとも意訳したのか。

utphullakusumamodasampnritadigantaram/

kalenodumbaravanamsubhadro'pivyalokayat"80.16"

/utphullakusumamodasampUritadigantaram/kalenodrumarabanamsubhadropi

byalokayata/

その頃、開花した花々の芳香で大気を充たしているウドウンバラ林をスバドラも見

た。

/duskyisudumbaraiinags//metograbrgyasdribzanggis/

/phyogsmtshamskuntukhengsgyurpa//rabbzanggiskyangmtilongbar

gyur/

16akyis]D:kyiBTlldumba]BT:dumbaD.16cgyurpalO:pargyure.

soicmtayadbhavatyetadvikasikusumamvanam/

dhannapravartane§astmjayevacakravartmall"80.17"

17bvikasi]coIT.:vikaSiABE(=Ed.)

/socintayadbhabatyetadbikasikusumamdanam/dhamunaprabattenasasmljjayena

cakrabaminah"80.17"

彼は考えた。「師（仏）が法輪を転じた時、あるいは転輪王が勝利した時に、この林

は開花した花々をもつ。

/deyisbsamspametoggi//tshalnimamparrgyaspa'di/

/stonpadamchosstonpadang//ikhorlossgyurba'irgyalla'gyur/

17ayis]6:yie.17dba'i]O:baB.

matpunyanamPrabhavadvanikllilampu5pitamvMam/

iticmtayatastasyadarpapmirajayata"80.18"

18amatp叩y珈加]ABE,confilrmedbyTib・bdaggibsodnams:satp叩y加ﾖ、別．

CfdeJoNG.

/matpupyanamprabhabatvanikhilampu5pinnbanam/iticintayatasm{D182b}sya

darppapTtirajayata/

あるいは、私の福徳の力によって林すべてに開花が起こったのか。」このように考え

て、騎慢と喜びが生じた。
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/yangnabdaggibsodnamsmtllus//malustshalnimetogrgyas/

/zhespasemspadelani//dregsdmgdga'barabmskyes/

atha*cundhabmdho'bhyetya*Sramaneratvamagatah/

rddhyackreparajityatampras剛tamadodayam"80.19"

19a*cundhabhidholexcom(Ed.):cundrabhidoA:candlgbhidoBE:buddhabhidho

T(cfTib.sangsrgyaszhesbya).19b*Sramaneratvam]exconi(HAHN):Sravanorhat-

vamA:SravanorhattvamE:SravanarhatvamB(=Ed.):SramanarhatvamT(cfTib.

dgesbyongdgrabcom).CfdeJoNG.19dmadodayam]A:mahodayamBE.

/athabUddhabhidhobhyetyagramapamatvamagataP/rddhyacakI℃parajityamtam

prapadamayodayam/

すると沙弥に達したチュンダという名の［仏弟子］がやって来て、超自然力をもって

彼を調伏して、［彼の］騎慢の増大を鎮めた。

Notel9a-d]この出来事は、Kalpala園本章の記述のソースに最も近いと思われる根本有部律毘奈

耶雑事の該当箇所には無い（漢訳雑事では巻三十八、T24396all-b4の箇所にあたる）。しかし出

曜経巻九(T4658b)には、120歳にして五神通をもつ、クシナガリーに住む婆羅門行者スバドラ

が、Anavatapta池に行った折に、舎利弗の弟子でありまだ8歳の子供であるチュンダ(cunda純

頭）という名の、六神通をもつ一人の沙弥に出会って、慢心を挫かれるというエピソードがあ

り、同じ話はDivyavadana(pp.152-153)にも確認できる。そのスバドラの改心のエピソードが本

詩節において言及されていると思われる。それ故、梵文のP豆曲aの固有名詞は、写本伝承の混乱

によっていくつかの異読があるものの、D園s本の推測のように*cun曲肋､曲oと読むべきであろ

う。チベットの梵蔵併記版と蔵訳の伝承はbuddhabhidoであるが、それは恐らくA写本のCu､‐

drabmdoと同じ伝承から派生した特殊な読みであろう（写本のCuの字形はbuと似ており、また

ndraの字形は｡曲aと似ているからである）。BとE写本のcandra伽曲oの読みも、A写本の読

みから派生した二次的なものであろう。

Notel9b]梵文のpadabではそのチュンダの属性の表現が問題となる。ここでも写本伝承の乱

れが見られる。最古のA写本はSravaJoIhatvamagatahと伝える。蔵訳者は梵蔵併記版(T)のよ

うに*Srama9o'rhattvamagatah(阿羅漢に達した沙門）と読んだようであるが、deJoNG博士はA

写本どおりにsravano'rhatvamと読むべきではないかと疑う。しかしM.HAI班博士は上述のエピ

ソードを考慮するならば*§ramaneratvamagataり（沙弥の状態に達した）と読むべきことを提案す

る。

/denasdgesbyongdgrabcomthob//sangsrgyaszhesbyamngonphyogste/

/denirdzu'phrulgyisbtulnas//rabzhirangbzhmrgyasparbyas/

19asbyong]B:slongO.19cbml]O:b]mle(alsopossible).

19drangbzhin]O:ringnaB.
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Notel9drabzmrangbzhin]蔵訳のrangbzhin(自性）は梵文と一致しないが、梵蔵併記版Tの

読みから推測して*maya-、つまりpra§mta-mada-をpraSanta(orpra§副ti?)-*maya-と読んだものか。

rangbzhin=maya-はNEGI,p.6144を参照。

jagatkaryamtatahkrtvakalenabhagavaiijmall/

kalayanparinirvanampaScimeSaymestllitan"80.20"

20akaryam]ABE:kayamEd・CfdeJONG.

/jagatkaryatataりkrtvakalenabhagabafijinaり/{T492a}kalpayanaparimrbb"am

paScimeSayaneshta/

その後時が経って、世尊・勝者は世の人々のためになすべき事をし終え、浬藥を考え

ながら、最後の床に就いていた。

/denasduskyisbcomldan'das//rgyalbas!grobaiidonmdzadnas/

/yongssumyang'daslartogcing//thama'igzimsmaldaglagnas/

20akyis]D:kyiBT.

pradadhyauvmayetavadvineyavmiveSitah/

avaSiStalJsubhadromegandharvansacasupriyaM80.21"

21bvineya]E:Tib.gdulbya(=Skt.*vineya-):vinayaAB(=Ed.)IIviniveSitah]A:

vinivegitauBE(=Ed.).CfdeJoNG.

/pradadhyaubineyetabadbinayabibeSitah/abaSi91ahsubhadromegandha(rbhaD:

rbbaT)sacasupriyaり／

［仏は］思いをめぐらした。「さしあたって教化が可能な者たちは［既に］戒の中に

導き入れた。私にはスバドラと、かのガンダルヴァのスプリヤが残っている。

/rezhiggdulbya'dulbala//mamparbkodbyedrabmbsams/

/rabbzangdangnidrizadag//rabdga'deyangbdaggilllag/

21bbyed]O:cese.21dgilO:gise.

akleSenasubhadrasmvmayampratipadyate/

kI℃cllr加uSasyogandharvastarunyavibhavonmadalj"80.22"

/akleSenasubhadrastubinayampratipadyate/kr℃chanuSasyogandha(rbhaD:rbba

T)stnmpyabibhabonmadah/

スバドラはたやすく戒律を受けるであろう。ガンダルヴァは若さと冨財に酔っている

ので、教化が難しい。」

Note22a-d]この詩節の内容は雑事巻三十七の次の文にあたる：「爾時世尊。作如是念。善賢外

道能至我所而受調伏。楽神善愛無自来法」(T24395b24-25)。
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/rabbzangtshegsnichungnguyis//'dulbarabtuthobpar'gyur/

/dlizalangtsho'byorpayis//myospatshegskyis'dmbar'gym/

22dkyis]O:kyiβ、

itisamcmtyagandharvapuramgatvatathagatah/

gmdharvarajamaparamnirmame!bhyadhikadyut血〃80.23"

23d!bhyadhikadyutim]A:ppadhikadyutiPBE:tyadhikadyutamT(<*'tyadhika-

dymm?).

/itisamcimtyagandha(rbhaD:rbbaT)pummgatvatathagataP/gandha(rbhaD:rbbaT)

rajamaparamnirmmimetyadhikadyutam/

このように考えて、如来はガンダルヴァの都城に行き、［スプリヤに］勝る光輝ある

姿をもつ別のガンダルヴァ王［の姿］を化作した。

/zhespabsamsnasdebzhmgshegs//driza'igrongkhyerdagtubyon/

/driza'irgyalpogzhanpani//mdzespalllagparmn窪onparspml/

Note23dmngonparspml]このspnllの前のmngonparの語は不審であるが、mdzespa(=dyuti-)

magpar(=adhika-)mngonpar(=abhi-)と分解してabhy-adhika-dyumを訳したものか。

sahasratmtlTVaiJnryadanJamVmamavadayat/

supriyasyamadocchedamspardhayakartumudyayau"80.24"
24asahasratammo]ABET:sahasratantmnEd.

/sahasratamntribaidnryada叫加bmamsabadayata/sumyasyamadacchedaspard-

hayakarttumudyayau/

千弦と瑠璃の溌をそなえた琵琶を［彼は］演奏しながら、競争によって、スプリヤの

傲りを断ち切らんとした。

Note24asahasratantn-｡]Das本のようにsahagrammnと、わざとanusvaraを付加する必要はな

い。tan面は弦(tand)の意味である。

/baiqUryayidbyugpacan//rgyudmmgsrgyudstongsbrengbyedcmg/

/'granpaSrabdga'irgyagspani//nyamsparbyedlabrtsonpargyur/

24ajnryayi]6:"rya@iB.24bmangs]B:mangO(alsopossible).

24c'granpas]O:'granpa'ie.

krameUatantnCchede'pitausarvasvaramm℃hanall/

darSayantauprabhavenanirviSeSaubabhnvatuh"80.25"

25bmnrchanaP]A:mnrchanaBE.
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kramenatantrrcche{D183a}depitausarbasoramncchanalp/darSayamtauprabhabePa

mrbbiSesaubabhnbamh/

次第に［一本ずつ］弦が切れていっても、二人は超自然力により、あらゆる音色を示

しながら、勝劣が無かった。

/rimgyisrgyudnibcadgyurkyang//dedagsgradbyangsImnrdzo"pa/

/stonparbyedpamtlluyisni//khyadparmedpadagm'gyur/

25agyis]O:gyiB.25cpa]B:laO.25d'gyurlO:gyure.

chedenasarvatantmmapigandharvanayakah/

adarSayat*svaragramamnaSa息圃kacasupriyan"80.26"

26c*svaragramam]exconi:T(svaragramam):Tib.dbyangskyitshogs(=Skt.

*svaragrama?):varajfiopi(orparajiiopi?)A:parajiiopiBE:papajfio'piEd.

/chedenasarbbatantlmamapigandha(rbhaD:rbbaT)nayakap/adarSayatsvaraga

maInnaSaSakacasupriyaj/

あらゆる弦が切れたにもかかわらずミガンダルヴァ［に扮した］師はあまたの音を示

したが、スプリヤは［それが］出来なかった。

Note26c*svaragramam]文の動詞adarSayatの目的語となる語を、チベットの梵蔵併記版と蔵訳

の読みから推測した。ネパール系写本ABEの読みは理解できないが、損なわれた読み(conFupt

readings)と思われる。

/rgyudnithamscadbcadgyurkyang//drizawi'drenpadaggism/

/dbyan"IKyitsm窪smrabmbstan//rabdga'yisninusmagyur/

samtyaktam珈adarpasyatasyathabhagavaiijinalj/

pratyak5avigrahaScakre*SuddhalJsaddharmade§肌目m"80.27"
27d*9uddhan]excom(cfTib.dagpa*yis):Suddha-ABE(=Ed.).

/samtyaktamanadarppasyatasyathabhagabaiijinah/pratyakgabigrahaScaklemd曲a

saddhannadeSanam/

するとうぬぼれ・騎慢を捨てた彼に、世尊・勝者は清浄なる者として［実の］体を示

現し、正法を説かれた。

Note27d]梵文写本どおりに§uddhagaddharmadegan伽と読めば、「清浄な正法を説かれた」と

なる。しかしその場合§uddha-「清浄な」という形容詞はなくてもよい、詩として無駄で余分な語

になる。恥emendraはそのような陳腐で平凡な表現をしないはずである。蔵訳のp油cで梵文の

suddha-にあたる訳がdagpaであると見なし、yiを*yisと修正するなら、蔵訳者はSuddha-では

なく*Suddhahと梵文を読んだ可能性が出てくる。つまり蔵訳のpadab-dは「彼に世尊・勝者は、

清らかなる(dagpa)示現した(mngonbymg)身体(lus)をもって(*yis)正法を説かれた」と
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読むのではないか。この推測を根拠にして梵文の修正を試みた。またもしyiを修正しないで、そ

のままdagpayiと読むなら、推測される梵文は§uddha-saddharmadeganZmではなく*Sud曲珈

saddharmade4anmmになるはずである。

/denaskhengsdangdregsbtangba//delabcomldanrgyalbayis/

/lusnimngonbyungdagPa*yis//dampa'ichosnibstanpamdzad/

27cbyung]O:phyungell*yislexconi:yiβが.27dpa]O:pare.

jfianavajrenasatkayad"iSailevidarite/

srotanpraptiphalamsak"sacakarapra息珈taye"80.28"

28Csrotah]coIT.:SrotahABE.

/jfianabajre{T492b}Qasatvakayad"Sailabidarite/Srotahpraptiphalamsak"tsaca

karapra§加tiye/

『智慧』という金剛石(vajra)によって『有身見』という岩山は破砕され、彼は寂滅

に至るための、預流の獲得という果を体験した。

/1igtshogsltaba'iriboni//yeshesrdoljesrnambcomste/

/deyisrgyunzhugs'brasbuni//rabmzllisladmngondubyas/

28bste]O:teβ・28cdeyis]O:deyie.

kalenodumbaravaneramyahkusumasamcayah/

sambhogaivavrddhasyaSanakairml珈加ayayau"80.29"

/kalenodumbarabaneramyaPkusumasamcayah/sambhogaibabrd曲asyaSana

kairmlammayayau/

［その後］時が経ち、ウドウンバラ林の美しい多量の花々は次第に萎れていった。ま

るで老人の享楽のように。

/duskyisudumbarayi//nagskyirabdga'metogtshogs/

/rganpodaggilongsspyodbzhin//dalbusrabtunyamspargyur/

29akyisl6:kyielludumba]B:udumbaC.

ml加apuSpamtadヨlokyasubhadrahSokamudritah/

acmtayadapunyanmnntmodbhavamatmmah"80.30"

30atadalokya]AB:tamalokyaE:sadalokyaEd・CfdeJoNG.

/mlampuSpamtadalokyasubhadrahSokamud面taP/acintayadapullyanamnuta

nodbhabamatmanah/

萎れた花々をもつその［林］を見て、スバドラは悲しみに閉ざされ、自分に不徳が新

たに生起したのではないかと心配した。
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/metognyamspademtllongnas//rabbzangnlyanganrgyayisthebs/

/ngespanyiddubdagnyidkyi//bsodnamsmnlasskyesparbsams/

30IDIgyayis]O:brgyayiB.30ckyi]B:kyisO.

Note30brgyayisthebs]梵語のmudrita(印刻せられた；封じ込められた）を蔵訳はrgyayis

thebs「印を被った」と訳した。

Note30cngespanyiddu]この蔵訳は梵文の油1ana-にあわない。

tamc加珈alasamtaptamudumbaravanaSriya/

uvacadevatabhyetyaviSadammavrthakrth曲"80.31"

31atamcinta]ABE:taccintaEd.CfdeJoNG.31dmavrthakrthah]BE:maⅧha

krthaA:makrthavrthaEd.CfdeJoNG.

/tamcintanalasamtaptamudumbabarana{D183b}griya/ubacadebatabhyetyabi"

dammabrthakrtha/

懸念の火に焼かれた彼に、ウドウンバラ林の輝きである［林の］神(devata)が来て

語った。「無意味に悲歎するのはやめなさい。

/bsampa'imeyisgdungsdela//udumbara'inagskyidpal/

/lhamosmngonphyogsrabsmraspa//donmedmyanganyongsmabyed/

31absam]B:bsams611yislO:yie.31bdumba]B:dumbaび．

31Cmos]B:mamsO.

nedamtava*prabhav"hyainpunyaillkusuntamvanam/

naca皿珈amtavapunyaiMmyatamatrakaranam"80.32"

32a*prabhavajhyaih]exconi:prabhavadraiり(or･prabhavajhraih)A:prabhavardraij

BE(=Ed.):Tib.mthuldan.

/nedamtabaprabhabadraiPpupyaihkusuntambanam/nacamlanamtabapulyaih

snlyatamatrakaranam/

この林は、あなたの威神力に満ちた福徳によって開花したのではありませんし、あな

たの不徳によって萎れたのでもありません。その原因をお聞きなさい。

/mthuldankllyodkyibsodnamskyis//tshal'dimetogrgyaspann/

/kllyodkyibsodnamsmaympas//nyamsmm'diyirgyudagnyon/

32IDtshal'di]B:tshalniO.

puSpanyetanijayantesugatasyaivajamnani/

anuttarajfianalabhevikasantisamantatah"80.33"

33bsugatasyaiva]BE:sugatasyevaA.
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/pu5p"yetanijayantesugatasyaibajanmam/anuttarajfianalabhebikasantisamanta

tah/

これらの花々は善逝の誕生時のみに［蕾として］生じま式無上の智慧を達成した時

に、至る処で開花しま戎

/bdegshegsnyidni'khrungspana//metog'didag'byung'gyurte/

/blamedyeshesbrnyespana//kunnasrabturnamparrgyas/

asanneParinirv加emlayantinipatantica/

IhatepamⅢvanamkuSipmyamtathagatall"80.34"

34c*mate]excom(deJoNG),inferredfromTib.bzhed:ihateABE(=Ed.).

/asanneparimrbbalemlayantinipantica/ihateparinirbbapamkuSapuryatathaga

tah/

浬藥が近い時に、萎れ、落花しますb如来はクシの都城で浬藥することを望んでいま

すも」

/myangan'daslanyebana//nyamspadangniltungbar'gyur/

/ku*sm'igrongnadebzhmgshegs//yongssumyangan'da'barbzhed/

34cku*shi'i]exconi(cfSkt.kuSi-):kusha'iβづIIgronglO:drunge.

etadakamyavacanamsubhadratlkananaSriyan/

dnghamu9namviniSvasyasuciramsamacmtayat"80.35"

35cvinihSvasya]corr.:viniSvasyaABE(=Ed.).

/etadakampyabacanamsubhadrahkananaSriyaj/dirghamuWambini{T493a}Sva

syasucirasamacintayata/

林の光輝のその言葉を聞いて、スバドラは熱い長いため息を吐き、久しい間沈思し

た。

/nagskyidpalmo'itsmg'didag//rabbzanggisnithosgyurnas/

/mgzhingdroba'is伽gsbtangste//shmtuyunrmgyangdagbsams/

yasyamidllarmavinaye§ﾖstmbh可伽atamaham/

itye9ahrdayenityam盃圃bandhomamabhavat"80.36"

/yasyandharnnnabinayeSasmrbhajanatamaham/ityehrdayenityama甑bandho

mamabhabata/

「師（仏）の教法と戒律を受ける器に私はなりたい。これが私が心にいつも抱いてき

た希望であった。

/stonpa'ichosni'dulbala//bdagnisnoddu'gyurbarshog/
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/cespa'dinibdagsnymgla//rtagturebabcingspargym/

dhmyasteviratakle"sampnmakuSalotsavam/

dharmapravacaneSasturyairdnamvad伽盃mbujam"80.37"

37bkuSalotsavaU]ABE:kuSalodbhavahEd.CfdeJoNG.

/dhanyastebiratame"sampnm9akuSalotsabah/dharmmaprabacane{D184a}sasm

ryedMabadanambujam/

説法の場で、蓮のような尊顔を仰ぎ見て、煩悩を離れ、善行の喜びに満ちた人々 は恵

まれている。

/ganggisstonpa'izhalgyipad//mthongzhingchoskyigsungrabla/

/dgeba'idga'stonyongsrdzogspa//nyonmongsbralbadedagbsngags/

kasyed血mvadanaSa伽血sampravrttanpraWddha-

jfi血alokaprasararucirahpunya町面§adharah/

lokallgokapraSamasuhrdastiVrat"nartabandhor

vacastaptebhavamarutaiepasyatiSrotrapatrain"80.38"

38bOpiyn9a･]E(=Ed.):opeynSaoAT:opaiyngaoB.

/kasyedanrbadanaSaSinahsamprabrttﾖprabrddhajmnalokaprasararucirahpuqya

peyn5adharah/lokallSokapraSamasuhrdastrbratWnarttabandhobacastaptebhabamaru

taiepasyatiSrotapateり／

今や［仏が亡くなってしまうのなら］、生存という暑い砂漠の丘陵において、いかな

る方の、激しい喉の渇きに悩む友の苦しみを消してくれる親友として［語って下さる言

葉を］－月の容から生じた、［まるで］広大な『智慧』の月光の流れ［のように］美

しい、福徳の甘露の流れである言葉を、耳（聴聞）という器から、人々 は飲んだらよい

のだろうか。

Metre:Mandakr曲面．

/danimyanganrabzhi'igrogspombzadsredpasgzirba'ignyen//suyi

bzhinrasribongcanlasrab'khrungsrabmrgyaspa'igsung/

/yeshessnangbasdkrigsshingrabmdzesbsodnamsbdudrtsidaggirgyun//

sridpawimyangamgdungbariigrtennyanpa'isnodkyis'thungbar!gyur/
38azhiwi]B:zhiOllgnyen]O:gnyerB.

38dngaml6:nganellkyis]O:kyie.

Note38brabmrgyaspa'il蔵訳者はpravrddha-(Tib.rabmrgyaspa'i)を恐らく*pravrd曲苅と読ん

で、vacas(Tib.gsung)に係る形容詞として読んだ。
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gacchamyahamkuSipmamyatrastebhagavaiijman/

prapsyamisulabhamtasyapaSc加amyadidars肌am"80.39"

/gacchamyahamkuSipuramyatrastibhagabaiijinah/匝即pyamisulabhaIntasyapaSca

mayadidarSanam/

世尊・勝者がおられるクシの都城に私は行こう。ひょっとしたら容易に彼に最後にお

目にかかることが出来るかもしれない。」

39dyadi]このyadiの用法(perhapsひょっとしたら）については、SpEIJER(1886):卵"skm$ﾉ"‐

mx,Leiden,p.371(9482)を参照。

/gangnabcomldanrgyalbabzhugs//ku*shi'igrongdubdag'gro'o/

/thamardemthongbdaggisni//galternyedslartllobparigyur/
39bku*shiii]exconi(cfSkt.kugi-):kusha'iβ⑥．

itisamcmtyasotsallahso'ntarhitatanuhksanat/

mallaSrayamkuSipur加asasadamanqjavah"80.40"

/itisaIncintyasotsahahsontarhitatanullk5a"ta/mallaSrayakuSipurrmasasadama

nojabah/

このように考え、熱望を抱いた彼は、たちまち［その場から］姿を消し、マッラ族の

住み処であるクシの都城に、心のような速さで達した。

/zhesbsamssproldandeyisni//lusmsnangbarskadciglas/

/yidltarmgyogspasgyadkyignas//ku*slli'igrongkhyerdagtuphyin/
40adeyis]O:deyiB.40dku*smii]exconi:kusha'iβ⑥．

vaneyamaka剣圃kllyekusumaramaSayman/

jmasyadvanstham則mdamsapraveSamayacata"80.41"
41avaneyamaka]ABE:vaineyamarkaEd.CfdeJoNG

41bkusumara。]ET(=Ed.):sukum町圃｡AB.

/baneyamakaSalakhyekusumaramaSayina/jinasyadvaraUsthamanandamsapra
{T493b}beSamayacata/

沙羅双樹という林の中、花の園林に横たわる勝者のために門に立つアーナンダに、彼

は中に入ることを乞い求めた。

/metogdga'tshals副azung//zhespa'itshalnarabgzmspa/

/rgyalbaiisgorgnasdga'bola//deyisnangduiugpazhus/

41asa]D:saBT.41csgor]B:sgoO.41ddeyis]O:deyiNQ:deG.

剛andastamjagadathamandamandasvanahSanaih/
● ●
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nivarayanprave§目兎mumataligulidolaya〃80.42"

42Cpraves話ﾖm]BET(=Ed.):praveSamA.

/anandasnnjagadathamandamandasvanahSa(niPD:nailJT)/nibam{D184b}yana

prabe兎蕊munatamgulidolaya/

アーナンダは立てた指を振って、中に入りたいという希望を遮りつつ、小さなささや

き声で彼にゆっくり語った。

/denasdalgyiskundgaibos//sormogdangsshmgg・yobayis/

/nangiugbsampazlogbyedcmg//chungchungsgrayisdelasmras/

42agyis]6:gyiB.421)shinglO:zhinge.42dyis]O:yiB.

subhadravasaronayampraSnavyakaranetava/

viSramyatiPariSrantallkayas加tyaitathagatalJ"80.43"

/subhadrabasaronayipraSnabyakarapetaba/biSramyatipariSrantalkayas即tyaita

thagataり／

「スバドラ、今はあなたの質問に答えるのに適した時ではありません。如来はお疲れ

になり、身体の安静のために、休まれていますb

/khyodkyidridanglungstonla//rabbzangdaltagnasskabsmed/

/debzhmgshegspazhiba'islad//skuniyongssunmyelzhmgbzhu9s/

43alalO:paB.43dmnyel]B:bsnyelO.

nacmtayatyavasaramsarvathaivayathatatha/

paravyathanabllijfio|yamsvarthamarthayatejanah"80.44"

44aavasaram]T(abaSaram,cfTib.gnasskabsdag):avasalrmA:avasarrBE.

44bsarvathaiva]E:sarvathevaA:sarvarthaivaB.

/nacintayadabaSaramsarbbathebayathatatha/parabyathanabhijiioyaInsvartha

marthayatejanaj／

適した時というものを全く考慮しないため、他人の労苦を理解しないこの人は、自分

の事を要求するのですも

/skyebo'didagpharolgyi//gdungbamishesrangdongnyer/

/kunmjiltadeltayang//gnasskabsdagnimisemsso/

44agyi]B:niO.

deSamkalamavijfiayayatiyansallasarthitam/

sa*samhitamutsKjya剛豆madayagacchati"80.45"

45c*samn1itam]exconi(HAIm),infelredfromTib.bzhad;samahitamABE(=Ed.)
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/deSakalemabijmyayatiyahsahasarthitam/samahitamsamutsIPjyalajjamadaya

gacchati/

時と場所をわきまえずに、性急に要求をなす人は、得ようとするのをやめて、蓋恥を

持って、去るものですb

Note45c]このpadacをチベットの梵蔵併記版の梵文伝承T(samahitamsamutsrjya)では

samihtaln*samutsXjyaと伝承していたらしい。しかし蔵訳(padac)はその読みを支持しない。チ

ベットで蔵訳作成の際に使われた梵文と、梵蔵併記版の梵文は恐らく同じものでなく、ずれがあ

る。

/gangzhigyuldusmshespar//'phrallaslongbanyidgyurpa/

/dedagbzlleddonrabbtangnas//ngotshablangste'grobanyid/

vegamvihayavinatahsaritahprayanti

vantiprasahyacaturamnatathasamm/

ete'pinaivatanusamSamanejinasya

samsuptapallavalatataravaScalanti"80.46"

46dsamsupta]ABE:samtaptaEd.CfdeJoNGlllatataravaS]AT(=Ed.):latastaravaS

BE.

/begabihayabinatahsaritaprayantibantiprasajyacaturamnatathasamrrah/etepi

nebatanurgasamanejinasyasamsuptapallabalatataracaScalanti/

［ご覧なさい。］諸川は身をかがめ、水の勢いを落として、流れていますも風も同様

に、勢いよく吹いたりしません。勝者（仏）のお体の安静時には、これらの眠る枝や蔓

草や樹々はざわついたりしません。」

46dpallavalatataravaS]写本BEのようにpallavala面の語をbahuvrnliにして、pallavalatastaravaS

と読むことも可能であるし、蔵訳もそのbahuw血による解釈を支持するように思われるが、古写

本Aと梵蔵併記版Tの読みを優先した。

Metre:Vasantatilaka

/rgyalba'iskunizhibaiitshenaljonpa1didagkymg//yal'dab'kllrishmgrab

mnyalzhingngesParng・yola/

/chuklungdagnimampardudcmgmgyogspabtangnasbgrod//rlungymg

debzhm'phrallarabmg・yozhingbgrodmaym/

46bpar]B:paO.46cbtang]OG:gtangNQ.46dyangdebzhinlB:yang6.

Note46bngespar]梵文のpadacのevaがngesparと訳されFている。

anandenetiyatnenavaryamanallpunanpunan/

話豆bhangasamnudbhr珈tahsubhadrastamabhasata"80.47"
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47csamudbhrantal]A(=Ed.):samuddhamtajB:samudramtanE.

/anandetiyatnenab町am"ahpunahpunah/圃甑bhamgasamudramtahsubhadras-

tambhasata/

このようにアーナンダが努力して何度も押し止めると、希望が絶たれたため惑乱した

スバドラは、彼に語った。

/detarkundga'boyisni//'badpasyangdmgyangdubzlog/

/rebanyamspasrabikhrugspa//rabbzanggismdelasmras/

47ayisnilO:yime.

j加amyavasaramn耐血prasidadayayarthman/

sulabhamdarSayajmamma*maivambhavam"hmah"80.48"

48d*maivamlexconi(HAHN),inferredfromTib.'diltar:maivaT:mevaABE.

/janabyabasaranarttahpraSrdadayartmnah/sulabham{D185a}darSathajinannna

(meD:maiT)babhabani"harap/

「苦しむ者として、私が適した時を知ることはありません。憐れみにより、乞い求め

る者に仁愛をお示しください。［誰もが］容易に近づける者として、勝者に会わせてく

ださい。このように酷薄にならないでください。」

/gzirbayisniskabsmshes//slongladangzhmgbrtsebarmdzod/

/rgyalbarnyedslarabtuston//rtsubpo'diltar*yongmamdzad/

48bla]O:baB.48dltar]B:ltaOll*yonglexconi(cfyongye):yongsed.

chayayamupaviSyaSrtalatayalabdhapramodotsavair

arullyattaphalainsadanavanavainsam"itasy圃曲vagaih/

janatyagritavatsalasyasulabhadharasyasarvartmnam

§ﾖkhabhafijanamo!anaprasaranakleSavalimkastaron"80.49"

49apramodo｡]A(=Ed.):prasado｡BE.49csarvarthinam]ABE,confilrmedbyTib.

slongbakungyi:sarvarthinaEd・CfdeJoNG.

/chayaya{T494a}mupabiSyaSrtalatay訓abdhapramaudautsabairaruhyartaphalaih

sadanabanabaiりsamPmitasyadhvagaiり/janatyaSritabatsalasyasulabdhadhasarb-

barthinamSakhabhajanamo!alaprasarapameSabalrkasta(rolJD:rahT)/

「蔭に坐って、涼しさによって喜び・歓喜を得ている、また上に登って果実を取る、

いつも新しくやって来る旅行者たちによって絶えず圧される（悩まされてい

る）［樹］－頼る者に親切であり、乞い求める人たちが容易に近づける依り処(ad-

hara)である樹の、枝を折ったり破壊することでもたらされる多くの苦しみを、誰が知

るでしょうか。」
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Note49a-d]この詩節は、アーナンダがスバドラに語った言葉であろうが、どちらがどちらに

語った言葉かを作者が明かさず、読者に考えさせる「判じ物」としての遊びが仕掛けられている

と思われる。

Metre:SardmavikITdita

/gribbsildaglanyebar'khodcmgbsilbasmbdga'idga'stonthobgyurpa//

rtagmgsarpagsarpa'ilam'gron'dzegsshmg'brasbu'dzinpasgzirba'ishmg/

/brtenpadaglanmyesgshmslongbakungyigzmnimyedslargympayi//Io

madagnibcomdangdkrugsdangrabmdrangspaiinyonmongrphrengbasu

yisshes/

491)gsarpa]O:gsarpa'iB.49cbrten]BT:bstanDIImnyes]D:gnyesB:mnyen

T.49ddrangs]O:grangsNQ:gragsGIIsuyis]O:suyiB.

itiyatnatsubhadrellayacito!pipunahpunah/

tamnir珈加d則、an肌danprati9edhaSatairvyadh説〃80.50"

50dprati5edhaSatair]ET:pratiSedhamSaterA:prativedhaSatairB:pratigedhamgater

Ed.CfdeJoNG.

/itiyantatasubhadIe叩ayacitopipunaPpunaP/niranandamanandahpratiSedhaSa

tairbyadhata/

スバドラに懸命に何度も懇願されたが、それでもアーナンダは百の拒絶によって彼を

悲しませた。

/deltar'badpasrabbzang*gis//yangdangyangduzhusgyurkymg/

/dgagpabrgyayiskundga'bos//denikundga'medparbsgrubs/

50a*gis]exconi(cfSkt.subhadrena):desO:giB.50cbrgyayis]B:rgyayiO.

50dmedparlO:medpase.

bhagavanapisarvajiiallSayyametyasuralayat/

uccairanandamavadatsubhadranpraviSatviti"80.51"

51betya]ABET,confinnedbyTib.mngonphyogste:prapyaA(inthemarginw面t-

ten)(=Ed.).CfdeJoNG.

/bhagabanasisarbbajfiaりsayyametyasuralayata/uccairanandamabadatsubhadrah

pra(briD:biT)Satihi/

［その時］世尊・一切智は天界より臥所に戻り、大声でアーナンダに告げた。「スバ

ドラを入らせなさい。」

Note51b]「天界より臥所に戻った」とは、天界におけるガンダルヴァのスプリヤの教化を終え

て、地上に戻ったのである。
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/bcomldankunmkhyengzmsmaldu//mayignaslasmngonphyogste/

/rabbzmgnangduthongzmgces//kundga'bolagsungchergsungs/

labdhaprave息迦sugatamd"vanidhimivadhanan/

jagadasﾖ§mvadmahsubhadratlpranipatyatam"80.52"

/labdhaprabeSaisugatam(dnaD:d"vaT)mdhimibadhana巾/jagadasasrubada

naPsubhadrajpraDipatyata/

まるで宝蔵に入った一文無しの者のように、中に入ることが出来たスバドラは、善逝

を見、顔中に涙を流し、頂礼して、彼に語った。

/iugpathobstenormedkyis//gterbzhinbdegshegsmthonggyurnas/

/rabbzanggdongnimcmmadang//bcaspasphyag'tshaldergsolpa/

bhagavanbhuvanasyadyakeyambhagyadaridrata/

samtyaktasyadyabhavataniralokasyakagatill"80.53"

53abhuvanasyadya]AT,confilrmedbyTib.deringiigrten(=Skt.*bhuvanasyadya)

:bhuvanasyasyaBE(=Ed.).53bbhagya]A,confirmedbyTib.skalba(=Skt.*bha-

gya)(=Ed.):bhogyaBE.

/bhagabanbhubanasya{D185b}dyakeyambhagadaridrata/samtyaktasyadyabhaba

taniralokasyakagatiり／

「世尊よ、今日、世界がもつこの幸の薄さは何なのでしょう。今日、あなた様に見捨て

られた光無き世界は、いかなる［進むべき］道をもつでしょうか。

/bcomldanderingyigrtenni//skalbasdbulbanyid'dici/

/dermgkllyodkyisbtanggyurpa//snmgmeddaggi'groba*ci/

53ckyis]O:kyiB.53d!groba*ci]exconi(HAHN),infened廿omSkt.kagatii：

'grobaniβ⑥．

konamatvnmvina皿tramjfi珈訓okaihkari5yati/

mohanidraptamudrasyajagatpadmasyabodhanam"80.54"

/konamatvambinamitramjfianalokaiりkari9yati/mohanidraptamudrasyajagata

padmasyabodhanam/

［生類にとって］親友のあなた様なくして、一体誰が、智慧という光によって、愚擬

という眠りに封じ込められた世界という蓮華を、目覚めさせる（開花させる）でありま

しょうか。

/bshesgnyenkhyoddangbralbana//su*yisyeshessnangbayis/

/'groba'ipadmarmongspayi//gnyidkyirgyaldanrgyasbyed'gyur/
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54abshes]ON:gshesGQllkhyod]O:khyadN:khyedGQ.

54bsu*yis]exconi(cfSkt.kam):suyiβび．

Note54bsu*yis]蔵文としてはsuyiでも意味が通るが、梵文の構文を考慮すると、su*yisと訂

正することが望ましい。

krtvasamastajagatamupakaramakaranam/

prayasisarvasulabhahkathamdmlabhatammama"80.55"

55ddurlabhatam]E:dullabhatamA:durlabhataB.

/{T494b}krtvasamaptajagatamulakarapam/prayasisarbbajiiasulabhahkatham

dudabhat剛Ⅱnama/

理由なしにあらゆる生類への利益をなしてこられて、すべての者にとって会うの

が（利益を得るのが）容易であられた［あなた様］は、どうして［今や］私にとって会

うのが困難な状態に入られるのでしょう。

/mtha'dag'grolargyumeddu//phanpadagnirabmdzadnas/

/kunlamyedpaslabakhyod//bdaglamyeddka'jilmgym/

55ckunla]B:kunmkhyenび．

ityuktahpranayattenasamunnamyamukhambUjam/

prasannak副tirbhagavmsasn皿tastamabhasata"80.56"

/iyuktaPpralayattenasamunnamyasu肋圃mbujam/prasannakantibhagabanasamm

tastamabhasata/

このように親愛の思いをもって彼が申し上げると、浄らかに澄んだ美しさをおもちに

なる世尊は、蓮のお顔をあげて、微笑して、彼に語った。

/zhespadeyisguspasgsol//delabcomldan'dzumldanzhing/

/bzhingyichuskyesgzengsbstodde//rabdangmdzespasIJKa!stsalpa/

56azhesD:cesBTlldeyis]O:deyiB.56ddang]B:dangsO.

加amvatsanavetsitvamkmnunityamanityatam/

kpanikahsarvasamskarahko'yamdehagrahagrahan"80.57"

571)kimnu]ABT:kimtuE(=Ed.)IImtyam]ABE(=Ed.):nityamT(nityam),con-

filrmedbyTib・血gm.

/imambatsalabetsitvaInkinnunityamamtyatam/kSapikaPsarbbasamskarahkoyande

hagrahagrahaり／
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「わが子よ、あなたはこの、恒久なる無常性を一体ご存知ないのですか。あらゆる事

象の形成（一切諸行）は刹那的であり、肉体を持つというこのことにこだわることは何

でしょうか。

Note57bmtyamlもう一つの異読の血yamを採るなら、「わが子よ、あなたは一体この無常性

を常にご存知ないのですか」の意味になろう。音を揃える美しさからもmtyamの方がよい。

Note57ddehagrahagrahah]蔵訳者はgraha-を魔(gdon)と訳したが、そのようにこの句を理解

することも可能である。その場合「肉体という魔物に対するこのこだわり」となる。しかし私は

graha-を「把持、執持」の意味で訳してみた。

/mnyesgshmrtagtumrtagnyid//'dikllyodrigpammnamci/

/|dubyedthamscadskadcigla//luskyigdon'disuzmg'dzin/

57amnyes]D:gnyenB:mnyenT.57brig]O:rigsB.

57dgdon]O:gdongBII'di]B:niO.

dnrampray加tidmakIdbllrammirgatani

yanik5apaSabalitanisadad加珈i/

etanitaninipatatprthukalacakra-

samSatit加ikuSalaninKjIVit加5m"80.58"

58bk¥apa]ABE,confirmedbyTib.mtshanmos:k5ataEd.CfdeJoNG.58d

sam§副it血ikuSalani]ABE,confilrmedbyTib.:sam§珈伽3mSakalaniEd.CfdeJoNG.

/dtiramprayantidinakrtbhramanirgataniyamkgayヨsabalitanisadadinam/etani

taninipatitplfthukalacakrasamSatitani伽§alani叩rbitanam/

太陽が巡ることで過ぎ、夜によって白黒の雑色となった日々 は、いつまでも恒常に流

れてゆきますbしかし人間の命がもつ、幸せのこの日々 は、落下する巨大な時の車輪に

よって、粉砕されてしまうのですb

Metre:Vasantatilaka.

/gmgdagrtagtunymbyed'khorbasrabbzlaspa'i//mtshanmosbkraba'inym

*paringdumbigroba/

/myi'tshobamamskyidgeba'didagni//rgyacheduskyi'khorlolhungbas

gcodpanyid/

58bnyin*palexconi(cfSkt.dinani):nyinparβび.58dlhung]6:lmnge.

dalantyeteSailajaladhivalayallSu3yatiparam
sahodbmt血bhnt血b伽vanasaranirbllragyatitaram/

asaresamsarecakitallarinilocanacale

cirasthaymayambahuparicayallkayanicayall"80.59"
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59bsarapir]BE:SarapirA.

/dalamtyeteSailajaladhibalayahSu{D186a}9yatisaramsahodbhntairbhutebhubana

Saranaisusyatitaram/asaresamsarecakitaharimlocanacalest順甑順yambahupa

ricayahkayanicayaP/

これら岩山も砕け、海という［陸を囲む］環も完全に干上がるでしょう。生まれた生

類と一緒に、世界という通路(sara9i)も、全く滅びます。臆病な鹿の目がたえまなく

動くように［移り変わる］、実体が無い（空ろな）輪廻界において、数多く繰り返され

るこれらの肉体のすべては、永続するものではありません。」

Note59bbmvanasarapil]そのまま訳せば「世界という路」であり、蔵訳もそう訳す(sridpa'i

lam)。この表現でも「輪廻の通路となる世界」と理解できなくもないが、あるいはbhuvana-

*Saranam「世界という住みか（庇護所）」と読むべきか(A写本は§aranirである）。しかし出本

充代博士はsaranirは*dharanirの誤記である可能性を考え、bhuvana-*曲aranir「世界の大地」の

読みを提案する。saの字とdhaの字は間違えることがありうる。

Metre:SikharinT_

/ri!disnyil'gyurchugterjingnimchogtubskam//rabskyes!byungpodang

bcassridpaiilamrabiig/

/ridwagsskragmigltarg.yosnyingpomedikllorbar//mangduyongs'drislus

kyitshogsidirtangnasmn/

59aiing]T:'dZingD:1igsellbskam]O:skamB.591)rabskyes]D:rabkyes

B:rabskyasTlliiglO:jigsB.59cridwags]corr.:ridagsβがll'khorbar]O:

'khorbaB.59d!di]B:mO.

abhidhayetibhagavansubhadrasyapra§加taye/

prasad珈剛dmrmcakrevyaktasatyapathamkatham"80.60"

60Conandinrm]]。nandimB.60dsatyapatham]AET:satyapathaB(=Ed.).Cfde

JONG.

/abhidhayetibhagabanasubhadmsyapraSantaye/prasadanandinmlcakrebyaktasa

tyapathamkatham/

このようにおっしゃって、世尊はスバドラの寂滅の［獲得の］ために、真理の道が明

瞭な、浄信と歓喜を与える法話をされた。

/zhespagsungsnasbcomldangyis//rabtuzhisladrabbzangla/

/bdenpa!ilamnigsalba'igmm//rabdangkundga'ldanparmdzad/

mdanJakunJISambharamtyaktvabharamiv圃曲vagall/

pravrajym§豆s剛eSasmsubhadro'pyadadetatan"80.61"
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61d'pyadade]A(=Ed.):mpadadeB:bhyadadeET.

/tridanjakunjrsambharamtyaktvabharabibadhva{T495a}gah/prabrajym銅sane

Sasmhsubhadrobhy屈dadetatah/

旅行者が重荷を捨てるように、スバドラは三岐杖と水瓶と［遊行者の］日用品を捨て

て、師の教誠において出家［戒］を授かった。

Note61amdaPjakunqI-]Das本のように、もしtridandakundrで一度切るなら「三岐杖と水瓶を有

する者は(-k叩伽,nom.sg.)」と訳せるであろう。しかし私はsamhhraまで繋がった三語の複合

語として読んだ。

/dbyigpagsumdangmba'itshogs//lam!grongyisni肋Ⅲbzhmbtmg/

/stonpa'ibkailarabbyungni//denasrabbzangdaggisblangs/

61Cbka'la]B:bka'lasO.

arhatpadamathasadyasasarvakleSasamkSayat/

acmtayadahoneyamucita§i5yatamama"80.62"

/arhatepadamathasadyasarbbameSasaInkSay融一/acintayadahoneyamucitヨsigya

tamama/

彼はすべての煩悩を滅ぼして、阿羅漢の境地を得てから、考えた。「ああ、この弟子

たることは私に相応しいことではない。

Note62cd]この箇所にあたる梵文大般浬藥経の文は次のとおり：「私が、師が般浬藥されつつ

あるのを見るということは、私には相応しくない。私がまず第一に般浬薬しよう」(namama

伽t皿pamsyadyadahamSastaramparinirvayantampaSyeyaIIlyannv汕抑prathamataram

parinirvayeyam,MPS,m,S､382,40.48)｡

/denasnyonmongskunbcompas//dgrabcomgnasnithobgyurnas/

/bsamspakyemabdaggini//slobmanyid'di'ospann/

62abcompas]B:bcompa6.

paSyamiparinrvanamagrebhagavatalJkatham/

tasmatpmvamahamdehamvihayasvapadambllaje"80.53"

/paSyamparimrbb"amagrebhagabatahkatham/tasmatpnrbbamaham(daD:deT)

hambihayasvasadambhaje/

世尊が前に浬藥されるのをどうして私は見られようか。彼よりも先に私は肉体を捨て

て、自らの境地を得よう。」

/bdag*gismdundubcomldm'das//myangan!da!bajiltarblta/

/desladsngondulusbtangnas//bdagniranggignasdagbsten/
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63abdag*gis]exconi:bdaggiβ◎.63dbdagmlO:bdaggiallbstenlO:br-

tanN:brtenGQ.

Note63abdag*gisl文をbdaggiのままで読んでも蔵文としては意味が通るが、bdag*gisと読む

と構文が梵文に近づく。

itisamcmtyasa息肌aihpaiicadhiSthanasamSrayan/

phaninirmokakalayaparinirvrt加即tavm〃80.64"

/itisamcintyasaSanaiPpaiicadhi"hanasamSrayah/phaqinornnnakakalayapari

{D186b}nirbrtimaptabana/

彼はこのように考えて、五種の決意（誓い）に基づき、蛇が脱皮する有様で、般浬藥

を得た。

Note64cpancadhi5Ih加a]この五種の決意(paficadhi5血珈a五種珈持）の詳細については、根本説

一切有部毘奈耶雑事巻三十八、T24397al2-19(=WS,m,S.471-472,SondrtextV-I,40d.12-18)

を参照。

/zhesbsamsbymbrlabslngadagni//bstenpadeyisdalbuyis/

/gdengscans伽npadorbaltar//yongssumyangan'daspathob/

64azhesbsams]O:cesbsamB.64bdeyis]D:deyiBTllbuyis]O:buyie.

tasyathadehasatkarebllikSmamsallatrrthikam/

kasyasabrallmacarrtivivadahsamajayata"80.65"

/tasyathadehasatkarebhikSummsahatirthikaih/kasyasambrahmac圃而Mnanama

bibadasamjatah/

その後［スバドラの］葬儀の時に、比丘たちと異教徒たちとの間で、「その梵行者

［の遺体］は誰のものか」と謡いが生じた。

Note65a-d]スバドラの葬儀をめく、って異教徒の者たち力靜いを起こした出来事については、雑

事巻三十八、T24397al9-b5(=BTS,m,S.472-474,SondertextV-I,40d.19-31)を参照。

/denasdeyilussbyongla//dgeslongrnamsdangmustegsdag/

/suyitshangsspyoddangldanzhes//rnamparrtsodpayangdagskyes/

tasyathaSibikamvoJhumaSakte5ukriyavi曲加／

mthike9uPrayateSusarvabhikSugano*vya曲証〃80.66"

66d*vyadhat]exconi(deJoNG),infelTedfiFomTib.bsgmbs:bhyadhatABET(=

Ed.):akarotA(mα増加α"α,asglossewrittenfbrbhyadhat).CfdeJoNG.

/tasyathabiSikamboWamasakteSukriyabidhau/mthrkeSupmyate5usarbbabhik5uga

qobhyadhata/

－290－



そして葬儀の執行において、彼の棺架を運ぶことが出来なかった異教徒たちが立ち去

り、すべての比丘の集まりが［葬儀を］執り行った。

/denasmustegsbyedmamskyis//deyisgrubbyedchogala/

/kllyogskhyermanussongba'itshe//dgeslongtshogskundaggisbsgrubs/

66byi]O:yise.66dgis]O:gie.

§amanicayastnpamkrtvatasyathabllikSavah/

papracc伽nsugatampnrvaparinirvZnak諏肌am"80.67"
67aSalTranicaya]ABE,Tib.:SarrramcayeEd.Cf.deJoNG.67cpapracchup]A:pa-

pracchaBE.67dpUrvaparinirvanao]A:pnrvamparinirvana｡BE(=Ed.).

／§aITranicayasmsamkrtvatasyathabhikSabah/sapracchahsugampparbbampari

nirbbanakaranam/

彼の遺骨の集積の塔（ストゥーパ）を作って、比丘たちは［仏の］前に般浬薬した原

因を善逝に質問した。

Note67cdpmrvaparinirv"a｡]BとE写本は明白にpnrvamと書いてあるが、最古のA写本は

anusv伽が明白ではなく、pUrva-と読んだ。もしpmrvamと読むと、「比丘たちは［彼の］前世

の(pnrvam)般浬薬の原因を善逝に質問した」という意味になる。

/denasdeyigdunggitshogs//mchodrtenbyasnasdgeslong*gis/

/sngonlamyangan'da'bayi//rgyumtshanbdebargshegsladris/

67ayi]O:yisBIIgitshogs]O:tsmggisB.67b*gis]excom:giβ⑥．

67cla]B:lasOll'da!balO:'daspaB(alsopossible).

satanuvacavipro*yov証masyamabhntpura/

aSokanka§yapakhyasyaSasmpranasamahsuhrt"80.68"

68avipro*yo]exconi:viprosauABE(=Ed.).

/satanubacabipropauba(rapaD:ra"T)syamabhntpura/aSokallkﾖsyapa肋yasya

SasmPprﾖﾘasamahsu{T495b}hrta/

かの［仏］は彼らに語った。「昔、ベナレスに、師（仏）・カーシャパの命に等しい

親友である、婆羅門がいました。

Note68a-d]梵文写本は揃ってpadaaをsatanuvacavipro'sauと伝えるが、その場合、本詩節

は「かの［仏］は彼らに語った。この婆羅門は昔、ベナレスで、師（仏）・カーシャパの命に等

しい親友でした。」という意味になり、この婆羅門とは当然Subhdraということになるが、以下

の話の展開から、Subhadraではありえない。Subhadraの前生は後で出てくる神(devata)であ

る。梵蔵併記版の梵文もpau(恐らくsauの書き誤り）と伝えており、'S皿の読みを支持しないの

は蔵訳のびの伝承しかない。蔵訳の0はasauの語を無視して訳している。私は9sauを*yoと修
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正して読んでみた。この神の記事については、WALDscI皿血r:MPS,III,S､483-488,SondertextV-IV

ならびにWALDscImIIDT(1944-1948):Die"e戒鯲r""gvo"zZebe"se"de"sB"〃〃α,n,S.235を参照。

/dedaglanidesgsungspa//baranasnsngonbramze/

/myanganmedpastonpani//iodsrungssrogmtshungsgrogssugyur/

68anidesgsungspa]O:degsungspasngone.68bbar"asrr]D:baranasir

BTIIsngonbramze]O:bramze'diB.68cmedpa]B:meddeO.

Note68ab]ここでd(デルゲ系）の読みとβ（ナルタン・北京系）の読みの間に対立がある。

βの文では、「彼らに彼は語った。昔、ベナレスにこの('di)婆羅門［がおり］」となり、'di(=

Skt・asau)の訳語があるのに対して、'diが0の読みには無い。βのほうが'diが付いている点で

梵文写本伝承に近い。それに対して6は文脈を配慮する観点から、'diが文にない形にしたのか

もしれない。この'diの語があると、読者は「この婆羅門」とはSubhadraと誤解するが、しか

し「この婆羅門」はSubhadraと無関係なのである。（そもそも梵文写本に'sauの指示代名詞があ

ること自体が奇妙なので、'sauを*yoと私は修正してみた）。無くてもよい'diの語によるその誤

解を防ぐ、ため、'diの語を削って修正を施したのが6の読みであり、梵文に近いβはその修正が

施される前の読みではないだろうか。ここでは文脈を重視した良い読みとして6の伝承を採用

した。

satasmaddhannavmayamparyantaSayanastlliteh/

*devataprapitanprapyaSlaghyamarllattvamaptav血〃80.69"

69bsthiteh]AT(=Ed.):sthitaihBE.69c*devataprapitahprapya]exconi(deJoNG,

cfTib.):devatamprapitamprapyaA(antecolT.):devatamprapitamprapyaA(post

colT.):devataprartmtamprapyaBE:devataprapitampragamEd.

/tasmatatasyadhannmabinayamparyantaSayanasthiteh/debataPraPrtamprasya

§laghyamarhatvamaptaban_/

［仏のもとに］神によって到達させられた(devata-prapitah)彼は、臨終の床にいる

かの［仏］から教法と戒律を得て、称賛されるべき阿羅漢位に達しました。」

Note69c]写本伝承が乱れているpadacについては、文脈から判断して、deJoNGの提案に従

い、*devataprapitahprapyaと読むのがよいように思われる。神によって仏のもとに運ばれた彼

は、という意味である。しかしもし*devataprapitamprapyaと読むなら、次のような意味になろ

う：「彼は、臨終の床にいるかの［仏］から(tasmat)、神［の助力］によって得させられ

た(devata-prapitam)教法と戒律を得て、称賛されるべき阿羅漢位に達しました。」

/mtha'yimalstanlagnaspa//delasdeyis'dulba'ichos/

/lllayis'tllobparbyasthobnas//bsngagspar'ospa'idgrabcomthob/

69bdeyis]O:deyie.69c'thobparbyas]N:'thobparbyaGQ:mthongbarbyas
⑥．

－292－



sabhaktiSilahsvagmoragrevigrahamatyajat/

tamd"vadevatatatrapranidh剛amathakarot"80.70"

/sabhaktiSrlaljsvagumragrebigrahamatyajata/tamdnadebatatatraprapidhana

mathakarota/

［仏を］深く敬愛する心情をもつ彼は、自分の師（仏）の前に［己が］肉体を捨てま

したが、その彼を見ながら、神はその場で誓願を立てました。

/guspa'ingangts伽ldeyislus//ranggiblama'imdundubtang/

/denas*demlhayisder//mthongnassmonlamrabtubtab/

70adeyis]NQ:deyi6G.70bbtang]O:gtange.

70c*denilexconi(cfSkt.tam):derniβ⑥lllhayis]O:1hayie.

yathayamkaSyapasyagresukrtrparinirvrtah/

tathallamapibhnyasamgurorante'gragaminr"80.71"

71dante]AB:Tib.mthar(=Skt.*ante):agreE(=Ed.).Cf.deJoNG.

/yathayamk豆息yapasyagrosukrtimaIinirvr{D187a}taj/tathahamapibhnyasamgu

roraIntegragamam/

『この善行者が、カーシャパ仏の先に般浬薬したように、同様に私も師の臨終の時

に、先行者となりたい（先んじて死にたい）』。

/jiltarlegsbyasldmpa!di//!odsmngssngonduyongJdaspa/

/debzhinbdagkyangblama'imthar//sngondu'grobaporgymcig/

71apa'di]O:payiB.

sadevatasubhadro'yammamagretyaktavigrallan/

tenagraddhaviSuddhenapranidhanenasatkrtah"80.72"

/sadebasubhadroyammamagretyaktabigrahah/tenagraddhabiSuddhenapralidha

(neD:naT)satkrtah/

その神こそ、このスバドラです。敬重された［彼］は、信心によって清らかな、そ

の［前世からの］誓願によって、私の先に肉体を捨てたのですも

/llladerabbzmg'dinyidde//mampardagpa'ismonlamdang/

/dadpadeyislegsbyaspa//bdaggimdundulusdagbtang/

krakucchandasyaSastuScapaScmeSayanepura/

praptarllatpadamalokyamunm珈息atapaiicakam"80.73"

73akrakucchandasya]ABE:kakutsandasyaEd・Cf.deJoNG.
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/krakucchandasyas屈smScapaScimeSayanepura/praptarhatapadamalokyamumnam

sapaicamka/

［73-74詩節：］昔、師・クラクツチヤンダの臨終の床で、阿羅漢の境地を得ている五

百の牟尼たちが、或る神(devam)によって導かれて［仏の許に行き］、［仏への］敬

愛心(bhakti)から自ら欲して［師の］先に肉体を棄てたのを見て、その神が同じ種類

の誓願［を立てたこと］で、［今世の］スバドラとなったのです。

/stonpalogpardadselgyi//mtlla'yigzmsmaldaglasngon/

/ha*yisranggiskhridgyurpa'i//thubpabrgyaphraglngadagni/

73cde*yislexconi(cfSkt.devataya):lhadeβびllgis]O:giB.

Note73c]蔵訳73cは、梵文74aに相当する。

svayamdevatayanrtambhaktyagretyaktavigrallam/

tadvidhapranidhanenasaivay諏豆subhadratam"80.74"

74asvayamdevatayanitam]AT(=Ed.):devatasvayamanTtamA(mα増加α"α,SeCO"-

血沈α"")BE.74dyata]ET:y証加AB.

/svayamdebatayamtambhaktyagretyaktabigraham/tadbidhapraqidhanenasebaya

tasubhadrata/

/dgrabcomgnasthobguspayis//sngondulusbtangmthonggyurnas/

/mampadelta'ismonlamgyis//denyidrabbzangnyiddugym/

74bbtang]OG:gtangNQ.

Note74ab]蔵訳74aのdgrabcomgnasmobと74bのmthonggyurnasの語句は、梵文73cのprap-

tarhatpadamalokyaに相当する。

dehasvabhavajametamparyantopan飢加vyatham/

mayasasallamanenanirvyathamprapitahpadam"80.75"

75adehaIABE:deheA(seco"血加α"")(=Ed.).CfdeJoNG.75bpryan-

topanatam]ABE,confinnedbyTib.:paryyantayatanamEd・CfdeJoNG.75csasa-

hamanena]ABE,confilrmedbyTib.:prasahamanenaEd・Cf.deJoNG、75dnirvy-

athamlA(antecolr.),confilrmedbyTib.:mrvyathahA(postcorr.)BE.CfdeJoNG.

/dehasvabhabajamatamsarayantopanatmmbyatham/mayasasamanenanirbya

thamⅣatitahpadam/

肉体の自性から起きる、臨終において近づくこの苦しみを耐え忍びつつある私（釈

尊）によって、彼（スバドラ）は苦しみの無い境地を得させられました。［この事につい

ても以下の過去世の因縁がありますb]

/luslarangbzmngyisskyespa//mthartllugnyeba'igdungba'di/
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/bzodparbyedcmgbdaggisde//gdungbamedpa'ignassubkod/

75ccingl6:cigBIIgisde]O:gisdenge.

brahmadattonrpanso'bhndallamaSvaScasamSaye/

samayヨ§atruvitrastaSchinnantlBnapitaritan"80.76"
/brahmadattomposobhutaahamaSvaScasamSaye/{T496a}sammabasambibhasta

§chinnantl℃papitaritah/

彼がブラフマダッタ王で、私が馬であった時、危難の中で敵におびやかされた彼を、

私は内蔵を切り裂かれながらも救いました。

Note76a-dlこの馬本生がある雑事の記事については、MPS,m,S.478-483,SondertextV-Ⅲなら

びにWALDscI皿肛DT(1944-1948):ULB,m,S.235を参照。

/denimibdagtshangsbyindang//bdagkyangrtargymthetshomla/

/bdagnirgyumadralbaskyang//denidgrayisbcompabsgral/
761)rtar]6:1町β・

Note76dbcompa]蔵訳者がbcompaと訳したのはvitrastaの語を*vibhraSta(破滅した）と読ん

だためだろうか。梵蔵併記版の梵文はbibhastaと伝える。

kanyakulqjavanepnwamabhavammrgaynthapall/

abh面nmrgahsubhadraScaynthamadllyemam珈ugalj"80.77"
77cabhnnngahsubhadraScalT(abhnnmlfgasubhadraSca):abhntsubhadraSca

mrgoABE(=Ed.;metre!).77dmam加ugah]ABE,confirmedbyTib.bdaggiljes
'brang:m唱珈ugaりEd.CfdeJoNG.

/kanyakubjabanepUrbbammabhabammrgayuthasall/abhmmrgasubhadraScayn

thamadhyema{D187b}manugah/

また昔、カンヤ・クブジャの森で、私は鹿の群の頭でした。スバドラも群の中で、私

の従者たる鹿でした。

Note77a-d]この鹿王本生の雑事の記事については、MPS,m,S.476-478,SondertextV-Ⅱならび

にWALDscImⅡDT(1944-1948),ULB,H,S､234-235を参照。またこの説話の並行話としてHaribhatta

のJatakamal5,22Mrgajatakaと六度集経の第57話(T332c-33a)などがある。

Note77c]abhntsubhadraScamrgoというネパールの梵文写本伝承に対し、チベットの梵蔵併記

版の梵文TはabmnmrgasubhadraScaであり、元はabhnnmrgosubhadraScaという文であったろ

う。語順が少し変わるだけで、韻律的にこちらの方がよい。

/kanyakubdza'inagssusngon//ngamridwagskhyubdaggyur/
/rabbzangkhyuyinangnasni//bdaggiries'brangridwagsgyur/
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77akanyakubdza'i]6:kanyakubdz5'iB.77bridwags]G:ridagsOQ:radags

N.77dbdaggilO:bdaggisBIIIidwags]G:ridagsONQ.

mrgayaptenasamruddhevanekarnenabhnbhUja/

traSt珈訂ntatimmeⅡ囎町卸nabhavadgatih"80.78"

78dnabhavadgatih]A:nagatirbhavetBE(=Ed.):Tib.dga'bamedpargyur(=Skt.

*nabhavad*ratih):nabhabahubhihT.CfdeJoNG.

/mlfgayaptenasaInruddhebanekarmenabhnbhujaIn/trastan珈圃!anitrremrga"m

nabhabahubhih/

狩に来た(apta)カルナ王によって囲われた森において、川岸でふるえる鹿たち

に［逃れる］道はありませんでした。

Note78dnabhavadgatiP]このネパールの梵文伝承と違って、蔵訳dga'bamedpargyur「喜びが

無かった（悲しんだ）」から推測される梵文伝承はnabhavad*ra曲である。梵文写本のgaの字

がdraに似ているために起こった読み誤りであると思われる（蔵訳のdga'が*'groの書き誤りで

ある可能性はあまりないであろう）。梵蔵併記版Tはnabhabahubhihと音写するが、hubhihの

箇所の、前のhuの字はdraかgaの字の誤り、後ろのbhihの字は曲の字の誤りとみなしてよ

い。

/nagssusabdagkarnani//rngonla'ongspasbkaggyurte/

/chuklungngogssuridwagsmams//skragcmgdga'bamedpargyur/

78akama]O:kanyaB.78bla]O:paB.78cridwags]G:IidagsONQ.

avatrryasarnnadhyeniScalenamayatatah/

matp"hanyastacaranﾖstebmastarita皿g魂〃80.79"

/abatiryasarinmadhyamniSca(leD:lamT)namayatatah/matpMhanyastacaranasti

bm頂stara樋町ga／

そこで私は川の中に降り立ち、不動でいて、恐れるその鹿たちに私の背を踏ませるこ

とにより、［川を］渡らせました。

/denaschuklungnangduni//g.yomedbdaggisrabtubabs/

/bdaggirgyabtuIkangbkodpas//ridwagsiigspadedagbsgral/

79cbdaggi]O:bdaggise.79dridwags]G:ridagsβびlldag]6:dagsB.

tatkllurapatadaliteyatemayimumnrSutam/

ekansaevaharinanplavannevamtadaptav肋〃80.80"

80atakhurapata]ABE:takhuraghataEd・CfdeJoNG.
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/tatkhurapataliteyatemayimumUrSutam/ekasaebaharipahslabamnebalntadapta

bana/

彼らの蹄に打たれて私は［体が］砕かれ、死にそうになっていると、その時に［最後

の］一匹の泳ぎ漂う、他ならぬその鹿が、その様にやって来ました。

80devam]このevamは蔵訳に訳されていない。*evaと読むべきか。

/dedagrmigpabkodpasbdag//nyamsshing'chiba'dodgyUrtshe/

/ridwagsdenyidgcigpuni//detsherkyalzhing'ongspargyur/

80b'chiba]O:'tshobarB.80cridwags]G:ridagsONQIIgcigpu]O:cigpo

β，

tamallamtrasataralamvyathmsamstabhyaduhsaham/

tnmamsamtaryakamnyatpulmenidhanamgatah"80.81"

/tamahamtrasataralebyathamsamstambhyaduhsaham/tumlasamt町akampyat-

sulinedhanamgatam/

憐れみにより、耐えがたい苦しみをこらえながら、私は恐怖に震える彼をすみやかに

救った後、岸辺で死んだので戎

/skragpasnyenpade*bdaggis//gdungbabzoddka'bmagsbyaste/

/myurbarsnymgrjesyangdagbsgral//iugngogsdernismbargyur/

81anyen]O:nyesBII*bdag]exconi:dagβび.81I)gdungbal6:gdungbase

llbrnags]O:nagsB.

Note81bbmags]この蔵語には、本来梵語のsamstabhyaに相当する「こらえる」の意味はなく、

むしろ*bmangs(息をつまらせた、こらえた）の語の誤用とみなすべきか。

saevasavyathenadyasubhadrastaritomaya/

ityuktvabhagavanmaunamalalambaSamomnukhah"80.82"

/saebabyathenadyapisubhadrastaritomaya/ityuktvabhagab珈maunamalalamba

§amonmukhah/

その彼こそスバドラであり、今世においても［苦痛に］苦しむ私によって救われたの

です。」と［このように］世尊はおっしゃって、寂滅に心を向けて、沈黙された。

Note82a]チベットの梵蔵併記版の梵文T(saebabyathenadyapi)から、saevavyathenadyapiと

伝承していたことがわかる。apiが付いているが、蔵訳もその読みを支持する(de血gyang=

*adyapi)。しかしTの伝承は韻律上問題がある。

/denyidrabbzangderingyang//gdungbadangbcasbdaggisbsgral/

/zhesgsungsbcomldanzmbala//mngonphyogsmgsungnyidlabrten/
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bhikpubllihkuSalavaptausupriyasyapikaranam/

p騨帥provacasarvajfiaManaihpranayivatsalah"80.83"

/bhksubhihkuSalab印tausupriyasyapikaranam/p騨騨probacasarbbajiaManaihma

Qayibatsalah/

［ガンダルヴァの］スプリヤも幸いを得たことの原因を比丘たちに尋ねられると、懇

願者たちを愛しまれる方である一切智は、おもむろに話された。

Note83dprapayivatsalaP]この複合語には「敬慕する者（愛する者）たちに愛しまれる方」

と「請願者たちを愛しまれる方（かわいがられる方）」の、二つの解釈があり、私は後者を取っ

たが、蔵訳はguspasmnyesgshinと訳し、pasの-s具格助辞があるので、前者の解釈で読んだの

であろう。

/dgeslongmamskyisrabdga'yang//dgebathobpa'irgyumtshandris/

/guspasmnyesgshinkunmkhyengyis//dalbuyisnirabmgsungs/

83drabmgsungs]O:rabgsungspaB.

kﾖ§yapasyasudhrrnamaSasturasIdupasakah/

tatprasadaptaparyaptaSik5印adamsannadhill"80.84"

84dniSamadhih]ABE,conEmedbyTib.blognasgyur:prasannadhIhEd.Cfde

JONG.

/{T496b}kasyapasyasudhrma{D188a}mas応mrasrdupasakaj/tatmasadapta

ryyanteSik"padaniSamadhih/

師・カーシャパのもとにスディーという名の優婆塞がいました。かの［仏の］恩恵に

よって得られた学処（戒条）の上に安坐する知性をもつ人でした。

/stonpa'odsmngsdaggini//dgebsnyenblobzmgzhesbyaba/

/deyidrmgyisbslabgnasni//yongsIdzogsthobcmgblognasgym/

sad"vagitikuSalamgandharvikaganottamam/

pranidhanampravidadhegandharvadmpatamprati"80.85"

85d．曲ipatamprati]A(antecrr.)T,confirmedbyTib・bdagponyid*kyi:

｡dhipatimpmtiA(postcolT.):｡dhipatimpratiBE(=Ed.).

/sad騨画grtikugalamgardharbikagagottamam/pramdhanamprabidadhegandha

(rbhaD:rbbaT)dhipatamprati/

彼はガンダルヴァたちの最高の群が、歌に巧みであるのを見て、［将来］ガンダル

ヴァの王たることを望んで、誓願を立てました。

Note85dgan曲arvadhipatmlprati]新しい写本伝承BEの読み-adhipatiIpprati(王に対して）より

も、接尾辞-画をつけた-adhipat加匝ati(王たることに対して）の、古い伝承の読みの方がよい。
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/deyisdrizaiitshogskyinlchog//gludbyangsmkhaspamhonggyurnas/

/driza'ibdagponyid*kyini//cheddusmonlamrabmbsgrubs/

85adeyis]B:deyiO.85cnyid*kyilexconi:nyidkyisβび．

satenapranidhanenasupriyatvamupagatah/

sampraptadharmavinayaMikSapadaparigrah説〃80.86"

/satenaprapidhanenasupriyatvamupagatah/sampraptabhannabinayapsik"pada

parigrahata/

彼はその誓願によって、［今世の］スプリヤとなったのです。［前世で］学処を保持

した故に、［今世で］教法と戒律を獲得しました。

/denismonlamdenyidkyis//rabdga'nyiddunyebargym/

/bslabpa'ignasniyongsbzungnas//'dulba'ichosniymgdagtllob/

86bgyurlO:bsgrubse.86cnaslO:basB.

subhadrasupriyavetaukrtaukuSalinaumaya/

parabmmatakrtye9unirvyathansarvathavayam"80.87"

/subhadrasupriyabetaukrtokuSalinaumaya/parabhimatakrtye;unirbbyathah

sarbbathabayam/

私はこれらスバドラとスプリヤを幸ある者にしました。他者の願いを叶える行為をす

れば、私たちは完全に苦しみを逃れるのです（幸せになるのです）。

/rabbzangrabdga''didagni//bdaggisdgebaldanparbyas/

/gzhangyimngon'dodbyaspala//kuntubdagnigdungbamed/

87abzang]O:bzangsB.

ajitamjayasamjfie'bllnnnagaresvargasamnibhe/

§atakraturivaSmn加vijayantabllidhonlpalj"80.88"

88aajitamjaya]A(postcorr.):ajitodayaBE(=Ed.):pUjitocataT,cfTib.mchod

'os.CfdeJoNG.

/pmjitocatasamjnobhntnagaresvargasannibhe/SatakramribaSIrm即abijayan-

tabhidhenJPpah/

［昔］天界に似たアジタンジャヤという名の都城に、インドラ神のような光輝ある

ヴィジャヤンタという名の王がいました。

Note朋aajitaInjaya-]王都の名を写本Aでは一応ajitamjayaと読める。ただしAの筆写生はその

箇所の字を筆写するのに苦労したらしく、書いた字を消して再び書き改めた跡があり、とても読

みにくい。Aのajitamjayaの字はajitamdayaとも読めるため、BとE写本のajitodayaの伝承は、
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ajitamdaya→ajitodayaの修正から生じたのであろう。そのネパールの伝承と大きく異なり、チ

ベットの梵蔵併記版の梵文転写ではpUjitocataとその都の名を伝承しており、それにあたる蔵訳

はmchod'osである。pUjitocataは*pnjitocita(pUjita=mchod;ucita='os)かも知れないが、

mchod'osにあたる梵語は通常pUjya,pUjZrha,p可aniyaであるため、確かではない。今のところこ

の王都の名を確定できない。並行資料であるAvs第40章Subhadraに、この前生認は無い。

/grongkllyermchod'0szhesbyaba//mthorisdagdangmtshungsparni/

/mibdagdpalldanbrgyabymbzhm//mamparrgyalbazhespabyung/

88azhes]O:cese.881)ris]O:rigse.88dzhespa]O:zhesbyaB(also

possible).

tasyap叩yapravrttasyadharmamarganuyayibhin/

vrajadbhismdivampaurai抑耐励surabhnmayan"80.89"

89bdharma]ABE:dharmyaEd.

/tasyapuDyaprabrttasyadhannmamarganusaribhih/brajadbhastridibampaurehpUji

tasurabhnmayah/

彼が福徳ある行いに従事したため、正法という道の上を共に旅しながら天界にやって

くる彼の都民たちによって、神々の諸国土が満たされました。

/bsodnamslanirabzhugsde1i//choslamljessu|brangbayi/

/grongpamthorisbgrodrnamskyis//lllayisagzhikhengspargyur/

89b'brangbayilO:'brangspayisβ，89dlhayi]O:1hayise.

raifiallpuny加ubhavenasvargamapnritamnaraih/

d"vayuktimcakarasyasattvamjfiatumsureSvarah"80.90"

/rajapupyanubhabenasvargamapIiratamnaraih/{D188b}d騨恒yuktimcakarasyasa

tvamjnatusureSvarah/

王の福徳の力で、天界が人々で満たされたのを見て、神々の王（インドラ）は、彼の

剛勇心を知ろうとして、策を考えました。

/rgyalpodeyibsodnamsmthus//mi*yismtlloriskungangba/

/mthongnaslhayidbangpoyis//snymgstobsshes'dodsbyorbabyas/

90adeyi]6:deyise.90bn*yis]exconi:myie6.

tatastannirmitahkrnrasattvastamprthiViPatm/

mamsamSalTraniSkrttammdhiramcayayacire"80.91"

91bprtmviPatim]BE(=Ed.):prthvIPatimA.91cniSkrttam]colT.:nillkrttamAB:

nihkmtamE.
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/tastasminnirmmtahkuraPsatvastamprthibrpatim/mamsamSa{T497a}IYraniP

krttamrudhiracayayaciIe／

そして彼によって創られた（化作された）残忍な生き物たち（羅刹）が、その王に身

体から切り取った肉と血を乞い求めました。

/denasbrgyabymgyissprulpa'i//semscangdugpassayibdag/

/delalusnibcadpayi//shadangkhragdagrabtubslangs/

911)gdugpas]O:gdungbase.91cdela]6:deniB.

91dbslangs]B:blangsO.

nirvikaramatistebhyansadattvabhimatammPall/

asthiSeSampravidadhepranidh加am*mahasayall"80.92"

92d*maha§ayah]exconi,inferredfromTib.bsampachenpos(=Skt.*mahaSaya):

mahayaSahABE:mahayaSaりT:mahayaSahEd.

/nirbbakaramatistebhyajsadatvabhimatampah/ashse9抑prabidadhepralidha

nammahayaSah/

変わることのない信念をもつかの王は、求められた骨の残り［まで］彼らに与えて、

偉大な心性をもつ［彼］は誓願を立てました。

Note92cashseSam]「望まれた骨の残りを与えて」という意味になることを避けて、もし

*ashsesahと読むならば、「骨のみが残った王は、望まれたものを彼らに与えて」という意味に

なる。ただ、その読みを支持する伝承はない。ここでは一応現存する梵文伝承に従った。

Note92d*mahaSay瑚蔵訳bsampachenposの原語は*mahaSayap（偉大な心性をもつcfBHSD,

s.v.aSaya)であろう。梵文写本ABEが、曲ｮya鋤(m.大名声をもつ者）ではなくmahayaSaj(n.

大名声）と記していて、おかしいことも、Saya→yaSaの書き間違いが起こったという推測を支

持する。文脈上、*mahaya鋤よりも*mahasayahの読みの方がよい。

/mibdagblogrosmam'gyurmed//de*yismngon'dodruspa'ilhag/

/dedagrnamslabyinnasni//bsamPachenpossmonlambtab/

92bde*yis]exconi:deyiβび．

sarrradanapunyenataranayaSarrrinam/

etenanuttaramsamyaksambodllimallamapnuyam"80.93"

93c｡nuttaram]corr.(=Ed.):nuttaramT:｡nuttaraABE.

/SarrradanapupyanataramyaSaITrillam/etenanuttaramsamyaksambodhimaha

masnayam/

「肉体の布施のこの功徳によって、肉体ある者たち（生類）を救済するため、無上の

正しい完全な悟りを私は獲得できますように。」

－301－



/luskyisbympa'ibsodnams'dis//luscanrnamsnibsgralba!islad/

/blamedyangdagrdzogspayi//bymgchubchenPotllobparshog/

Note93dbyangchubchenpolこのchenpoは梵文と合致しない。sambodhimahamをsambodhi

m小町(=sambodhimmahatim?)と読んだことにchenpoの訳は起因するものか。梵蔵併記版の梵

文を見るとsambodhimahamとある。

nceSakrastametyatharajanpravyathitasyate/

apidehapradane!bhndvik諏血satyamucyatam"80.94"

/uceSakrastamabhyetyatharajanprabyathamitasyate/asidehapradanebhndbika

rahsatyamucyetam/

シャクラ（インドラ）は彼に近づき、言いました。「王よ、苦しめられたあなたが肉

体を与える時に、心変わりが無かったかどうか、真実を告げられよ。」

/denasbrgyabymderphyogssmras//rgyalporabgdungkhyedkyini/

/lusnirabtubyinpala//rnam'gyurbyungngambdenparsmros/

94bkhyedkyi]B:khyedkyisO.

itip興血surendrenanarendrastamabhasata/

arthisampnranodbhntaprallar5otphullalocanan"80.95"

/itipnahsurendrelanarendraptamabhaSata/arthisamsuraDodbhntapraharSotphulla

locanah/

［食を］求める者たちを満腹させたことから生じた歓びによって目を大きく見開い

た［かの］人間の王は、このように神々の王から問われると、彼に語りました。

/zhespalllayidbmgposdris//slongbardzogspasrabbskyedpa/

/dga'basmgnirabrgyaspa'i//myidbangposdelasmras/

95azhes]6:ceselllhayi]O:lha'ie.95crabrgyaspa'ilO:rgyaspayiB.

95dpos]B:poO.

Note95bbskyedpa]むしろbskyed*pa'iの読みが期待される。

vyathayamnirvikaro'hamyadisatyenatename/

samr面qhavranasacchayamsvasthamevastuvigraham"80.96"

96btename]ABET,confilrmedbyTib.:tenateEd.CfdeJoNG.96csacchayam]A:

macchayamBE:sacchayamT:sacchayahEd.96dsvasthamev豆。]ABET:svastha

ev目｡EdIIvigraham]ABE:glhamT:vigahahEd.

/byathayamnirbikarohamyadisatyenatename/sammjhabraqasacchayaInsvastha

mebasmgra{D189a}ham"80.96"
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「もし苦しみの中で、私に心変わりが無かったのなら、その真実によって、私の身体

は傷が平癒し、美しさを取り戻し、健康となれ。」

Note%cd]このpadacdの文は、vigraha(身体）の名詞が中性neuterとみなされて作られてい

る。もし必ずvigrahaの語が男性masculineとしてだけ使われるのであれば、padacdの文は三箇所

を同時に修正しなければならない。その場合、D面s本が示す修正のようにsamrn曲avranasacch町ah

svasthaevasmvig汕心という文になろう。しかしそれは過剰な修正かもしれない。性の問題が三

箇所も繋がって出てくる場合は、筆写生の誤写としては説明できない。確かにvigahaの語は一般

的に男性だが、「戦い」という意味で使われる時には土着のlexicographesによって中性の使用が

認められている。CfPW,s.v.vigraha,''5)Unemgkeit,ZwisLHader,Streit,Krieg[…]NachdenLexi-

cographenmdieserBed.auchn.,welcheswirnurdm℃hR.[=Ramayapa]6.34,19belegenkOnnen.''本詩節

では「戦い」ではなく「身体」の意味で使われているが、vigrahaの語の中性での使用を考察する

時の一典拠となりうる。そのためあえて修正せずに写本伝承のまま読む。

/galtebdagnigdungbana//mamigyurmednabdenpades/

/bdaggilusnirmabsosshmg//mdzesldmmaldugnasgyurcig/

96clusni]GN:lus'diO:lusQ

ityudrritamatrenakantamsvasthamabmdvapuh/

tasyameghavinirmuktambimbamtarapateriva"80.97"

/ityudrritamatrepakmtisvasthamabhnbasuh/tasyameghabininnuktambimbamta

rapateriba/

そう言うとたちまち、雲が離れ去った月の円盤のように、彼は美しく、健康な身体に

なりました。

/cesparabmbXjodtsamgyis//delusrabmdzesrnalgnasgyur/

/sprmdmgmamparbralbayi//rgyuskarbdagpo'igzugsbzhinno/

vijayantompallso!hamparak町eSunirvyathah/

ityuktvabhagavandhyananimanayano'bhavat"80.98"

98bkarye5u]ABE,confimedbyTib.donla:kayeSuEd・CfdeJoNG.

/bijaya(ntoD:ntaT)nrpasohamparakarye5unh9byathah/ityuktvabhagab珈dhyana

nilrnanayanobha{T497b}bata/

他者のための行いをして、苦しみが失せたヴィジャヤンタ王が、［今世の］この私で

すbこう世尊はおつしやると、瞑想に没入した目つきになられた。

/mbdagmamrgyaldenyidnga//gzhmgyidonlagdungbamed/

/cespabIjodnasbcomldan!das//bsamglanlachagsspyanldangyur/

98anga]6:dange.
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acalacalanairmanthakleSacchatamamrtambudhih

suraganakrtetamtamseheprasahyamallaSayah/

vmalamanasamkay即圃yakSane|pyavikarinm

paramtavidhausⅢmaddh珈加vyathaPiSu肋ayate"80.99"

99aacalacalanair]A(=Ed.):acalavalanairBE.

/acalacalanairnnnanthameSacchalamammmbudhiisuragaJakrtetamtamsahepra

sahyamahasayah/bimalamanaSHkayapayakgapepyabikari叩加parahitabidhausan-

naddhanambyathapisu肋ayate/

不死の甘露の海たる、偉大な心情をもつ方（偉大な器mahaSaya)は、神々 のために、

山を俳個する［羅刹］たち（山の運動acala-calana)によって攪拝がなされて［生じた］

苦の流れ(chata=dhara)を大いに耐え忍んだ。利他の実践をする用意がある、清らか

な心をもつ、心変わりがない者たちにおいては、身体が滅びる瞬間における苦しみす

ら、快いものとなるのだ。

Note99a-d]本詩節は、浬藥時の釈尊によるスプリヤとスバドラの教化ならびに釈尊の前生にお

ける救済行為を、乳海撹拝の神話に重ね合わせる。

Metre:Hminr_

/'phrallaribobskyodpasbsrubspa'inyonmongsgzermadedangde//lha

tshogscheddubdudrtsi'ichugterbsampachenposbzodparbyed/

/drimedyidldanlusnignodpadangbcastsheyangrnam'gyurmed//gzhan

phanbsgrubparchaspamamslagdungbadagkyangbdebarspyod/

99agzer]6:zere(alsopossible)lldangde]O:dangderB.

99dbsgmblO:sgmbe.

itiksemendraviraci町mbodMsattvavadﾖnakalpalatayamsubhadra-

vadanamaSItitamahpallavah"

/itik9emendrabiracitayambodhisatvabadanakalpalatayamsubhadrabadanamaSi

titamajpallavah"

以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダL－ナの祈願成就の蔓草』における「ス

バドラのアヴァダーナ」という第80の小枝（章）。

/cespadgeba'idbangposbyaspa'ibyangchubsemsdpa'irtogspabrjodpa

dpagbsamgyi!khrishmglas/rabbzanggirtogspabIjodpa'iyal!dabstebr-

gyadcupa'o"
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第80章の非重要な異読の報告

l・チベット訳の諸版の正字法上の異読

以下、］の記号より前にある語形が、校訂テキストの語形であり、その記号の後ろにある語

が、或る版の正字法上の異読を示す。

20cyongssulyongsuG.34dyongssulyongsuG.40cmgyogs]mgyojG.43dyongs

sulyongsuG.49d'phreng]6:phrenge.64dyongssu]yongsuG.68dgrogssu]grogsu

G.77anagssu]nagsuG.89brjessu]IjesuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonderlesungen)

以下、］の記号より前にある語形が、校訂テキストの語形（正しい語形）であり、その記号の

後ろにある語が、或る一つの版の特殊な異読を示す。例えば、5d!gyur]gyurG.という記述は5d

'gyur]DNQT:gyurGと表現するのと全く同じであり、それはSTRAuBE(2006),S.245の記述の仕方

ならgymst.'gyurGと表現される。

2cza'i]ze'iN、3cmnyes]mnyenT.4a!dong]1dodD.5d'gyur]gyurG.6C'gro]om.

G.7cyul]gulN.19abcom]om.G.21agdul]bdulG、22anguyis]nguyiT.27bba

yis]bayiT.38asredlsridN.41crgyalba'i]rgyalpo!iG.42dsmras]smraG.44clta]

l伽G、46dbgrod]bgodQ.50dkundgai]kunladga'G.55ameddu]madduQ．58dche]

chesG.73agyi]gyisT.76dyis]om.G.82czhes]cesT.83akyis]kyiT.83cmnyes]

mnyenT.83dbuyis]buyiG.85akyi]kyisG.85czaii]ze'iN.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

以下、］の記号より前にある語形が、私の校訂テキストにある語形（正しい語形）であり、そ

の記号の後ろにある語形が特殊な異読を示す。これは写本の中に沢山ある無意味な書き誤り等の

異読をすべて本文の異読注として挙げると、真に重要な異読がそれらの無視してよい異読の中に

埋もれてしまい、見えづらくなってしまうので、そうならないようにする配慮として、本文の異

読注とは別に記するものである。本文の異読注には重要な異読のみを挙げた。

3bbahulbahraB.5dkariSyatyao]kari5y噸。B.6amayasamprati]pratiB.10b

cakravartyu｡]cakravattyu｡A、11amamaiva]mamevaA、13b・伽､a]｡dunamB、14a

supriyo'vadad]supriyobhavadB.19a'bhyetya]metyaB.20dSayane]SayanoB・21d

supriyaり]supriyehB.24bda9dam]dan"BIIVmmavadayat]加珈savadayatE.29d

sanakair]SanakaiB、29dayayau]ggamatE.37dyair]yaiB.39bbhagav加]bhagavanA.

40btanuり]tanuA.41a剣圃khye]SalakhyeA.42bsvanah]svarahE.44anacinta｡]nocin-

ta｡A.46avegamvihayalvegamvigamvihayaB.46cnaivalvaivaB.47c丞目bhaliga]話a-

maligaB.57Csamsk証豆h]saskarahB.57ddeha]devaE.58c｡prthu｡]｡prathu｡A.59a
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dalantyeteldalamteteBIISaila]SailajE.59b｡bhIitairbhntair]｡bhntaibhntaiBII｡ti町圃m]

Oti伽ﾖB.59csamsare]sasareB.62dmama]mamaPA.63dsvapadam]svaSadalpE、64a

samcintya]sancityaA.65dvivadajsamajayata]vivadasamajayatahB.66bkriyavidhau]

kriyabhidhauB、67bbhik5avah]bhik9avaB、71cbhnyasam]bhnyasaB.73bpura]puro

B.76d.珈舵叩即i]｡atrepapiB.77bynthapah]yauthapahB.79asarin･]saml｡B.80a

daliteldalitaB.81bsamstabhya]samstambhyaB.8加・nmukhah]｡nmUkhaB.87asub-

hadra]samudraB.87dnirvyathaP]nivyathahA.88CSatakraturiva]SatakramnibhahE.92a

matis]mayisB.95doprahar5o･]｡prahaqo｡A.99btamtam]tasamB.99dsamnaddh珈圃m]

sannadh珈屈mB.

第2節第81章Hem伽mavadnn2「ヘートウ・ウッタマ仏のアヴアダーナ」

本アヴァダーナの内容は次のごとくである。

パータリプトラの商人たちが牛頭栴檀を採取するために、栴檀が生える島まで航海

し、帰りに嵐に遭った。危うく船が沈みそうになった時、プンヤセーナという名の隊商

長が、故国のヘートウ・ウッタマという名の仏（恐らく辞支仏）の存在を思い出し、彼

に帰依を誓った。そのおかげで全員が命拾いし、無事に自国に帰り着いた。隊商長は仏

を篤く信奉した。その時ヘートゥ・ウッタマ仏に、前世の業の残余により、熱病が現れ

た。熱病には牛頭栴檀を体に塗って治療するとよいので、チャンドラ・アヴァローカと

いう王が仏の治療のため、牛頭栴檀を探し求めた。王は隊商長プンヤセーナが航海で得

た牛頭栴檀を高値で買いたいと申し出るが、プンヤセーナは王に売ら説それを自ら仏

に寄進し、体に塗ってさしあげた。そのおかげで仏は恢復し、プンヤセーナは大きな福

徳を得て、全身に輝きと芳香を有する者となった。そこで或る侍者がヘートウ・ウッタ

マ仏に、プンヤセーナの福徳のことを質問した。かの仏は答えて、プンヤセーナが未来

世にチャンダナ・シュリーという名の如来になることを予言した。－

この第81章「ヘートゥ・ウッタマ仏のアヴァダL-ナ」の説話は、現存する仏教文献の

中にその原話にあたるものが見つからないが、恐らく原話は有部系の説話であろう。憶

測するに、11世紀のカシュミール有部の律文献の伝承中に存在した同名のアヴァダL-ナ

をKalpal湖の作者Ksemendraが源泉資料として利用したのではないだろうか。

アヴァダーナの話型として、「ある篤信の者が仏や辞支仏に布施や供養を行い、誓願

を行うと、その仏等によって、未来世に本人が誓願時に希望した或る理想の状態に達す

ることを、あるいは阿羅漢・仏・辞支仏になることを、予言される」という話型があ

り、この第81章はその型に納まる話である。根本説一切有部律やAvadanaSa眺aの説話
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の中には、この話型に属するいくつものアヴァダーナがある。有名な燃燈仏授記の話

も、この話型を土台にしている。

AvadanaSatakaの第4章Sarthavahaは、特にこの第81章のアヴアダーナに近似する説話

と見なしうる('3)。話の途中の流れがやや複雑であるが、話の筋の基本は上記の話型に納

まるものであるし、また大海中に宝を求める商人たちというモチーフが第81章と共通す

る。

根本説一切有部毘奈耶薬事の中にも、上記の話型、ならびに大海の商人たちのモチー

フという観点において、第81章と似ている話がある('4)。

その他の文献を探すと、商人たちが牛頭栴檀を採るため大海を渡り暴風雨に遭った時

に、仏の力で命拾いし、帰国後に仏を供養するという、この第81章が有する話の展開の

仕方は、Divyavadanaの第2章Pnrnavadanaの中の話の部分にも見出される(pp.

40-43）。

中世ネパールのavad即amala文献の一つであるASokavadmam覗の第23章Pu叩yasena-

vadanaは、このKalpala樋第81章を原話として、多くの詩節を引用しつつ作られた韻文

の再話文献である。

では以下に梵文と蔵訳の校定テキストを挙げる。蔵訳テキストでは梵文と相違するよ

うな注意すべき箇所を太字にしている。

81Hetntamavadana

Q:Ge296b2-297b8D:Khel89aS-192a20:Ge296b2-297b8N:Ge265b2-267b7

G:Ge374b4-376b4T:497b2-499b6

Skt・Mss.:A*322al-*323b3;B99b2-100b4;E86b2-88a2

kSetresukne'lpataramyaduptam

krtamlqtajnasyam町ayacca/

samarpitamyaccagunonnataya

息圃kllasahasraistadupaitivrddh血〃81.1"

13このAvadanaSatakaの第4章SZrthavahaの再話文献として、Ramavadanam副颪第12章

Sarthav曲avadnnaがある。高畠(1954)のRam2m副avad5na出版本の第12章にあたる。

14毘奈耶薬事巻第七T2429bl7-clO(Ucchavi族前生謹)｡CfJampaLosangPANGLuNG(1981)

DieE茂肋ﾉS"を"sMj"αsarv耐""W-v加Myq,Tokyo,S.23-24.
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/{D189a5,T497b3}kSetresuk窮極lpataramyaduptamkrtam{D189b}krtajnasyahita

yaccha/samarpitayacchaguponnataya§豆肋豆sahapraistadupetib"dham/

もし［果樹の種が］ごくわずかであっても、よく耕された畑に播かれたならば、それ

は、千の枝を拡げて大きくなる。［布施等の行為が］恩を知る人の利益のためになさ

れ、あるいは徳性が偉大な人のためになされたなら、それも千の枝を拡げて大きくな

る（業果という大きな実りをもたらす）。

Metre:Upajati.

/legsrmoszhmglarabnyunggangbtabdang//byasshesdaglaphmpagang

byasdang/

/yontandaggismtholagangbympa//denilomastongpllrag'phelbar'gyur/

ldloma]6:lomange.

Sravastyambhagav加bhavyepurajetavanejinan/

kathaprabudhopagatambhikSusamghamabhaSata"81.2"

2cka的aprabandhopa･]A(=Ed.):kathabratamgopa｡B:kathaprasamgopa｡E.

／§rabastyambhagabanabhabyapurajetabanejinall/kathaprabandhosaga(tiD:tam

T)bhikSusamghamabhaSata/

昔、シュラーヴァスティー（舎衛城）の美しいジェータ林において、世尊・勝者は一

続きの法話に参加した比丘僧伽に語った。

/legsldanmnyanyodrgyalbyedkyi//tshaldubcomldanrgyalbassngon/

/gtamgyizharlanyer'duspa!i//dgeslongtshogslabka'stsalpa/

viphalamsarvamevaitatsvabhogayayadaXjyate/

tadevasaphalamlokeyatsamarpitamarllate"81.3"

/biphalamsarbbamebatasvabhogayayadaIjyate/tadebasaphalamlokeyatsamarpi

tamarhate/

得られたものは、もし自分の享受のために工面されるなら、そのすべては果をもたら

さない。しかし聖者に贈られたなら、それは世界で［大きな］果を実らせる。

/gangzhigranggisspyad'ospa//dedagthamscad'brasbubral/

/yigrtendunidgrabcomla//gangphuldenyid!brasburldan/

Note3a'ospa]この'ospa(価する）の訳語は梵文呵yateを意訳したか、あるいはpadadの

arhate(聖者に）の語に引っ張られて*arhatiと読んだものか。

dak"adak"atayasatpatrapratipadita/

asamkhyagunatametisatsamgatirivakSayヨ〃81.4"
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/dak5imdakSipatayasatpatrapratipadita/asamkhyagugatame{T498a}tipatsamga

tirib歌Saya/

［選別の］適切さをもって、善き器［たる人］に贈られた施物は、まるで善人との交

際のように、不壊不尽のものとして、無数の功徳を産み出筑

Metre:padaalna-vipul3．

/dampa'isnodlayonnyidkyis//yonnirabmphulbadag/

/dampa'igrogsbzhmmizad*pa//yontangrangsmedldmpargyur/

4czad*pa]exconi(HAHN):zadpasO:bzadpasβ、4dgyurlO:'gyure.

purapmaliputriyavamaScand加甜hinah/

mallapravah伽amhaScmdanadVIPamayyuh"81.5"

/surapalaliputrayambapija5candanarthinah/mahaprabahallarujhaScandanadvipa

mayayuh/

昔、パータリプトラの商人たちが栴檀を求めて、大きな船に乗り、栴檀の島にやって

来た。

/grongkllyerpaaliputraii//tshongpatsandandongnyersngon/

/gzmgschendaglazhonnasni//tsandanglmgduphympargyur/

5atra'i]B:ta'iO.

goSmacandanacayaInsamadayatatastatah/

hr5鋤pratinivrttasteprapurmadhyammahodadhen"81.6"

/go釘Sacandanacayamsamadayatatastatah/h騨帥pratinibrttasteprapurnnna

dhyammahodadheh/

そして多くの牛頭白檀を取って、歓喜した彼らは、その［島］から引き返し、大海の

真ん中に達した。

/denastsandansamchogtshogs//blangsnasdga!basdedagrnams/

/delasphyirniloggyurte//chugterchenpoiidbussuphym/

6atshogs]B:sogsO.

Note6bdga'basdedagrnams]このdga'basの-s具格が注意される。蔵訳者はhrstahで文をいっ

たん切って、「歓喜した故に」と理由を表現する具格で訳したのか、それとも*hrstehと奪格に

読んだのか。

vipulﾖkalav説aIICalitormibalairabhnt/

tatrapravallanamkaladolakeliviSmkllalam"81.7"

7bcalito･]T:valito｡ABE(=Ed.):Tib.bskyodpa'i.
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/bipulakalabatalicalitormmibalerabhuta/{D190a}tatraprabahamkaladolakela

biSrmkhalam/

其処で、大きな非時の嵐による揺れる大波の力によって、船は『時』（死神）の［揺

らす］ブランコ遊びによって、解体し始めた。

/rgyachedusmmrlung'tshubkyis//bskyodpa'irbarlabsstobskyisder/

/duskyirtsedga'g.yobayis//gzmgsnibsdamspamedpargyur/

7a'tshub]O:tshubB(alsopossible).7brba]O:dba'B(alsopossible).

tr珈圃rtllinivanikcakremdaSastotrakgrini/

abhajyatapravallanamsahasarthamanoratllain"81.8"

8dsahasarthamanorathaiP]ABE,confirmedbyTib.:sahasZrthamanorathamEd.Cf

deJoNG.

/tr"arthibanicakretrdaSastotrakami/abhijyataprabahaVamsahasarthamanora

thaih/

商人たちが救済を求めて、神々の讃頌を唱えているうちに、隊商の人々の希望と一緒

に、船は砕かれた。

/skyobpadongnyertshongpa'itshogs//lhalabstodpabyedpa'itshe/

/donmthunyidlarebadang//lhanciggzmgsnizmgpargyur/

8cyidlarebalONQ:yidlaregbaGlldanglO:dagB.

pullyasenabmdhast町aviSamepranasamSaye/

acmtayatpmtranamsakampahsarth剛ayakah"81.9"

/puWasenabhidhastatrabi5amepr"asaSaye/acintayatparitragasakalpasa(rthiD:

rthamT)nayakah/

その困難な、命の危険の中にあって、プンヤセーナという名の隊商長は、震えつつも

救済の手だてを考えた。

/mibzadsroglathetshomder//donmtllun'drenpabsodnamssde/

/zhespa'darbadangbcaspas//yongssubskyabparrabmbsams/

9cbcaspas]O:bcaspaiie.9dbskyabpar]B:bskyabpaび．

astimadveSmmikaledharmabodhirupasakalj/

hetnttamammeSakalestautis面st5ramevasah"81.10"

/astimadbiScamkaledharnnnabodhirupasakah/hemttamamkleSakalestotisastara

mabasah/
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「私の住まいの近くに、ダルマポーディという優婆塞がいるが、困苦の時に彼はヘー

トゥ・ウッタマという名の師のみを讃える。」

NotelObdharmabodhir]deJoNGはdharmabodhirを*gharmabodhirと読むことを提案するが、提案

の理由を示していないのは奇妙である。全梵文写本も蔵訳もその提案を支持しない。

/bdaggikhy伽dangnyebana//dgebsnyenchoskyibyangchubyod/

/deninyonmongsdusdagtu//stonpargyuyimchognyidbstod/

itisamcmtyamanasatamevaSaranamgatan/
〆

ncesarthapatinsasrahsadhvasayasagadgadah"81.11"

/itisamcittyamanasatamebaSarapagatah/ucesarthapatihsradhvabhayasagada

gadah/

このように考え、隊商主は心中で彼のみに帰依をなし、涙を流し、恐怖と疲労による

震え声を出しながら、［次のように］語った。

/cespayidkyisrabbsamsnas//denyidlaniskyabssongste/

/deddponmcmmadmgbcaspas//1igsshmgngalbasldabldibsmras/

11cbcaspas]O:bcaspaB.11dsmng]6:zhingB.

het面ttamayamahatesambuddhayarhatenamall/

kalyanakalpav"ayasakalakleSaSarmane"81.12"

/he皿伽mayamahatesibuddhayarhatena{T498b}mah/kaly"akalpab"ayasaka

lakleSaSannmane/

「幸せの如意樹であり、あらゆる苦悩からの庇護処である、偉大な正覚・阿羅漢であ

られるヘートゥ・ウッタマに帰命いたしますb」

/rdzogspa'isangsrgyasrgyuyimchog//dgebayinidpagbsamshmg/

/nyonmongscmkunbdemdzadpa//dgrabcomchelaphyag!tshallo/

12cbdemdzadpa]O:bdabnaN:bdebanaGQ.

ityuktetenasahasasamabhyetyabdhidevata/

sarthampratyagatapranamcikSepajaladhestale"81.13"

13boabdhidevata]AE,confimedbyTib.rgyamtsho'ilha:。ﾖdhidevataB:。豆gmde-

vataEd・CfdeJoNG.

/ityuktetenasahasa(saInD:saT)mabhyetyabdhidebata/sarthapra{D190b}tyagata

prapambik9epajaladhestate/

このように［彼が］言うやいなや、直ちに海の神(devata)が近づいて来て、命拾い

した隊商を、海の岸辺へ投げ置いた。
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/zhespadeyisbrjodpa1itshe//'phrallargyamtsho'illla!ongste/

/donmthunsrognislarbyungrnams//c伽gtergyiningogssubsgral/

13adeyis]O:deyiB.13cmams]NQ:nyamsO:nasG.13dgyi]O:gyise.

tasInmmahabhay加muktastesvadegamupagatah/
hetnttamanamaskaraniratahsarvadabhavan"81.14"

/tasmatmahabhayanmuktastesvadeSamupagatah/hetuttamanamaskaraniratah

sarbbadabhabana/

その大きな危難から脱するを得た彼らは、自分の国に戻った。いつもヘートウ・ウッ

タマヘの礼拝を喜ぶ者となった。

/1igschendelasgrolgyurpa//dedagranggiyulduphym/

/rgyuyimchoglaphyagbyedla//duskuntunichagspargyur/

14dkuntu]B:kunduO(alsopossible).

tasminnavasare§astuhkarmaSesenakenacit/

gatrehet面ttamasyabhnttiVratapastmtijvaran"81.15"

/ta(smannaD:smnnaT)basare§ﾖstuhkannmaSe5epakenacita/gatrehetuttamasy3

bhn耐bratapa(SrD:sthiT)tijvarah/

その頃、［前世の］或る業の残余により、ヘートゥ・ウッタマの身体に、激しい苦し

みの持続がある熱病が現れた。

/gnasskabsdernistonpadag//rgyuyimchoggiskulani/

/laskyilhagmaiga'*yisrims//dragpo'igdungbagnaspargyur/

15C*yis]exconi:yiβ⑥.15dpo'i]O:posB.

yesvasthatambhavamallabhayabheSajena

kurvantisarvajagatamavalokanena/

te!piprasaktanijakannalataviSeSa-

§e5adhivasakalanamnaparityajanti"81.16"

16abhe5ajena]AE(=Ed.):bhaisajenaB:bhai5ajyenaT.

16cviSe5a]A(postcolT.)BE:viSeSeA(antecolT.)(=Ed.).CfdeJoNG.

/yesvasthatambhabamahabhayabhaiSajyenakurbbantisarbbajagatamalokanena/

tepiprasaktanijakarnnnalatabiSe"dhibasakalanamnaparityaOiD:jaT)nti/

あらゆる生類を観察（診断）しながら、生存の大きな危難［から救う］術を施して、

平癒せしめる彼ら［救済者］も、［自分に］絡みついた自らの業という特別な蔓草

の(lataviSe5a)残余の薫習（§egadhivasa)による影響を逃れてはいない。
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Metre:Vasantatilaka.

/gmgdaggzigspasridpa'iiigspachenpoiismangyisni//!grobatllamscad

legsparbsospanyidnibsgrubsmdzadpa/

/dedaggiskyangranglas!khrishingkllyadparrabchagspa'i//lllagmalhag

pargnasshingchagspadagnigtongmi'gyur/

16bbsgrubs]O:sgrube.16clas]O:laB.16dgtong]O:stonge.

goSrr9acandanamtasyatiVrasamtapa§加taye/

r"candravalokakhyansarvatranve"umudyayau"81.17"

17agoS"acandanam]BET(cf81.18c):go釘§aScandanamA.

17dudyayau]ABET,confimedbyTib・brtsams:ayayauEd.

/go釘Sacandanamtasyatrbras抑圃pa§mtaye/rajacandrabalokﾖ肋yahsarbba

trarthestumudyayau/

彼の激しい苦しみを消すため、チャンドラ・アヴァローカという王が、牛頭栴檀を至

るところで探し求めた。

Notel7agoSrr9acandanaml牛頭栴檀を体に塗って治療に使うという記事は、漢訳撰集百縁経の

(21)化生王子成辞支仏縁の過去話でも出てくる(T4213c)。ただし相当する梵本Avs第21話

Candanaでは同じ過去話がごく簡潔で、治療の記事がない。漢訳はこの箇所では梵本の素朴な形

を捨てて、大きく付加増広されたことが明白である。なお梵本のその章は後代のKalpadmma-

vamnam甜第4章CandanaならびにDvavimSatyavadanakath訂第21章Candanaの種本となった。

/deyidragporgdungbani//zhisladtsandansamchogdag/

/rgyalpozlabasnangzhespas//thamscaddunibtsalbarbrtsams/

lakSaiScaturbhirbhnpenasasarthapatirarthitan/

goSrrSacandMapalamnadadaubhuvidurlabham"81.18"

18cpalam]ABE,confirmedbyTib.srang(=Skt.*pala):malamEd.Cf.deJoNG.

/lakSaiScaturbhirbhnpenasasarthapatirarthitalJ/go甜§acandanapalamnadadaubhu

bedurlabham/

かの隊商主は、［彼が所有する］地上で得難い牛頭栴檀を、四十万［の価］で王に求

められたが、一バラ（重量の単位）も譲らなかった。

/sabdaggisni'bumphragbzms//deddpondeladondugnyer/

/tsandansamchogsalani//rnyeddka'sranggcigbyinmagyur/

18dgcig]6G:cigNQ.

bhaktyasvayamsamabhyetyasmrt加訂ropakarinan/
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SastuhsarthapatiScakrevapuScmdanacarcitam"81.19"

/bhaktyasvayamsama{D191a}bhye(tyeD:tyaT)smrtim訂伽pakaripah/Sastuhsartha

pa{T499a}tiScakrebapuScandanacarccinn/

敬愛の念から隊商主は自ら赴いて、［かつて］億念するや否や助けて下さった方であ

る師のお体に栴檀を塗ってさしあげた。

/deddponrangnyidmngonphyogste//drmpatsamgyisphanmdzadpa/

/stonpa'iskulatsandangyis//guspayisnibyugspabyas/

19arangnyid]O:nyidnie.19dbyugs]OG:byugNQ.

tenaharatuSaraughaSaSiSaityopallasina/

svasthansvalartiSubhrenacandanenabhavajjman"81､20"

/tenaharatuSaraughaSaSiSaitopahasina/svasthahsvakirttimSubhrenacandanena

bhabajjinah/

ご自分の名声のように白浄の、真珠のネックレスや氷雪の塊や月の冷たさを廟る［冷

たさをもつ］その栴檀によって、勝者（仏）はご健康になられた。

/doshaldmgnikhaba'itshogs//zlababsilbadmanbyedpa/

/gragspaltardkartsandandes//rgyalbamaldugnaspargym/

20bbabsil]O:ba'ibsalN:baiibsilGQ.

tenapunyanubhavenap叩yasenanSaSiprabhan/

smnanbabhnvasarvaligaprodbhntadbhutasaurabhah"81.21"

/(taiD:teT)napupyanubhabenapupyasenahSaSiprabhaj/Srrm珈babhubasarbbam

gaprodbhutadbhutasaurabhah/

栄誉あるプンヤセーナはその福徳の力によって、月のような輝きと、全身から生じる

稀有なる芳香を有する者となった。

/deyibsodnamsmthuyisni//dpaldmgldanpabsodnamssde/

/zlaba'i'oddangymlagkun//rmadbyungdribzangldanpargym/

21adeyi]DNQ:deyisGT.21drmad]O:rmaBIlbzang]O:bzangsB.

tasyacandanaratnadicyutamyatsagarambhasi/

tatsarvamsvagmopantaknpamadhyatsamudgatam"81.22"

22aratnadi]ABE,confimledbyTib.rinchensogs(=Skt.*ratnadi):raktadiEd.Cf

deJoNG.

/tasyacandanaramadicyutayatsagarabhasi/tatsarbbamsvagrhopattaknpamadhyat-

samudgatam/
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［嵐の時に］海の水に沈んだ、彼の栴檀の宝などは、すべて自宅近くの池の中から、

現れ出た。

/deyitsandanrinchensogs//rgyamtsho'ichulaganglhungba/

/dedagtllamscadrmgklly血dang//nyebarkhronpa'inangnasbyung/

22dkhron]O:khrome"

nijamnijamsadattvatllavamjamcand加訓ikam/

bhOjyaratnambarairgehebhikgusamghamapmjayat"81.23"
23adattvathalAT:matvathaBE:mattvacaEd.

/nijamnijamsadatvathabapijacandanadikam/bhojyaramambarairgehamsambhi

k5usamghapUjayata/

［彼は］あらゆる自分が所有する栴檀等を商人たちに与えてしまい、家で比丘僧伽に

食べ物や宝石や衣をもって供養した。

/tshongparnamslatsandansogs//rangrangdagladesbymnas/

/zasdang血chengosmamskyis//khyndudgeslongdge'dunmchod/

athasarthapaterdivyaprabhavabharallm§riyam/

dMvopasthayakenagrep"astatsulqtamjinah"81.24"
24copasthayakena。]ABE(cfBHSDs.v.upas巾ayaka):pasthayakenaT:opastha-

pakena｡Ed.

/athasarthapatedibyaprabhababharaﾘ加甜yam/dMvapasthayakenagrepMatat-

sukrtamjinaり／

神々 しい威厳に飾られた隊商主の［姿の］輝かしさを見て、一人の侍者が面前で、勝

者に彼の善行をお尋ねした。

/denasdeddpondag*gini//mchoggimtlluyisbrgympa'idpal/

/mthongnasmngondunyergnaskyis//deyilegsbyasrgyalladris/

24adag*gini]exconi:daggisniβび.24ddeyi]B:deyis⑥．

hetnttamo'thabhagav加sasmitastamabhﾖsata/

praptヨ§rmsarthavahenalmpatacandanenamam"81.25"
/hemmmothabhagabanasasmitastamabhaSata/{D191b}praptaS1msarthabahena

lampatacandanenamam/

世尊ヘートゥ・ウッタマは微笑して、彼にこう語った。「私を栴檀で塗ることによっ

て、隊商主は［姿の］輝かしさを得たのです。

/denasbcomldanrgyuyimchog//'dzumdangbcaspasdelagsungs/
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/deddpongyisnitsmdangyis//ngalabyugspasdpal'byorthob/

krtamsukrtaSilenapunyasenenakannatat/

amrtatvamavaptasyayasyaitaleSavipluSan"81.26"

/krtamsukrtamSIlenapupyasenenakannmatata/amrta(tvaD:tvaT)mabaptasyaya

syaitraleSabismSah/

善行の徳性をもつプンヤセーナは［善い］業を作りました。不死たることをすでに得

た彼がもつ業には、これらの残津があるのですb

/bsodnamssdesnilegsbyaskyi//ngangtshuldaggislasdebyas/

/bdudrtsinyidnirabthobpa//ganggi'didagchayi伽gs/

26asdes]6:sdeB.26bdaggis]O:daggie.26Cthob]O:'thobe.

26dganggi]O:ganggisB.

pakekuSalam面l加ﾖme5ajanmanipaScime/

prav呵yanuttaramsamyaksambodhimsamavapsyati"81.27"

/pakekuSalamnlanameSajanmampaScime/{T499b}prabrajyanuttarasamyaksam

bodhimsamabapsyati/

この者は善根が熟する最後の生において、出家して、最高の正しい悟りを得ることで

しょう。

/dgeba'irtsabasmmpana//skyebathamadagla'di/

/rabbyungblamedyangdagpar//㎡zogspa'ibyangchubthobpar'gyur/

candanas耐itikhyatahp叩yacandanasﾖkhinah/

e5amnleviSalasyabhaviSyatitathagatah"81.28"

28cepa]ABE,confilrmedbyTib.'di(=Skt.*e"):evamEd.CfdeJoNG.

/candanaSITritikhyatahpunyacandana甑肋inah/eSamnlebiSalasyabi5yatitatha

gatap/

大きな福徳栴檀(p叩yacandana)の木の根元で、この者は、チャンダナ・シュリーと

いう名の如来になるでしょう。」

/bsodnamsdaggitsandanshing//yangspayinirtsabar'di/

/tsandandpalzhesgragspayi//debzhmgshegspanyiddu'gyur/

28adaggi]O:daggise.

itihetnttamaljprallabhagavafijiianalocanan/

ityukteSakyamunmabhik5avovismayamyayun"81.29"
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/itihetmamahprahabhagabanajfianalocanah/ityukte§akyamuninabhikSabobi

smayamyayuh/

このように智慧の眼をもつ世尊ヘートゥ・ウッタマは言われました。－と、かく

シャーキャ・ムニ（釈迦牟尼）力説かれた時、比丘たちは驚嘆した。

/deskadbcomldanrgyuyimchog//yeshesspyandangldanpasgsungs/

/zhespashakyathubpayis//gsungstshedgeslongyamtshangyur/

arhatk5etrasamarpanatparinatauvairagyalakSmiPhalah

sraddhadanak加醜kurahsukrtmam§akhaSatairvardhate/

yasyaitastrida§ﾖdhipatyaviSadacchattrodayansampadan

punyamodamadapramodasuhrdanpratyagrapu5podbhavatl"81.30"

30CoviSadao]T(=Ed.):｡viSada｡ABE.

/arhatkgettrasamarppanapari9ataubairagyalakSmrphalaり§raddhadanakanamkurah

sukrtin豆甑肋誠aterbbardhate/yasyatasmda§ﾖdhipatyabiSadacchatrodayaPsampa

dahpupyagandhamada{D192a}pramodasuhrdaPpratyagrapu9podbhabah/

善行者たちの、信仰心による布施という種子から［出た］芽は、阿羅漢という畑（福

田）に播かれた後、百の枝を茂らせて成長し、実りの時には、［出家者の］離欲や［王

の］栄光という果実をつける。［また］新しい花々の発生として、神々の王位の白く輝

く日傘の出現、福徳の芳香の酔いによって歓喜する親友たちという、これらの達成をそ

れは得る。

Metre:Sardmavikmita｡

/legsbyascangyidadpa'isbympa'ichayimyugulo!dabbrgyayis'phel//

dgrabcomzhinglayangdagbtabpayongssusmintshechagsbralphuntshogs

ibras/

/ganglaskabsgsumbdagpodrimedgdugscandarzhmgbsodnamsdriyis

rgyags//rabdga'igrogspophuntshogs'didagmetoggsarpanyiddurabtu

rgyas/

Note30asbympa'ichayi]蔵訳者は梵文のdana-kanaを「布施の種子」ではなく「布施のかけ

ら（わずかな量）」と解釈した。

itikSemendraviracitaymbodllisattvavadanakalpalatayamhetnttama-

vad珈amekaSrtitamanpallavaM

/itikSemendrabiracitayambodhisatvabadanakalpalatayamhe樋伽mabadaname

ka甑tatamahpallavah"
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以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの祈願成就の蔓草』におけ

る「ヘートゥ・ウッタマ仏のアヴァダーナ」という第81の小枝（章）。

/zhespadgeba'idbangposbyaspa'ibyangc伽bsemsdpa'irtogspabrjodpa

dpagbsamgyi!khrishmglas/rgyuiimchoggirtogspabrjodpa'iyal'dabstebr-

gyadcurtsagcigpa'o"

第81章の非重要な異読の報告

l・チベット訳の諸版の正字法上の異読

9dyongssu]yongsuG.13dngogssu]ngogsuG.30byongssu]yongsuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonde,lesungen)

2alegs]lagsDIImnyan]nyanG.3cbcomlalbcompaG、4cdamldadD.5cnas]chas

N、8askyob]skyebQ.9ader]medG.15adag]dangN.21bsde]sdaQ.23ddge

slonglom.Q.25dnga]saD.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

1dupaiti]upetiA.2abhagav加]om.E.3aevaitat]evetatA.5ddViPam]drPamB.6d

mahodadheUmadodadhehB.7bbal血]batairB.7dkaladolakeli｡]kaladolarkeli｡B.9d

sakampai]sakampaB.11dgadgadaり]gadgarahB.12dSarmage]karmapeB.14c｡na-

maskara･]｡manaskara｡B.16bomavalokanena]｡bhavalokanenaB.16dparityajanti]par-

ityajetiB.18acatmbhir]catmbhiB、19dvapus】dapuSB.20atu5ﾖraugha]mSaraudhaB.

24boabharamm]oamarapamB.24cd"vopa｡]d"opa｡B.25cSrih]SrlB.27amml珈豆m]

mnl加ammB.27conut伽珈]｡nut町豆A、28bs5khinah】剣inahE.

APPENDIX

Avadanakalpalata梵文と蔵訳の語の対応関係の確認

将来の索引作りのために、最後に付録として、梵蔵を一宇一句対照させておきたい。以下の表

記に関する注意：梵文と蔵訳の語の対応関係を示す際に、代名詞と動詞と一部の副詞は、語尾変

化が付いた活用形で示す。しかし名詞と形容詞については、語尾変化形を出さずに、基本的に語

幹の形で示し、語幹の後につけた1～8の数字で梵語の八つの格を示す。例:aSval=aSvaP,aSva2=

aSva(voc.),aSva3=aSvam,aSva4=aSvena,aSvaS=aSvaya,aSva6=aSvat,aSva7=aSvasya,aSva8=aSve.

両数と複数の場合も、格の表現には単数と同じ数字を用いる:aSval=aSvahoraSvauoraSvah.

－318－



第80章Subhadra

/gdungspargyUrkyang(=kadarthyam珈al)yid'byungn'gyurzhing(=naudvegamayanti)//

bslabpa(=*gik9a-,v.note)bzungbayis(=graha4)kyang(=api)phanpa(=hita3)brjod(=

vadanti)//gzhanlaphanpadagla(=paropakara8)cher(=halha-)zhugspa(=pravrttal)//

dampas(=satl)mchogm(=bhrSam)bdagnyidgdungba(=atmaPiPal)bzod(=sahante)"

80.1〃

/sngontshe(=pma)dpalldan(=Smnatl)'byeriigm(=puramdaral)//dga'bar'dodpas(=

priyakamya4)dga'bayi(=priya7)//gogspo(=sakhi7)driza'irgyalpom(=gandharva呵a7)

//rabdga'daggi(=supriya7)khangpar(=grilam)phyin(=yayau)"80.2"

/deyis(=sai)derni(=tatra)mchodpadag(=pqjital)//shintuchezhmgmangbasmchod(=

bahumanenabhnyasa)//mdza'gcugsmnyesgshinldanpa'i(=praﾘayivatsalal)lha(=deval)//

stanla'khod*de(=ﾖ胴sanal)dela(=tam)smras(=avadat)"80.3〃

/Iabdga'(=supriya)tshurshog(=ehi)sala(=pmvT3)'dong(=gacchavaU)//sayibdagpo(=

prthiVrPati7)bsodnamskyi(=puqya-)//chugterchenpo(=mahodadhi,v.note)zasgtsang(=

suddhodana-)zhes//byaba'i(=akhya7)srassu(=pmal)rab'khrungspa(=jatal)"80.4〃

/deyis(=tena)rabzhi(=Sama-)bdudrtsi(=amrtal)thob(=pfaptal)//dgebawisladdu(=

kuSalaS)'grola(=jagat7)des(=sall)//deni(=tat-)yangdag'godpar(=samvibhaga3)mdzad

(=kumte)//yucaglayang(=avayorapi)mdzadpar'gyur(=kari5yati)"80.5"

/dalta(=samprati)bdaggis(=maya)Igyudmangsla(=Vm38)//gludbyangs(=grti-)rgyunni

(=sarapal)rabtusbyar(=yOjital)//jiltar(=katham)bdag'gro(=gacchami)phyinasni(=

paScat)//bdagla(=me)byabadka'bar(=du9karal)'gyur(=bhaviSyati)"80.6"

/zhespa(=iti)des(=tena)bljod(=uktal)brgyabyinm(=maghavan)//yidbyung(=vi-

manas)ranggignassu(=svapada3)song(=yayau)//semsmyullachagsrnamsla(=

vi5ayasaktacitta7)//dgela(=kuSala-)mngondga'(=abhiratil)gala(=kutaり)yod"80.7"

/skabsder(=atrantaI℃)sdombrtsonbrtulzhugscan(=yativratal)//rabbzang(=subhadra)m

yijigrtengyi(=martyaloka8)//kusha'igrongkhyer(=kuSipuIT8)mtshoyi'gam(=saras-

ta!a8)//udumbara!inagsna(=udumbaravana8)gnas(=tasthau)"80.8"

/de*yis(=sa叩)udumbara'ishing(=druma3)//metog(=mukulita4)gsarpas(=nava4)

khyabpa(=vyapta3)mthong(=dMv3)//migni(=nayanal)yamtshangyis(=vismaya-）

rgyaspas(=utphulla-)//smnmyangdag(=su-)yunring(=ciram)bsams(=samacintayat)"

80.9〃

/udumbara'i(=udumbara-)nagstshal(=vana8)'di(=asmn)//Igyalba(=jina-)'khrungsna

(=janman8)metogdpal(=mukulaSIT1)//'byungzhing(=jayante)'khorlossgyurbadag(=

cakravartin-)//'byungna(=udbhava8)yangngo(=api)gzhandumin(=nanyatha)"80.10"
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/yangna(=athava)bdaggi(=mama)bsodnamskyis(=p叩ya4)//rmadbyung(=adbhutal)

'dini(=idam)yangdagskyes(=samjatal)//zhespa(=iti)bsamsnas(=cintayitva)rabbzang

ni(=subhadral)//kundga'(=ananda-)rabturgyaspar(=nirbharal)gyur(=babhnva)"80.11

〃

/denas(=atha)slaryang(=punar)'chimed(=amartya-)bdag(=patil)//songnas(=gatva)

rabdga'dagla(=supriya3)smras(=abravTt)//dampa(=sadhul)ranggi(=nija-)byaba(=

karya)bas(cf.adhika-)//gzhangyibyabar(=parakarya8)brtsonpa(=udyogal)lhag(=adhi-

ka-)"80.12"

/sagzhi'i(=k5ititala-)zlaba(=indu4)bdegshegskyis(=sugata4)//bstanpa'i(=deSana-)'od

kyis(=amSu4)thamscadni(=viSva3)//rabtugsalba'i(=prakaSita3)sagzhila(=k9iti3)//

rabdga'(=supriya2)tshurshog(=ehi)'ucag'dong(=gacchavah)"80.13"

/delarabdgas(=supriyal)smraspa(=avadat)lha(=deva2)//rgyudmangslani(=ma8)glu

dbyangs(=grti-)rgyun(=sﾖr卸圃1)//bdaggis(=maya)rabtusbyarba(=yqjital)!di(=iyam)/

/phyinas(=paScat)byabasla(=sukaral)mi'gyur(=nabhavi9yati)"80.14"

/zhesthos(=ityakamya)'chimedbdagponi(=amarapatil)//yidlareba(=manorathal)

nyamspargyur(=mlana-)//'badmed(=ayatna-)bdudrtsi(=amrta3)nyergnaspa(=upana-

ta3)//bsodnamsdmanrnams(=hma-punyal)'thungbamin(=napibati)"80.15"

/duskyis(=kalena)udumbara'inags(=udumbaravana3)//metograbrgyas(=utphul-

lakusuma-)dribzanggis(=amoda)//phyogsmtshams(=digantara3)kuntukhengsgyurpa(=

sampmta-)//rabbzanggis(=subhadral)kyang(=api)mthongbargyur(=vyalokayat)"

80.16"

/deyis(=sah)bsamspa(=acintayat)metoggi(=kusumal)//tshalm(=vanal)mampar

rgyaspa(=vikasin-)!di(=etat)//stonpa(=Sastr7)damchosstonpa(=dhannapravartana8)

dang(=va)//'khorlossgyurba'i(=cakravartin7)rgyalla(=jaya8)'gyur"80.17"

/yangna(=va)bdaggibsodnams(=matpupya7)mthus(=prabhava6)//malus(=nikhilal)

tshalni(=vanal)metogrgyas(=puSpital)//zhespa(=iti)semspa(=cintayat7)delani(=ta-

sya)//dregsdangdga'ba(=darpapmil)rabmskyes(=ajayata)"80.18"

/denas(=atha)dgesbyong(=Sramapal)dgrabcom(=arhattvam)thob(=agatal)//sangs

rgyas(=buddha-,v.note)zhesbya(=abhidhal)mngonphyogste(=abhyetya)//deni(=tam)

rdzu!phrulgyis(=rddhi4)btulnas(=parajitya)//rabzhi(=praSanta-)rangbZhin(=*maya?,

v.note)Igyaspar(=udaya3)byas(=cakara)"80.19"

/denas(=tataり)duskyis(=kalena)bcomldan'das(=bhagavatl)//rgyalbas(=jinal)'groba'i

don(=jagatkarya3)mdzadnas(=lqtva)//yongssumyang'dasla(=parimrva叩a3)rtogcing(=

kalayatl)//thama'i(=paScima8)gzimsmaldagla(=Sayana8)gnas(=sthital)"80.20"
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/rezhig(=tavat)gdulbya(=vineyal)1dulbala(=vinaya8)//rnamparbkodbyed(=vimveSi-

tal)rabtubsams(=pradadhyau)//rabbzang(=subhadral)dangni(=ca)drizadag(=gand-

harval)//rabdga'(=supriyal)deyang(=sah)bdaggi(=me)lhag(=avaSiS!al)"80.21"

/rabbzang(=subhadral)tshegsnichungnguyis(=akleSa4)//'dulba(=vinaya3)rabtuthob

par'gyur(=pratipadyate)//driza(=gandharval)langtsho(=tarupya-)'byorpayis(=vibha-

va-)//myospa(=unmadal)tshegskyis(=k1℃chra-)!dulbar｡9yur(=anuSasyal)"80.22"

/zhespa(=iti)bsamsnas(=samcintya)debzhingshegs(=tathagatal)//driza'i(=gandharva-)

grongkhyerdagtu(=pura3)byon(=gatv3)//driza'irgyalpo(=gandharvaraja3)gzhanpani

(=apara3)//mdzespalhagparmngonpar(=abhyadhikadyuti3,v.note)sprul(=nirmame)"

80.23〃

/bai"ryayi(=vai"rya-)dbyugpacan(=daWa3,bahuv.)//rgyudmangs(=ma3)Igyud(=

tantITE)stong(=sahasra-)sbrengbyedcing(=avadayat)//'granpas(=spardha4)rabdga'i(=

supriya7)rgyagspani(=mada-)//nyamsparbyedla(=ucchedamkaItum)brtsonpargyur(=

udyayau)"80.24"

/rimgyis(=kramepa)Igyudni(=tantITL)bcadgyurkyang(=cheda8)//dedag(=tau)sga

dbyangskunrdzogspa(=sarva-svara-mUrchana3)//stonparbyedpa(=darSayat)mthuyisni

(=mabhava4)//khyadparmedpadagtu(=nirviSegal)'gyur(=babhnvatuh)"80.25"

/rgyudni(=tantrI7)thamscad(=sarva-)bcadgyur(=cheda4)kyang(=api)//driza'i(=gand-

harva-)'drenpadaggism(=nayaika)//dbyangskyi(=svara-)tshogsni(=*grama?)rabtu

bstan(=adarSayat)//rabdga'yisni(=supriyal)nusmagyur(=naSa§aka)"80.26"

/denas(=atha)khengsdangdregs(=m肋adarpa7)btangba(=samtyakta-)//dela(=tasya)

bcomldan(=bhagavatl)rgyalbayis(=jinal)//lusmmngonbyung(=pratyak5a-vigahal)

dagpa*yis(=*Suddhal,v.note)//dampawichosni(=saddharma-)bstanpa(=deSana3)

mdzad(=cakre)"80.27"

/1igtshogsltaba'i(=satkayadni-)riboni(=Saila8)//yeshes(=jiiana-)rdoIjes(=vajra4)

rnambcomste(=vidarita8)//deyis(=sah)rgyunzhugs(=srotahprapti-)'brasbuni(=phala3)

//rabtuzmslad(=pra息珈ti5)mngondubyas(=sakgaccakara)"80.28"

/duskyis(=kalena)udumbarayi(=udumbara-)//nagskyi(=vana8)rabdga!(=ramyal)me

togtshogs(=kusumasamcayal)//rganpodaggi(=vrddha7)longsspyod(=sambhogal)bzhin

(=iva)//dalbus(=Sanakaih)rabtunyamspargyur(=mlanimayayau)"80.29"

/metognyamspa(=mlanapu9pa3)de(=tat3)mthongnas(=alokya)//rabbzang(=sub-

hadral)myangan(=Soka-)rgyayisthebs(=mudrital)//ngespanyiddu(=?)bdagnyidkyi

(=atman7)//bsodnamsmnlas(=apupya7)skyespar(=udbhava3)bsams(=acintayat)"

80.30〃
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/bsampa'i(=cinta-)meyis(=anala-)gdungs(=saIntapta3)dela(=tam)//udumbara'inags

kyi(=udumbaravana-)dpal(=Sriyal)//1hamos(=devatal)mngonphyogs(=abhyetya)rab

smraspa(=uvaca)//donmed(=vrtha)myangan(=vi5副a3)yongsmabyed(=makrthah)"

80.31〃

/mthuldan(=*prabhavadhya?vocative?)khyodkyi(=mva)bsodnamskyis(=puqya4)//

tshal(=vanal)'di(=idam)metogrgyaspamin(=nakusumital)//khyodkyi(=tava)bsod

namsmayinpas(=apupya4)//nyamsmn(=namlanal)'diyi(=atra)rgyudag(=karana3)

nyon(=Smyatam)"80.32"

/bdegshegs(=sugata7)nyidni(=eva)'khrungspana(=jayante)//metog(=pu5pal)'didag

(=etani)'byung'gyurte(=jayante)//blamedyeshes(=anuttarajiiana-)bmyespana(=13b-

ha8)//kunnas(=samantatah)rabmmamparrgyas(=vikasanti)"80.33"

/myangan!dasla(=parinirvma8)nyebana(=asanna8)//nyamspa(=mlayanti)dangni(=

ca)ltungbar'gyur(=nipatanti)//ku*shi'igrongna(=kuSipulT8)debzhingshegs(=tathagatal)

//yongssumyangan'da'bar(=parinirvapa3)bzhed(=Ihate)"80.34"

/nagskyidpalmo'i(=kananaSri7)tshig(=vacana3)'didag(=etat)//rabbzanggisni(=sub-

hadral)thosgyurnas(=akamya)//血gzhing(=dirgham)droba'i(=u"am)shugsbtangste

(=viniSvasya)//shinmyunring(=suciram)yangdagbsams(=samacintayat)"80.35"

/stonpa'i(=Sastr7)chosni'dulbala(=dhannavinaya8)//bdagni(=aham)snoddu'gyurbar

shog(=bhajanatamyasyi加i)//cespa(=iti)'dini(=eSaり)bdag(=mama)snyingla(=

h!daya8)//rtagtu(=nityam)reba(=5sa-)bcingspargyur(=bandhal)"80.36"

/ganggis(=yaij)stonpa'i(=§astr7)zhalgyipad(=vadanambUjal)//mthongzhing(=dnal)

choskyi(=dhanna-)gsungrabla(=pravacana8)//dgeba'i(=kuSala-)dga'ston(=utsaval)

yongsrdzogspa(=samptima-)//nyonmongsbralba(=viratakleSal)dedag(=te)bsngags(=

dhanyal)"80.37"

/dani(=id珈加)myanganrabzhi'i(=SokapraSama-)grogspo(=suhFd7)mbzad(=tiVra-)

sIedpas(=噸嘘-)gzirba'i(=arta-)gnyen(=bandhu7)//suyi(=kasya)bzhinras(=vadana-)

ribongcanlas(=SaSin6)rab'khrungs(=sampravma3)rabmrgyaspa'i(=pravTddha-)gsung(=

vacas3)//yeshessnangbas(=jn珈副oka-)dkrigsshing(=prasara-)rabmdzes(=rucira3)bsod

nams(=puQya-)bdudrtsidaggi(=Pry面§a-)rgyun(=dh諏詔)//sridpa'i(=bhava-)myangam

(=marutata8)gdungbar(=tapta8)1igrten(=lokal)nyanpa'isnodkyis(=Srotrapatra4)'thung

bar'gyur(=pasyati)"80.38"

/gangna(=yatra)bcomldan(=bhagavatl)rgyalba(=jinal)bzhugs(=aste)//ku*shi'igrong

du(=kuSipura3)bdag(=aham)'go'o(=gacchami)//thamar(=paScimam)de(=tasya)

mthong(=darSana3)bdaggisni(cf.prapsyami)//galte(=yadi)myedslar(=sulabha3)thob

par'gyur(=mapsyami)"80.39"
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/zhesbsams(=itisaIncintya)sproldan(=sotsahal)deyisni(=sai)//lusmisnangbar(=an-

tarhimtanul)skadciglas(=k5m面t)//yidltarmgyogspas(=manqjaval)gyadkyi(=malla-)

gnas(=3graya3)//ku*shi'igongkhyerdagtu(=kuSipurr3)phyin(=asasada)"80.40"

/metog(=kusuma-)dga'tshal(=証ama-)salazung(=yamakaSala-)//zhespa'i(=5khya8)

tshalna(=vana8)rabgzimspa(=Sayin7)//rgyalba'i(=jina7)sgorgnas(=dvaPstha3)dga'bo

la(=ananda3)//deyis(=sah)nangduiugpa(=praveSa3)zhus(=ayacata)"80.41"

/denas(=atha)dalgyis(=Sanaiり)kundga'bos(=珈andal)//sormo(=anguli-)gdangsshing

(=unnata-)g.yobayis(=dola4)//nangiug(=praveSa-)bsampa(=asa3)zlogbyedcing(=

nivarya)//chungchung(=mandamanda-)sgrayis(=svanal)dela(=tam)smras(=jagada)"

80.42〃

/khyodkyi(=tava)dridanglungstonla(=praSnavyakarapa8)//rabbzang(=subhadra2)dalta

(=ayam)gnasskabs(=avasaral)med(=na)//debzhingshegspa(=tathagatal)zhiba'islad(=

§加ti5)//skuni(=kaya-)yongssumnyelzhing(=pariSrantal)bzhugs(=viSramyati)"80.43"

/skyebo(=janal)'didag(=ayam)pharolgyi//gdungba(=paravyatha-)nshes(=anabhi-

jfial)rangdon(=svartha3)gnyer(=arthayate)//kunm(=sarvatha)jilta(=yatha)deltayang

(=tatha)//gnasskabsdagni(=avasara3)misemsso(=nacintayati)"80.44"

/gangzhig(=yah)yul(=deSa3)dus(=kala3)mishespar(=avijiiaya)//'phralla(=sahasa)

slongbanyidgyurpa(=arthitamyati)//dedag(=sah)bzheddon(=*samIhita3)rabbtangnas

(=utsJjya)//ngotsha(=lajja3)blangste(=adaya)'grobanyid(=gacchati)"80.45"

/rgyalba'i(=jinasya)skuni(=tanu-)zhiba'itshena(=samSamanaS)Uonpa(=tarul)'didag

kyang(=ete'pi)//yal'dab(=pallava-)khrishing(=lata-)rabtunyalzhing(=samsupta-)nges

par(=eva)ng.yola(=nacalanti)//chuklungdagni(=saritl)rnampardudcing(=vinatal)

mgyogspa(=vega3)btangnas(=vihaya)bgrod(=prayanti)//Ilung(=samiral)yang(=ca)de

bzhin(=tatha)'phralla(=prasahya)rabtug.yozhing(=turam?)bgrodmayin(=navanti)"

80.46〃

/delm(=iti)kundga'boyisni(=加anda4)//'badpas(=yama4)yangdangyangdu(=punah

punaP)bzlog(=varyamapal)//rebanyamspas(=誕圃bhanga-)rab'khrugspa(=samudbhran-

tal)//rabbzanggisni(=subhadral)dela(=tam)smras(=abhagata)"80.47"

/gzirbayisni(=artal)skabs(=avasara3)nshes(=naj珈圃n)//slongla(=arthin7)dang

zhing(=paSIda)brtsebarmdzod(=day54?)//rgyalba(=jina3)myedsla(=sulabha3)rabtu

ston(=darSaya)//rtsubpo(=ni5伽ral)'diltar(=*evam)*yongmamdzad(=mabhava)"

80.48〃

/gribbsildagla(=chaya8)nyebar'khodcing(=upaviSya)bsilbas(=grtalat34)rabdga'i(=

pramoda-)dga!ston(=utsava4)thobgyurpa(=labdha-)//rtagm(=sada)gsarpagsarpa'i(=

navanava4)lam'gron(=adhvaga4)'dzegsshing(=aruhya)'brasbu'dzinpas(=attaphala4)gzir
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ba'ishing(=samPijita7)//brtenpadagla(=aSrita-)mnyesgshin(=vatsala7)slongbakungyi

(=sarvarthin7)gzhini(=adhara7)myedslargyurpayi(=sulabha-)//lomadagni(=sakha-)

bcomdang(=bhaiijana-)dkrugsdang(=molana-)rabtudrangspa'i(=prasaraDa-)nyonmongs

'phrengba(=kleSavalr3)suyis(=ka｡)shes(=janati)"80.49"

/deltar(=iti)'badpas(=yatna6)rabbzang*gis(=subhadra4)//yangdangyangdu(=punah

punap)zhusgyur(=yacital)kyang(=api)//dgagpa(=prati5edha-)brgyayis(=sata4)kun

dga!bos(=加andal)//deni(=tam)kundga'medpar(=niranandam)bsgmbs(=vyadhat)"

80.50〃

/bcomldan(=bhagavatl)kunmkhyen(=sarvajfial)gzimsmaldu(=Sayya3)//lhayignaslas

(=suralaya6)mngonphyogste(=etya)//rabbzang(=subhadral)nangduthongzhig(=prav-

iSatu)ces(=iti)//kundga'bola(=加anda3)gsungcher(=uccais)gsungs(=avadat)"80.51"

/iugpathobste(=labdhapraveSal)normedkyis(=adhanal)//gter(=nidhi3)bzhin(=iva)

bdegshegs(=sugata3)mthonggyurnas(=d"va)//rabbzang(=subhadral)gdongnimchima

dang//bcaspas(=saSruvadanal)phyag'tshal(=prapipatya)der(=tam)gsolpa(=jagada)"

80.52〃

/bcomldan(=bhagavat2)dering(=adya,v・note)1igrtenni(=bhuvana7)//skalbas(=bha-

gya-)dbulbanyid(=daridratal)!di(=iyam)ci(=ka)//dering(=adya)khyodkyis(=bha-

vat4)btanggyurpa(=samtyakta7)//snangmeddaggi(=niraloka7)'groba(=gatil)*ci(=ka)

〃80.53〃

/bshesgnyen(=mitra3)khyoddangbralbana(=tvamvina)//su*yis(=kah)yeshessnangba

yis(=jfianaloka4)//'groba'ipadma(=jagatpadma7)nnongspayi(=moha-)//gnyidkyi(=

nidra-)rgyaldan(=3ptamudra7)rgyasbyed'gyur(=bodhanamkali5yati)"80.54"

/mtha!dag(=samasta-){grola(=jagat7)rgyumeddu(=akarana3)//phanpadagm(=up-

akara3)rabmdzadnas(=krtva)//kunla(=sarva-)rnyedpaslaba(=sulabhal)khyod(cf

prayasi)//bdagla(=mama)myeddka'jiltargyur(=kathamdurlabhatamprayasi)"80.55"

/zhespa(=iti)deyis(=tena)guspas(=praJaya6)gsol(=uktal)//dela(=tam)bcomldan(=

bhagavatl)'dzumldanzhing(=sasuntal)//bzhingyi(=mukha-)chuskyes(=ambUja3)

gzengsbstodde(=samunnamya)//rabdang(=prasanna-)mdzespas(=kantil)bka'stsalpa(=

abh"ata)"80.56"

/mnyesgshin(=vatsa2)rtagtu(=nitya3)mimgnyid(=anityata3)//'di(=imam)khyod(=

tvam)rigpaminnamci(=navetsi)//'dubyedthamscad(=sarvasamskaral)skadcigla(=

kSa9ikal)//luskyigdon(=dehagraha-)'di(=ayam)suzhig(=kaq)!dzin(=3grahal)"80.57"

/gangdag(=y加i)rtagtu(=sada)nymbyed(=dinak!t-)!khorbas(=bhrama-)rabbzlaspa'i(=

nirgatal)//mtshanmos(=kSapa-)bkraba'i(=Sabalital)nyin*pa(=dinal)ringdu(=ciram)

rab'groba(=prayanti)//miyi'tshobamamskyi(=nIjrVita7)dgeba(=kuSalal)!didagni(=
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etani)//rgyache(=prthu-)duskyi'khorlo(=kalacakra-)lhungbas(=nipatat-)gcodpanyid(=

samSatital)"80.58"

/ri(=Sailal)'di(=ete)snyil'gyur(=dalanti)chugterjingni(=jaladhivalayal)mchogtu(=

param)bskam(=Su5yati)//rabskyes(=udbhnta4)'byungpo(=bhnta4)dangbcas(=saha)sIid

pa'i(=bhuvana-)lam(=sarapil)rabiig(=bhraSyati-町am)//ridwags(=harim)skrag(=cak-

ta-)mgltar(=locana-)g.yo(=cala8)snyingpomed(=asara8)｢khorbar(=samsara8)//mang

du(=bahu-)yongs!dris(=paricayal)luskyitshogs(=kayanicayal)'di(=ayam)brtanglasnn

(=nacirasthayinl)"80.59"

/zhespa(=iti)gsungsnas(=abhi曲aya)bcomldangyis(=bhagavatl)//rabmzhiSlad(=

pra§加ti5)rabbzangla(=subhadra7)//bdenpa'ilamni(=satyapathin7)gsalba'i(=vyakta-)

gtam(=kath33)//rabdang(=prasada-)kundga'ldanpar(=加andin3)mdzad(=cakre)"80.60

〃

/dbyigpagsumdang(=tridama-)rilba'itshogs(=k叩血orku"in,v・note)//lam'grongyis

ni(=adhvagal)khur(=bhara3)bzhin(=iva)btang(=tyaktva)//stonpa'i(=Sastr7)bka'la(=

Sasana8)rabbyungni(=pravrajya3)//denas(=tatas)rabbzangdaggis(=Subhadral)blangs

(=adade)"80.61"

/denas(=atha)nyonmongskun(=sarvakleSa-)bcompas(=samk5aya6)//dgrabcomgnasni

(=arthatpada3)thobgyurnas(=asadya)//bsamspa(=acintayat)kyema(=aho)bdaggini(=

mama)//slobmanyid(=Si;yatal)!di(=ayam)!ospa(=ucital)nn(=na)"80.62"

/bdag*gis(cf.paSyami)mdundu(=agra8)bcomldan'das(=bhagavat7)//myangan'da'ba(=

parinirvma3)jiltar(=katham)blta(=paSyami)//deslad(=tasmat)sngondu(=p町vam)lus

btangnas(=dehamvihaya)//bdagniranggiglasdag(=svapada3)bsten(=bhaje)"80.63"

/zhes(=iti)bsams(=samcintya)byinbrlabs(=adhi"h加a-)1ngadagni(=paiica-)//bstenpa

(=samSrayal)deyis(=sah)dalbuyis(=Sanaiり)//gdengscan(=phaljin-)shunpadorbaltar

(=mrmokakala4)//yongssumyangan'daspa(=parinirvrti3)thob(=aptavatl)"80.64"

/denas(=atha)deyi(=tasya)lussbyongla(=dehasatkara8)//dgeslongrnamsdang(=

bhikgu7)mustegsdag(=tirthika4)//suyi(=kasya)tshangsspyoddangldan(=brahmacarinl)

zhes(=iti)//rnamparrtsodpa(=vivadal)yangdagskyes(=samajayata)"80.65"

/denas(=atha)mustegsbyedmamskyis(=tmhika8)//deyi(=tasya)sgrubbyedchogala(=

kriyavidhi8)//khyogs(=Sibik33)khyer(=vojhum)manus(=asakta8)songba'itshe(=praya-

ta8)//dgeslongtshogskundaggis(=sarvabhikgugapal)bsgmbs(=*vyadhat)"80.66"

/denas(=atha)deyi(=tasya)gdunggitshogs(=Samanicaya-)//mchodrten(=stnpa3)byas

nas(=krtva)dgeslong*gis(=bhik9u4)//sngonla(=pnrvam)myangan'da'bayi(=

parimrv"a-)//Igyumtshan(=karapa3)bdebargshegsla(=sugata3)dris(=papracchuり)〃

80.67〃
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/dedaglani(=tan)des(=sah)gsungspa(=uvaca)//barapasIr(=v諏珈aSr8)sngon(=pura)

bramze(=vipral)//myanganmedpa(=aSokal)stonpani(=§ﾖstr7)//'odsrungs(=kasya-

pa-)srogmtshungs(=pranasamal)grogssugyur(=suhIdl)"80.68"

/mtha'yi(=paryanta-)malstanla(=Sayana-)gnaspa(=shti6)//delas(=tasmat)deyis(=

sai)'dulba'ichos(=dharmavinaya3)//lhayis(=devata-)'thobparbyas(=prapital)thobnas

(=prapya)//bsngagspar'ospa'i(=glaghya3)dgrabcom(=arhattva3)thob(=aptavatl)"80.69

〃

/guspa'i(=bhakti-)ngangtshul(=9I1al)deyis(=saり)lus(=vigraha3)//ranggiblama'i(=

svaguru7)mdundu(=aga8)biang(=atyajat)//denas(=atha)*deni(=tam)lhayis(=de-

vatal)der(=tatra)//mthongnas(=d"va)smonlam(=praVidhana3)rabmbtab(=akarot)"

80.70〃

/jiltar(=yatha)legsbyasldanpa(=sukrtinl)'di(=ayam)//'odsrungs(=kaSyapa7)sngondu

(=agra8)yongs!daspa(=parinirvrtal)//debzhin(=tatha)bdagkyang(=ahamapi)blamawi(=

gum7)mthar(=anta8)//sngondu'grobapor(=gamin)gyurcig(=bhnyasam)"80.71"

/lhade(=sadevata)rabbzang(=subhadral)'dinyid(=ayam)de//mampardagpa'i(=viSud-

dha4)smonlam(=prapidhana4)dang//dadpa(=Sraddha-)deyis(=tena)legsbyaspa(=

satkrtal)//bdaggi(=mama)mdundu(=agra8)lusdagbtang(=tyaktavigrahal)"80.72"

/stonpa(=§剛r7)logpardadselgyi(=krakucchanda7)//mtha'yi(=paScima8)gzimsmaldag

la(=Sayana8)sngon(=pura)//lha*yis(=devata4)ranggis(=svayam)khridgyurpa'i(=

anita3)//thubpa(=muni7)brgyaphraglngadagni(=Satapancaka3)"80.73"

/dgrabcomgnas(=arhatpada3)thob(=Ⅳapta-)guspayis(=bhakti4)//sngondu(=agra8)lus

btang(=tyaktavigraha3)mthonggyurnas(=alokya)//mampadelta'i(=tadvidha-)smonlam

gyis(=pragidh加a4)//denyid(=saiva)rabbzangnyiddugyur(=subhdratamya画)"80.74"

/lusla(=deha-)rangbzhingyis(=svabhava-)skyespa(=ja)//mtharthug(=paryanta-)nye

ba'i(=upanata3)gdungba(=vyatha3)'di(=etam)//bzodparbyedcing(=sahamana4)bdag

gis(=maya)de(=sah)//gdungbamedpa'i(=nirvyatha3)gnassu(=pada3)bkod(=prapital)

〃80.75〃

/dem(=sah)mbdag(=nrpal)tshangsbyin(=brahmada伽l)dang(=ca)//bdagkyang(=

aham)rtar(=aSval)gyur(=abhnt)thetshomla(=samSaya8)//bdagni(=maya)rgyumadral

bas(=chimantra4)kyang(=api)//dem(=sap)dgrayis(=Satru-)bcompa(=vitrastal)bsgral

(=tarital)"80.76"

/kanya畑bdza'inagssu(=kanyakubjavana8)sngon(=pnrvam)//ngani(cfabhavam)ri

dwags(=mrga-)khyubdag(=ynthapal)gyur(=abhavam)//rabbzang(=subhadral)肋Wyi

nangnasni(=ynthamadhya8)//bdaggi(=mama)Ijerbrang(=anugal)ridwags(=mrgal)

gyur(=abhnt)"80.77"
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/nagssu(=vana8)sabdag(=bhnbhUj4)kamani(=kama4)//mgonla(=mggaya-)'ongspas

(=apta4)bkaggyurte(=samruddha8)//chuklung(=tapII)ngogssu(=tIra8)ridwagsmams

(=mrga7)//skragcing(=trasta7)dga'bamedpargyur(=nabhavad*ratih,v・note)"80.78"

/denas(=tatab)chuklung(=sarit-)nangdum(=madhya8)//g.yomed(=niScala4)bdaggis

(=maya)rabtubabs(=avamya)//bdaggi(=mad-)rgyabtu(=pUha-)rkang(=carallal)bkod

pas(=nyasta-)//ridwags(=mIgal)1igspa(=bnal)dedag(=te)bsgral(=tarital)"80.79"

/dedag(=tad-)rmigpa(=khura-)bkodpas(=即晟ta-)bdag(=mayi)//nyamsshing(=dalita8)

'chiba'dodgyurtshe(=mum町Sutamyata8)//ridwags(=harinal)denyid(=saeva)gcigpu

ni(=ekal)//detshe(=tada)rkyalzhing(=plavatl)'ongspargyur(=即mvatl)"80.80"

/skragpas(=trasa-)nyenpa(=tarala3)de(=tam)*bdaggis(=aham)//gdungba(=vyatha3)

bzoddka!(=duhsaha3)bmagsbyaste(=samstabhya)//myurbar(=tnmam)snyingIjes(=

karupya6)yangdagbsgral(=samtarya)//iugngogs(=pulina8)derni(=?)shibargyur(=nid-

hanamgatal)"80.81"

/denyid(=saeva)rabbzang(=subhadral)dering(=adya)yang//gdungbadangbcas(=

savyatha4)bdaggis(=maya)bsgral(=tarital)//zhesgsungs(=ityuktva)bcomldan(=bhaga-

vatl)zmbala(=Sama-)//mngonphyogs(=unmukhal)migsungnyidla(=mauna3)brten(=

alalamba)"80.82"

/dgeslongmamskyis(=bhikSu4)rabdga'(=supdya7)yang(=api)//dgebathobpa'i(=

kuSalavapti8)rgyumtshan(=karaQa3)dris(=pnal)//guspas(=prarayin-)mnyesgshin(=

vatsalal)kunmkhyengyis(=sarvajfial)//dalbuyism(=Sanais)rabmgsungs(=provaca)"

80.83〃

/stonpa(=Sasti'7)'odsrungsdaggini(=kaSyapa7)//dgebsnyen(=upasakal)blobzang(=

sudhn)zhesbyaba(=nama)//deyi(=tad-)dringyis(=prasada-)bslabgnasni(=Sik§即ada-)

//yongsrdzogsthobcing(=paryapta-)blognasgyur(=nigappadhIl)"80.84"

/deyis(=sab)driza'itshogskyi(=gandharvikag叩a-)mchog(=uttama3)//gludbyangs

mkhaspa(=grtikuSala3)mthonggyurnas(=d"vﾖ)//driza'i(=gandharva-)bdagponyid*kyi

ni//cheddu(=adhipatamprati)smonlam(=prapi曲珈a3)rabmbsgrubs(=pravidadhe)"

80.85〃

/dem(=saP)smonlam(=prapidhana4)denyidkyis(=tena)//rabdga'nyiddu(=supriyat-

va3)nyebargyur(=upagatal)//bslabpa'ignasm(=Sik"pada-)yongsbzungnas(=parigra-

ha6)//'dulba'ichosni(=dharmavinayal)yangdagthob(=samprapta-)"80.86"

/rabbzangrabdga'(=subhdrasupriyau)'didagm(=etau)//bdaggis(=maya)dgebaldanpar

(=kuSalinl)byas(=krtal)//gzhangyi(=para-)mngon'dod(=abhimata-)byaspala(=krtya8)

//kunm(=sarvatha)bdagm(=vayam)gdungbamed(=nirvyathal)"80.87"
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/grongkhyer(=nagara8)mchod'0s(=*pUjitocita-?v.note)zhesbyaba(=samjiia8)//mtho

risdag(=svarga-)dangmtshungsparni(=saInnibha8)//mbdag(=n"al)dpalldan(=

§mnatl)brgyabyin(=Satakratul)bzhin(=iva)//rnamparrgyalba(=vijayanta-)zhespa(=

abhi曲al)byung(=abhnt)"80.88"

/bsodnamslam(=puqya-)rabzhugs(=pravrtta7)de'i(=tasya)//choslam(=dhannamarga-)

Ijessu'brangbayi(=anuyayin4)//gongpa(=paura4)mthoris(=mdiva3)bgrodmamskyis

(=vrajat4)//lhayisagzhi(=surabhnnl)khengspargyur(=pmtal)"80.89"

/rgyalpo(=rajan7)deyi(=asya)bsodnams(=pupya-)mthus(=anubhava4)//mi*yis(=

nara4)mthoris(=svargal)kungangba(=apmta3)//mthongnas(=d"va)1hayidbangpo

yis(=sureSvaral)//snyingstobs(=sattva3)shes!dod(=jfiatum)sbyorba(=yukti3)byas(=

cakara)"80.90"

/denas(=tatas)brgyabyingyis(=tad-)sprulpa'i(=ninnital)//semscangdugpas(=krnra-

sattval)sayibdag(=prthiVIPati3)//dela(=tam)lusnibcadpayi(=SariraniSkrtta3)//sha(=

mamsa3)dang(=ca)khragdag(=rudhira3)rabtubslangs(=yayacire)"80.91"

/mibdag(=nrpal)blogros(=matil)rnam'gyurmed(=nirvikara-)//de*yis(=sah)mngon

'dod(=abmmata3)ruspa'ilhag(=asthiSega3)//dedagmamsla(=tebhyall)byinnasni(=

dattva)//bsampachenpos(=*maha§ayal,v.note)smonlam(=prapidhana3)btab(=pravi-

dadhe)"80.92"

/luskyisbyinpa'i(=Samadana-)bsodnams(=p叩ya4)､dis(=etena)//luscanmamsni(=

§amin7)bsgralba'islad(=tarapaS)//blamed(=anuttara3)yangdagrdzogspayi//byang

chub(=samyaksambodhi3)chenpo(=?,v.note)thobparshog(=apnuyam)"80.93"

/denas(=atha)brgyabyin(=Sakral)der(=tam)phyogs(=etya)smras(=nce)//rgyalpo(=

rajan)rabgdung(=pravyathita7)khyedkyini(=te)//lusni(=deha-)rabtubyinpala(=

pradana8)//mam'gyur(=vikaral)byungngam(=apiabhnt)bdenpar(=satya3)smros(=ucy-

atam)"80.94"

/zhespa(=iti)lhayidbangpos(=surendra4)dris(=p"al)//slongba(=arthin-)rdzogspas

(=sampmapa-)rabbskyedpa(=udbhnta-)//dga'bas(=praharSa-)migni(=locanal)rabrgyas

pa'i(=utphulla-)//miyidbangpos(=narendral)dela(=tam)smras(=abha9ata)"80.95"

/galte(=yadi)bdagni(=aham)gdungbana(=vyath38)//rnam'gyurmedna(=nirvikaral)

bdenpa(=satya4)des(=tena)//bdaggi(=me)lusni(=vigrahal)rma(=vrapa-)bsosshing(=

sanmjha-)//mdzesldan(=sacchayal)maldugnas(=svasthal)gyurcig(=astu)"80.96"

/cespa(=iti)rabtubIjod(=udmta-)tsamgyis(=matra4)//de(=tasya)lus(=vapusl)rab

mdzes(=kantal)rnalgnas(=svasthal)gyur(=abhnt)//sprindang(=megha-)mamparbral

bayi(=vinirmuktal)//rgyuskarbdagpo'i(=曲apati7)gzugs(=bimbal)bzhinno(=iva)"

80.97〃
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/mibdag(=mpal)rnamrgyal(=vijayantal)denyidnga(=so'ham)//gzhangyidonla(=

parakarya8)gdungbamed(=nirvyathal)//cespa(=iti)bIjodnas(=uktva)bcomldan'das(=

bhagavatl)//bsamgtanla(=dhyana-)chags(=nilma-)spyanldan(=ninanayanal)gyUr(=

abhavat)"80.98"

/!phralla(=sahasa)ribo(=acala-)bskyodpas(=calana4)bsrubspa'i(=mantha-)nyonmongs

(=kleSa‐)gzerma(=chat33)dedangde(=tamnn)//lhatshogs(=suragaqa-)cheddu(=krte)

bdudrtsi'ichugter(=amrtambudhil)bsampachenpos(=mahﾖ§ayal)bzodparbyed(=sehe)/

/drimedyidldan(=vimalamanas7)lusm(=kaya-)gnodpadangbcastshe(=apayak5apa8)

yang(=api)rnam'gyurmed(=avikarin7)//gzhanphan(=parahita-)bsgrubpar(=vidhi8)chas

pamamsla(=samnaddha-)gdungbadagkyang(=vythapi)bdebarspyod(=su肋豆yate)"

80.99〃

第81章Hetuttama

/legsrmos(=sukMa8)zhingla(=k5etra8)rabnyung(=alptaral)gang(=yatl)btab(=uptal)

dang(=ca)//byasshesdagla(=krtajfia7)phanpa(=hita5)gang(=yatl)byas(=krtal)dang

(=ca)//yontandaggis(=gula-)mthola(=unnata5)gang(=yatl)byinpa(=samarpital)//

deni(=tatl)lomastongphrag(=Sakhasahasra4)'phelbar'gyur(=vFddhimupaiti)"81.1"

/legsldan(=bhavya8)mnyanyod(=gravastr8)rgyalbyedkyi//tshaldu(=jetavana8)bcom

ldan(=bhagavatl)rgyalbas(=jinal)sngon(=pura)//gtamgyi(katha-)zharla(=prabandha-)

nyer!duspa'i(=upagata3)//dgeslongtshogsla(=bhikSusamgha3)bka'stsalpa(=abhﾖSata)"

81.2〃

/gangzhig(=yat)ranggisspyad(=svabhoga5)'ospa(=?,v・note)//dedag(=etat)thamscad

(=sarval)!brasbubral(=viphalal)//jigrtendum(=loka8)dgrabcomla(=arhat5)//gang

(=yat)phul(=samarpital)denyid(=tadeva)'brasburldan(=saphalal)"81.3"

/dampa'isnodla(=satpatra-)yonnyidkyis(=dakgipata4)//yonni(=dak9ipal)rabmphulba

dag(=pratipadital)//dampa'igrogs(=satsamgatil)bzhin(=iva)mizad*pa(=ak9ayal)//

yontangrangsmedldanpargyur(=asamkhyag叩atameti)"81.4"

/grong肋yer(＝？)p面!aliputra'i(＝pa1aliputITyal)／／tshongpa(＝vamjl)tsandan(＝can‐

dana-)dongnyer(=arthinl)sngon(=pura)//gzingschendagla(=mahapravahana-)zhonnas

ni(=arndhal)//tsandanglingdu(=candanadvrPa3)phyinpargyur(=ayayuh)"81.5〃

/denas(=tatas)tsandansamchog(=go伽Sa-candana-)tshogs(=caya3)//blangsnas(=

samadaya)dga'bas(=h"a?,v・note)dedagrnams(=te)//delas(=tatas)phyirniloggyurte

(=pratinivrttal)//chugterchenpo'i(=mahodadhi7)dbussu(=madhya3)phyin(=prapup)〃

81．6〃
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/rgyache(=vipula-)dusmin(=akala-)rlung'tshubkyis(=va圃呼)//bskyodpa'i(=calita-)rba

rlabs(=nrmi-)stobskyis(=bala4)der(=tatra)//duskyi(=kala-)rtsedga'(=keli-)g.yobayis

(=dola-)//gzingsni(=pravahanal)bsdamspamedpargyur(=viSmkhalal)"81.7"

/skyobpa(=trma-)dongnyer(=arthin8)tshongpa'itshogs(=vagikcakra8)//lhala(=tli-

daSa-)bstodpabyedpa'itshe(=stotrakarin8)//donmthun(=sartha-)yidlareba(=

manoratha4)dang//lhancig(=saha)gzingsni(=pravahaQal)zhigpargyur(=abhajyata)"

81.8〃

/mibzad(=viSama8)sroglathetshom(=praDasamSaya8)der(=tatra)//donmthun'drenpa(=

sarthanayakal)bsodnamssde(=pupyasena-)//zhespa(=abhidhal)'darbadangbcaspas(=

sakampal)//yongssubskyabpar(=paritrma3)rabmbsams(=acin町at)"81.9"

/bdaggi(=mad-)khyimdangnyebana(=veSmanika1a8)//dgebsnyen(=upasakal)choskyi

byangchub(=dhamlabodhil)yod(=asti)//deni(=sah)nyonmongsdusdagtu(=kleSakala8)

//stonpa(=SastIF3)rgyuyimchog(=hetmnna3)nyid(=eva)bstod(=stauti)"81.10"

/cespa(=iti)yidkyis(=manas4)rabbsamsnas(=samcintya)//denyidlani(=tameva)

skyabs(=garaPa3)songste(=gatal)//deddpon(=sarthapatil)mchimadangbcaspas(=sas-

ral)//1igsshing(=sadhvasa-)ngalbas(=ayasa-)ldabldib(=gadgadal)smras(=nce)"81.11

〃

/rdzogspa'isangsrgyas(=sambuddha5)rgyuyimchog(=hetnttama5)//dgebayini(=ka-

ly颪pa-)dpagbsamshing(=kalpav止§a5)//nyonmongscankun(=sakalakleSa-)bdemdzadpa

(=Sarman5)//dgrabcom(=arht5)chela(=mahat5)phyag'tshallo(=namas)"81.12"

/zhespa(=iti)deyis(=tena)bljodpa'itshe(=ukta8)//'phralla(=sahasa)rgyamtsho'ilha(=

abdhidevatal)'ongste(=samabhyetya)//donmthun(=sartha3)srogni(=prma3)slarbyung

mams(=pratyagata-)//chugtergyim(=jaladhi7)ngogssu(=ta!a8)bsgral(=cikSepa)"81.13

〃

/1igschen(=mahabhaya6)delas(=tasmat)grolgyurpa(=muktal)//dedag(=te)ranggiyul

du(=svadeSa3)phyin(=upagtal)//rgyuyimchogla(=hetnttama-)phyagbyedla(=na-

maskara-)//duskuntuni(=sarvada)chagspar(=niratal)gyur(=abhavan)"81.14"

/gnasskabs(=avasara8)derni(=tasmin)stonpadag(=Sastr7)//rgyuyimchoggi(=hetn順一

ma7)skulani(=gatra8)//laskyilhagma(=karmaSeSa4)'ga'*yis(=kenacit)rims(=jvaral)/

/dragpo'i(=tiVra-)gdungbagnaspar(=tapasthiti-)gyur(=abhnt)"81.15"

/gangdag(=ye)gzigspa(=avalokana4)sridpa'i(=bhava-)1igspachenpo'i(=mahabhaya-)

smangyisni(=bhe5aja4)//'grobathamscad(=sarvajagat7)legsparbsospanyidni(=

svasthata3)bsgrubsmdzadpa(=kurvanti)//dedaggiskyang(=te'pi)ranglas(=nijakanna-)

ikhrishing(=lata-)khyadpar(=viSeSa8)rabchagspaii(=prasakta-)//1hagma(=Sega-)lhag
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pargnasshing(=adhivasa-)chagspadagni(=kalan53)gtongmi'gyur(=naparityajanti)"

81.16〃

/deyi(=tasya)dragporgdungbani(=tIVrasamtapa-)//zhislad(=Santi5)tsandan(=can-

dana3)samchogdag(=go"a-)//rgyalpozlabasnang(=candravaloka-)zhespas(=akhyal)

//thamscadduni(=sarvatra)btsalbar(=anveS!um)brtsams(=udyayau)"81.17"

/sabdaggisni(=bhnpa4)'bumphragbzhis(=lak5aiScaturbhiP)//deddpon(=sarthapatil)de

la(=saP)dondugnyer(=arthital)//tsandansamchog(=go"acandana-)salani(=bhn8)//

myeddka'(=dmlabha3)sranggcig(=pala3)byinmagyur(=nadadau)"81.18"

/deddpon(=sarthapatil)rangnyid(=svayam)mngonphyogste(=samabhyetya)//dranpa

tsamgyis(=smrtimatra-)phanmdzadpa(=upakarin7)//stonpa'i(=Sasti7)skula(=vapus3)

tsandangyis(=candana-)//guspayisni(=bhakti4)byugspabyas(=caI℃ita3)"81.19"

/doshaldangni(=hara-)khaba'i(=m§訂a-)tshogs(=ogha-)//zlaba(=SaSin-)bsilba(=

§aitya-)dmanbyedpa(=upahasin4)//gragspaltar(=svalmti-)dkar(=Subhra4)tsandan(=

candana4)des(=tena)//rgyalba(=jinal)maldugnaspar(=svasthal)gyur(=abhavat)"

81.20"

/deyi(=tena)bsodnamsmthuyisni(=puWanubhava4)//dpaldangldanpa(=5r加atl)bsod

namssde(=puQyasenal)//zlaba'i!od(=SaSiprabhal)dangyanlagkun(=sarvanga-)//nnad

byung(=adbhuta-)dribzangldanpar(=saurabhal)gyur(=babhnva)"81.21"

/deyi(=tasya)tsandan(=candana-)rinchensogs(=ratnadil)//rgyamtsho'i(=sagara-)chu

la(=ambhas8)gang(=yatl)lhungba(=cyutal)//dedag(=tatl)thamscad(=sarval)rang

khyim(=svaglha-)dang//nyebar(=upanta-)khronpa'i(=kUpa-)nangnas(=madhya6)

byung(=samudgatal)"81.22"

/tshongparnamsla(=vamj7)tsandansogs(=candanadka3)//rangrangdagla(=nijamni-

jam)des(=sah)byinnas(=dattva)//zasdang(=bhqjya-)rinchen(=rama-)gosmamskyis(=

ambara4)//khyimdu(=geha8)dgeslongdge'dun(=bhik5usamgha3)mchod(=apUjayat)"

81.23〃

/denas(=atha)deddpondag*gini(=sarthapati7)//mchoggimthuyis(=divyaprabhava-)br-

gyanpa'i(=abharapa3)dpal(=SIT3)//mthongnas(=d"va)mngondu(=agra8)nyergnas

kyis(=upasthayaka4)//deyi(=tat3)legsbyas(=sukrta3)rgyalla(=jinal)dris(=p騨哩1)"

81.24"

/denas(=atha)bcomldan(=bhagavatl)rgyuyimchog(=hetmamal)//'dzumdangbcaspas

(=sasmtal)dela(=tam)gsungs(=abha§ata)//deddpongyisni(=sarthavaha4)tsandangyis

(=candana4)//ngala(=mam)byugspas(=limpat4)dpal'byor(=SITI)thob(=praptal)"

81.25〃
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/bsodnamssdesni(=puWasena4)legsbyaskyi(=sukna-)//ngangtshuldaggis(=Sna4)las

(=karmal)de(=tatl)byas(=krtal)//bdudrtsinyidm(=amrtatva3)rabthobpa(=avapta7)/

/ganggi(=yasya)'didag(=et")chayihgs(=leSaviplu51)"81.26"

/dgeba'irtsaba(=kuSalamnla7)sminpana(=paka8)//skyeba(=janman8)thamadagla(=

paSc加a8)'di(=e9ah)//rabbyung(=pravrajya-)blamed(=anuttara3)yangdagpar//rdzogs

pa'ibyangchub(=samyaksambodhi3)thobpar'gyur(=samavapsyati)"81.27"

/bsodnamsdaggi(=pupya-)tsandanshing(=candana§面khin7)//yangspayini(=viSala7)

rtsabar(=mUla8)'di(=e5ah)//tsandandpal(=candanaSITl)zhes(=iti)gragspayi(=khya-

tal)//debzhingshegspanyiddu'gyur(=tathagatobhaviSyati)"81.28"

/deskad(=iti)bcomldan(=bhagavatl)rgyuyimchog(=hetn伽mal)//yeshesspyandang

ldanpas(=jmnalocanal)gsungs(=praha)//zhespa(=iti)shakyathubpayis(=§歌yamuni4)/

/gsungstshe(=ukta8)dgeslong(=bhikSul)yamtshangyur(=vismayamyayuh)"81.29"

/legsbyascangyi(=sukrtin7)dadpa'i(=Sraddha-)sbyinpa'i(=dana-)chayi(=kapa-)myugu

(=ahkural)lo'dab(=§面kha-)brgyayis(=Sata4)1phel(=vardhate)//dgrabcomzhingla(=

arhatk5etra-)yangdagbtabpa(=samarpana6)yongssusmintshe(=parillati8)chagsbral(=

vairagya-)phuntshogs(=lakgmIE)'bras(=phalal)//gangla(=yasya)skabsgsumbdagpo(=

tridaSadhipatya-)drimed(=viSada-)gdugscan(=chattra-)darzhing(=udayal)bsodnams(=

p叩ya-)driyis(=amoda-)rgyags(=mada-)//rabdga'i(=pramoda-)grogspo(=suhrdl)phun

tshogs(=sampadl)!didag(=etaU)metog(=pu9pa-)gsarpanyiddu(=pratyagra-)rabturgyas

(=udbhaval)"81.30"
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略号

第二部

自分の産んだ子供たちをむさぼり食う餓鬼女

-AvadanaSataka第⑲章とSMRAM第1⑰章一

AvS=Avad加afataka

Ed.=theeditionofTAKAHATA(1954)

SMRAM=Subhasitamaharamavadanamala

S16=thechapterl6oftheSubh"itamaharatnavadanamala

『南アジア古典学』第4号～第6号の拙稿の第二部では、Avs系列のavad加am躯文献

における餓鬼関連説話の校定・和訳を続けて行ってきたので、今回も引き続き、餓鬼説

話を取り上げたい。Av§の第49章（餓鬼品第五の第9話）には、母として昼夜子供たちを

産んでは、飢えに耐えかねてわが子たちをむざぼり食う恐ろしくも悲しい餓鬼女の話が

出てくる('5)。そのAv§梵文の原話に対して韻文で再話を行った梵文テキストがSMRAM

の第16章Pretikavadana『餓鬼女アヴアダーナ』である。簡潔でそっけないAv§の原話に

対して、語りものとして仕立て直されたこの第16章テキストはなかなか興味深い話に出

来ており、聴き手を飽きさせない。本論文の第二部では、このテキストを取り上砿校

定・翻訳を行った上で、原話のAv§第49章と比較してみたい。

このSMRAM第16章のテキストは、ネパールの別の説話集成写本Ratnavadanatattva

にも含まれ、そのRatnavadanatattvaのテキストをローマ字転写した高畠寛我のRat-

namglavadana出版本(1954年）では、第23章にあたる(271-280頁）。ただしその本の第

23章という数字は高畠が出版の編集の際に付けた便宜的な数字であり、高畠が用いた

R伽avadanatattvaの京大写本(A'写本;Goshima・Nogucm87)ではその章は第11章であ

る。その第11章は、中身はSMRAM第16章と全く同じテキストであるにもかかわらず《

本来の章名が少し変えられてPretikayahkath豆「餓鬼女の話」という名称になっている。

しかし本来の章名はPretikavadana「餓鬼女アヴァダーナ」であったことが、Ratna-

vadanatattvaの別の写本(NGⅣPPE1343/4;略号N)によって知られる。Ramavadanatattva

京大写本A'の章末のコロフオンでは〃itiramavadanatatvepretikayahkathasam即剛n(!)"

15このAvs第49章が扱う餓鬼女の話はインド仏教世界に古くから広く知られていて、並行文献

としてパーリ聖典の『餓鬼事』(Petavatthu)の第1品の第6話がある（その第7話も類話である

が、Avsの話と少し違う)｡Avsの餓鬼説話の内容に関しては、岡崎敦・岡野潔［編］『九州大

学文学部人文学4テクストの誘惑一フイロロジーの射程』（2012年8月）の拙稿（第1章）を

参照。
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「以上、Ramavad即atattvaにおけるPretikayahkathｮ終わる」と記されているが、Ratna-

vadanatattvaのN写本のコロフオンでは〃itipretikavadanamsamaptam"23「以上、第23

章のPretikavadana終わる」と記されており、その章名はSMRAMと合致する。

ネパールで編集された説話集成avadgnam訓豆として、SMRAMはR川avad加atattVaに

先行する。SMRAMから派生したと推測されるRatnavad伽atattvaという二次的な説話集

成よりもSMRAMは系統的に上位に立つ説話集成である。そのことは現存するSM-

RAM写本(NGBIPB101/3)がRamavad加atattvaの2写本よりも正しい読みを多くの箇

所で保っていることからも確認される。

高畠寛我のRatnamalavad加a出版本において、忠実にl写本からのローマ字転写の作

業がなされたRatnavad珈剛tvaのテキストは、残念ながらネパールでの筆写伝承の間に

生じた非常に多くの誤りを含んでいる。高畠の出版本の三分の二を占めるRatna-

vadanatattvaのテキストの大部分（最初のVadikavad5naだけを例外として、残り全部のテキス

ト）は、若干の高畠自身の推測による修正があるものの、未校定の、A'という京大写

本1本をローマ字転写しただけのテキストである。それ故そのRatnavad加atattVaテキス

トを本格的な研究に使えるようにし、翻訳可能にするためには、SMRAMの写本を底本

にした校定がなされる必要があった。そこで今回のSMRAM第16章Pretikavadanaの研

究にあたっても、次の三つの資料を使用して校定テキストを作成した:SB眼AM写本

とRatnavad即atattVaの写本N、ならびにRamavadanatattva京大写本A'のほぼ忠実な

ローマ字転写としての高畠出版本第23章である。

第1節SMRAM第16章Pretikavadgnaの梵文と訳

以下にまずSMRAM第16章Pretikavad加aの校定梵文テキストを挙吠続いて和訳

(vv.17-190)を挙げる。

16Pretikavadana

Ed.(=Takahatal954),pp､271-280;N(NGWPE1343/4)175a-183a;

Ms.(=SWAM)120a-127b

[120a4]athasokomaharajalJsaiijalihsampramoditan/

upaguptamgurumnatvapunarevamabhaSata"1

bhadantagrotumicchamipunaranyatsubhagitam/

tadyathagmunakhyatamtatllade91umcame'Ihati"2

itisamprarthite呵崩§rutvaso'rhanmahnmatih/
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叩aguptonarendramtamsamalokyaivamadiSat"3

sadhuSmumaharajayathamegmunoditam/

伽hahamtePravakSyamiSrutva加ddhv剛umodaya"4

purasabhagavanbuddh血§akyasimhomuniSvaralj/

sarvajnallsugam恥astadharmarajovinayakah"5

bhiksubhhsravakaihsardhambmksunrbhiScacailakam/

upasakai"ubhacarairupasikaganairaPi"6

bodllisattvairmallasattvaillsambodllicarikodyamaih/

tathanyaistrrthikaiScapisa[120b]mbuddhagunavaiicllibm"7

rajagmapurop加tevenuvanemanorame/

jinasramemahodyanekalandakanivapake"8

sarvasattvahitartllenabodmcaryampraka§ayan/

saddhannadeSanamkurvanvijaharavirocay肌〃9

*taddhannadeSanamSrotumtatrasarvesamagatah/

devadaitya§canagendrayak9agandharvakinnar曲〃lO

grahavidyadharahsiddh副okapalaganaapi/

rSayobrahm加話capir可珈血kSatriyatmaj池〃11

vaiSya§camantrino!matyagm制mpamah可肌汕／

paurikansarthav油ascavanijaMilpmo!pica"12

gramyajanapadaScapitatha*karvalikadayah/

sarvetesamupayatast町詑rameupavi§伽〃13

tatrasabhasanaSinams蛇hanamtammum§varam/

vyamaprabhavirocantambmkSusamghainpuraskrtam"14

drStvatemuditallsarvepranatvasamupagatan/

lqtvapradak"anyenamsamanarcuryathakramam"15

tatalJsarve'pitelokanparivrtyasam伽伽ah/

msaddharmamrtampammupatasthulJsamahitall"16

tadasabhagavand"vasaⅣamstansamupasmn/

aryasatyamsamargaligamsaddharmamsamupadiSat"17

tatsaddhannamrtamPrtvasarvetesamprabodmtah/

dharmaviSe5amajfiayabodmcryamsamiChire"18

tadaikasmndmebhik9ur3ⅦSmannaladabmdham/

bhikSarthampatramadayarajagmapureya[121a]yau"19

tatrasanaladobhikSunpmJﾖrtllamsamuPacaran/

gmasthenasamalokyanrtvagehemudasane"20
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prati仙即yasamabhyal℃yasupramtarasanvitaill/

kSiraudnaihsudhakalpaihpanaiScapratipmjitall"21

tadbhuktvasayatistuS!odattvatasmaiSubhaSiSam/

samutthayatato|ranyevillartumnirjane'carat"22

tatrasanaladoyogrgrdhrakmanag剛tike/

dadarSapretikamekamrakSasImivabhISanam"23

vIkSamnlesthitamraktabinduvy印曲nbaravrtam/

astmSakalasamkrmepretalayenivasinrm"24

svatmajanapibhakSantimk9utpipasagnidallitam/

雌訪gmlvilqtakaramkarburamuktake伽加〃25

d"vasanaladastatrasamupasrtyatatpurah/

pretikamtamsamalokyapapracchaivampurakrtam"26

kimtvayaprakrtamghorampatakamp町vajanmasu/

yenaivamdunsahamdujkhamanubhavasisampratam"27

ititenarllatap"epre此asarudantyapi/

naladamtamyatimd"vasanairevamabhasata"28

bhadantakimmayahyatravakSyateyatpurakrtam/

tadbhavamstamjagadvijiiammcchatammatpurakrtam"29

salnu血ldrojagacchastadiSette'slnatpurakrtam/

adityemsamudyatediPenakimpmyqjanam"30

tathasmatprakmmpapamSmtvanye*ipinaradayah/

sattvahsamtrasitaevampapamkuryurnakecana"31

sarvetadedrSatp印adviramyaSIlasamvrtah/

triramaSaranamlqtvaprabllajeyunsadadritan"32

[121blititayoditamSmtvanaladansaprabodhitan/

tathetisahasagatvatatravenuvane'sar鉱〃33

tadasabhagavamstatradhy肋alayatsamutthitah/

sabhamadhyasanasmahsaddharmamsamupadiSat"34

tasminnavasaretatranaladahsatvaranvitah/

d耐attam§唾hanampaSyansahasasamupacarat"35

tamevamsamupayatamnaladamsamum§varah/

"!varatsamupﾖmantryapunarevamabhaSata"36

ehitesvagatambhikSokutastvamsamupagatan/

kimarthamihayenaivamprayasitadvadasvame"37

ityadi5iemunmdrenanaladansakmiijalill/
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samupetyamunmdramtampranatvaivamnyavedayat"38

bhagavanbhavatampadaudraS!umihasamacare/

adyahamniXjane!ranyevihartumsamupacare"39

tatrahampre仙豆mekamraklaslmivabhISanam/

睡訪grmvilqtakaramraktabinducitambaram"40

naikastm*Sakalalmmepretalayaivasthitam/

paSyannnupasrtyaparipgcchamitatkrtam"41

kimtvayaprakrtampapampUrvajanmasudarullam/

yenedrSammahadunkhamanubhavasisampratam"42

itipMemayathasaupretikadunkllatap節／

rudantrmamsamalokyaSanairevamabhaSata"43

bhadantakimvadiSyamiyanmayapatakamlqtam/

yened"mmalladuPkllamanubhavamisampratam〃判

paficaputranahamratraudivapaiicatathaparan/

prasnyatanprabhak5am岨stitmtistathapime"45

[122alevamkSutpipasagnitlVratapabhid曲瓶／

divara随mmahaddulJkhambhuktvatiS伽mja'igale"46

tatpurakimkmmghorampatakamatidar叩am/

mayapijiiayatenatraparipFcchamumsvaram"47

sarvajiiastrijagacchastabhagavansamunISvarah/

yanmayaprakrtampapamtatsarvamsamupadiSet"48

ititayoditamSrutvatathetiparibodmtah/

bhavantamatrasampraS!umsamagacchamisampratam"49

kimtayaprakrtamghorampatakamatidarunam/

yenaivamdullsahamduhkhambhuktvacaratisadhuna〃50

tatsarvamsamupadiSyaprabodhayitumarhati/

etacchrutvapisarvehicareyunsarvada§ubhe"51

itisamprarthitetenabhagavansamumSvaran/

naladamtammallabllijfiamsamalokyaivamadiSet"52

naladapretikas説加Vrapatakasadham/

yadiCchestatkrtamSrotumSmuvak5yamite!dhuna"53

mdyathabhntpurapurymvaranasyammahajanah/
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sreS伽prajhyomahacchrmanchITdopamodhanadhipall"54[=Ed.55]

sakuladhamlinmbharyamupayemeyathavidmm/

tataljsakantayasardhamtayaremePramodayan"55 [=Ed.56]
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tasyaivamramamapasyakmatansuciradapi/

tasyameko'piputrovaputlYvanabhyajayata"56

tatalJsagmabh¥℃chresthIsamtatidarSanotsukah/

tann掴§ﾖ*bmsamtaptomUrchito'bhndyathanⅡ曲〃57

kapolamsvabhUjesthapyaSokagarevyavasthitan/

sampaccmtavigannasyomanasaivamvyacmtayat"58

hadaivakimmayapapamsukrtam[122b]du51qtampura/

ymmamaivamvidhamduLIKhamsukllamcatraprajayate"59

anekadravyasampattisamuditamgmammama/

tatrabhoktatunaiko'piputro|stiduhitapina"60

tatsarvamsvapateyamllimamatyayannaradhipah/

aputrakamitikrtvasarvasvamsarvathaharet"61

yanmayanekayatnenasadhitamrakSitamcatat/

sarvamevanirarthenavmaSiammebhaviSyati"62

tadatrak加karigyamiyasyopayamnammyate/

sarvathahamvmasto'smkomamraksedilladhuna"63

evamcmtaviSa叩asyamsvammamtamgm湖llipam/

""saramambharyasamalokyaivamabravrt"64

svaminnatrakmevamtvamti9!hasedunkllacmtaya/

k加tavajayateduhkllamtadvadasvamamagratah"65

itibharyoditamSrutvasagmasthovmiSvasan/

tambharyamramammkantamsamalokyaivamabravit"66

priye'trakmvadi3yamiyasyopayamnamanyate/

yanme'stimallatIsampadasyabhoktanavidyate"67

nnnammadatyayadrajamamaitallsarvasampadan/

aputrasyan卯adhmaitikrtvaharigyati"68

yanmamaitam小ayatnainsadhitarakgitaapi/

tatsarvamhinirarthenavmakSyatiniranvay説〃69

etanmejayateduPkllalntad町akimvadeyahi/

komamaitanmahacchalyamhrdaye'trasamuddharet"70

iticm画vigenatrahrdayamdallyatemama/

tenaivamatratiSIllamiviSadagdhoyathatur血〃71

itibhartroditamSmtvasabharyara[123a]mampriya/

SV珈血amtamsamalokyabodhayitumsamabraVrt"72

etadarthevi"datvammakrtllahsarvatllapriya/
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upayamkⅢⅢ伽praptyaiyadisamtatimicchasi"73

upayamapisiddhyetadevatanamprasadatah/

taddevatallsamaradhyayacasvasamtatimmuda〃74

tadadevaprasadenajayennausammillkllalu/

putrovayadivapumj説asyatsaphalambllave"75

itimevacanamSrutvakulastllitimyadiCchasi/

devataradhanamkrtvabhajasvasamtatiCchay豆〃76

itibharyoditamSmtvasag!ilastllanprabodhitan/

tathetyabhyanumoditvatatllakartumsamaicchata"77

tatalJsagmabllrcchre9!hIbllaryayasallamoditah/

svakuleSamsamabhyarcyasamtanamsamayacata"78

伽h即iSre5伽nastasyabharyabhnnnaivagarbhim/

剛ansaparikllinnatmatasthavevamn埴§aya〃79

tatamsaramambharyan瓶sakhinnamZnasam/

svaminamtamsamalokyapunarevamabh"am"80

svaminmatraviSadatvamkrthadhairyamsamasraya/

vi5adatkSIyateci伽mksmaci伽naViryabhak"81

Viryamvmatrasamsarekmcitkaryamnasiddhyate/

msmadVIryamsamalambyabhajadevansamallitalJ"82

yadiputronaj圃鋤syatputlTvapinajayate/

punyammvardhyatennnamdevataradhanadapi"83

itimatvatrasamsaresadasaukhyamyadiCchasi/
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sarvan[123b]devansamabhyarcyabhajasvaSraddhayadar説〃84[=Ed.85]

itibharyoditamSrutvabharta§resthisabodhitah/

tathetipratibh"itvadevanarcimmaicchata"85 [=Ed.861

伽順samtanamicchansagmasthobharyayamuda/

vidhimsraStaramaradhyasamtatimsamayacata"86 [=Ed.87]

伽hapitasyabharyasagarbllimno'bhavacciram/

tataScasavibhagnaSastasthauSokavi5aditall"87 [=Ed.88]

tato'pibharyayabhnyaljpreryamanahsabodmtah/

viSvambharamsamabhyarcyayayacasamtamtatllヨ〃88 [=Ed.89]

伽hapisabhavannaivadohadalak5伽ankita/

tataScasaughastho'bhnnn瓶§即arikheaitah"89 [=Ed､90]

伽脆sabharyayabhnyal叩reritalJpalibodhitalj/

maheSvaramsamabhyarcyasa皿amsamayacata"90 [=Ed､91]
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tathendramcasamaradhyaprarthayatsamtatimmuda/

evamlokadhip加sarv剛grahansarvanuqUrapi/

samaradhyasamabhyarcyapr5rthayatsant飢加tatha〃91

ttaScaivammahakalamkumaramcaganadhipam/

bhairavammmkaScapiprarthayadvamSamarcayan"92

eVamany加apidevanvillaramanJapasrayan/

mathasat嘘sramaramaSmgalakapratiS血圃n"93

udyanaparvataranya*k9etraslmadisamstllitan/

sarvajalaSrayasthamScasarvannagadhipanapi"94

rathyacatvaramargadipratiS血圃nsamutsukah/

sarvandevansamﾖradhyayayacaivamsasamta[124a]tim"95

tathapiSreWhinastasyabharyayamsuciradapi/

tasyamnaivabhavatkimciddohadotpattilak9aUam"96

tatansag!habllI℃chres伽drstvavamSa血ankuram/

nir盃apratikhinnatmatasthavevamyatllaturah"97

etadduhkhavibhinnasyam""saramampriya/

SV加血amtamsamikSantrpunarevamabhaSata"98

svaminnatravi"denakmcitkaryamnasiddhyate/

itimatvayathakamamsaukhyambhuktvasamacara"99

yadavabhyamkrtampapamtatphalambhUjyate'dhuna/

tadatrakimkarigyavodaivammbalavadbhave"100

yadabhavibhavennaivabhavicennanyathakvacit/

avaSyambhavinabhavabhavantisarvathabhave"101

itimatvatrasamsarebhuktvasaukhyamyathecchaya/

triramabhajanamkrtvacarasatyesamahitall"102

tehaivasarvadabhadramihamutrapisarvatah/

kramadbodhipadampmpyanirvrtmsamavapsyati"103

itibharyasamakhyatamSrutvasresthIsabodhitah/

triramabhajanamlqtvakamcitkalamvyalalighayat"104

tatastasyasuhmmitramupagatyapurahs伽tah/

tatsamtanasamutpattyaitanntramevamabraVit"105

bhontraSmumevakyamyattehitammayocyate/

sarvathasyampriyayamtesamtanamvidyatenahi"106

tadupayamtukartavyamsamtatipratipattaye/

nirvamSasyahisamsarenirarthamsarvasadhanam"107
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tatsamtanasamutpattyaidvi[124b]tlyamputrabhavmrm/

aparamyuvatimbharyamvivallavidhmapunall"108

kadacittavabhagyenasaputramjanayedapi/

tadatesaphalamjanmakulas伽伽bhavedapi"109

itimitroditamSmtvasagmasthallpmbodhitah/

tathamipra呵繭yatammtramabhyamanayat"110

tatansagmabhI℃chres伽nirmK5yaputrabhavinrm/

aparamyuvamk加tamupayemeyathavidhi"111

tatahsakulikallSre3伽tayasardhampramoditan/

yath歌amamsukhambhuktvararamaparicaray肌〃112

tatastasyaglilasthasyayathakamamprabhuiijatah/

samayesapriyabharyababhnvagarbhimcirat"113

tatankramatpravIddho'bhndgarbhastasyadmedme/

tadasagarbhasamjatamparijiiayabhyanandata"114

tatallsabhadrikakantamsvaminamtampramodita/

rahasisamupamantryasamalokyaivamabraVit"115

di剛ﾖryaputraWddho'sigarbhemejayateSiSun/

dakSinaparSvasamsthoyattadayamdarakobhavet"116

itibharyoditamSmtvasagmastho!bhmanditan/

savyabahumsamutsaryamudaivamsamudaharat"117

Mme'bhila;itamsiddhyetpaSyeyamsamtatermukham/

smpratamnavajato!smikulasthitirbhavedapi"118

krtyanimeprakuW伽bibhryaccabh血nprati/

dayadyampratipadyetavamSo'pisyaccirasthitah"119

yanmayaprakrtamdanamyaccapunyamprasadmtam/

etadvi[125alpakakauSalyametayoranugacchatu"120

evamsamuditahgres伽tambharyambhadrikampriyam/

*pathyopacarasamyuktairaharamsamaPo5ayat"121

dnSyaiScmamSukainpallaillkomalamsaurabhanvitaih/

nmaratnabhyalamkarairmandayiWabhyamodayat"122

evamtambhadrikamk珈圃mpathyopacarabhnganam/

poSitammamitamkrtvapramanayatprasaday肌〃123

evamtamgarbhmmbhartubahum珈abllinanditam/

drS!vasaprathamabharyasnyayaivamvyacintayat"124

yadye§ﾖyuvatinkantajanayedapisam伽血／
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tadetatsarvasampattiradhimsyabllavedapi"125

e9aivahipradh伽asyatsarvalokapramanika/

ko'pipramanayennaivajaratmlmamapumnn"126

tadtrasyahsapatnyameyatllasyadgarbhasatanam/

tathopayamprakartavyamsuguptenamayadhuna"127

kamaragagnitaptasyanastikimciddmpatakam/

sarvamapiprakartavyambhoktavyamsarvatoipica"128

tatansapramadadu"tasyagarbllabhi§副肌am/

dravyamp則abmsamyuktamdadauviSrambhav訓加〃129

tatsapamyarpitampanamd"vasabhadrikaXjava/

hastabhyamsahas副ayapapaut"narditaytlla〃130

tadetatPitamatrenatasyagarbhovighnmitam/

sahasabllidravTbllmahprasasravabhyaSe5atan(!)"131

ttahsabhadrikananbhartaramtamsabandhavam/

sallasasamupamantryapunarevamnyavedayat"132

svamimsta[125b]v加ayapatnyapriyayagarbha釦肌am/

panamauSadhasamyuktamsadarammepradiyate"133

tattaddattamsaviSvasamgItmvaPiyatemaya/

tatpanaPItamatrenagarbhomesrasyate'dhuna"134

tadtrakimkari5yamiyatomenaSyateSiSun/

yadarthamprakrtamd珈amtatsarvamni5phalamtava"135

ityakhyatam町apatnyaSmtv面§resthIsarositah/

tampatmmsahasahnyaparibh豆§yaivamalapat"136

hareredurmateduS!eghorapatakasadhmi/

evamapimahaghorampﾖtakamprakrtamtvaya〃137

yadarthedevatahsarvahsamaradhyabmyacim/

､加avidh珈ayamanipralqtanimay加iSam"138

sarvanyetaniyamanitvayavyarthmtanihi/

tadatrakimtvayapamyapapiS!hayavrajadhuna/

mayatvamp印mtyaktamatigthehag血emama"139

ityuktamsvaminatenaSruWasadmi樋Saya/

sajfiatelJsvaminastasyapurarevamabhaSata"140

kimevamvadasesvannnamayedamkrtamkhalu/

mayanamanyatennnamtadidamtvamvicaraya"141

yadida伽mmayadravyamasyagarbhabMsatanam/
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pretrbm伽majanputraiij瓢ﾖnj副珈divaniSam"142

prabhuktvaivammalladdullkhecareyadurgatausada/

ityevamSapthamlqtvasvammamtamabodhayat"143

itiproktamtayapamyaSrutvaSreS!hIsabodhitan/

c胴saparmuktatmatasthaura[126a]tnatrayamsmar肌〃144

tatansapramadakale'tiVaduりkhagnidallita/

kaladharmabllisamyuktammpretalayeyayⅢ〃145

eSaivapretikayas剛sreS!hibharyadura§aya/

svakrtakarmabhogyanibhuktvaivambllramate'dhuna"146

yadirSyayatayatasyallprakrtamgarbhaSatanam/

tenasauduskrtak証apre肺加楓caratyapi"147

yaccatayamlSav配asapathanprakrtayatha/

伽hatatkannaPakenadurgataubhramatesada"148

paiicaputrandivaratrimprasnyasakSudhanvita/

sarvmstansvatmajanbalanapibhUktvanatlpyate"149

evamsapapimpretIjataiijatamstathatmajan/

bhuktvakSudhagnisamdagdhabhrametpretalayesada"150

evamnaladavijfiayaviramyapatakatsada/

mrSavadaccasaddharmecaritavyamSubharthibhill"151

saddhannasyavipakemsarvadamaligalambhave/

patakasyasadadujkham*migritasyatathobhayam"152

itimatvasadaynyamtriratnamSaranamgatall/

satkrtyaSraddhayanityamprabhajadhvamsamam""153

yebuddheSaranamkrtvabhajmtiSraddhayamuda/

tesarvedurgatimhitvasamprayantijinalaye"154

yecaSmvantisaddhannammanayanticasadaram/

te'pime息珈vmiXjityasamyamsaugatalaye"155

yesalighamSaranamkrtvasatkrtyaprabhajantite/

sarve'pidurgatermukWasamprayantisu肋ﾖvatim"156

evammatvatrasamsaresa[126b]rvadaSubhavancmbllill/

triramabhajanamkrtvacaritavyamSubhesad豆〃157

ityadi51ammunmdrenagrutvasanaladallsudhm/

sasamghasarvalokagcatatlletipratyapadyata"158

tataljsanaladobhik5ullkmfijalinpurogatall/

bhagavantampranatvacapapracchatadviSodhanam"159
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bhagavan*p印加pretrtatahpretalayatkada/

tadghorapatakanmuktasamyayatsadgamukatham"160

tadupayaInjagacchastahsamupade5!umarhati/

yenasaudurgatermuktasahasasadgatimvrajet"161

itisamprarthitetenanaladenasasarvavit/

bhagavamstamsabhamcapisamalokyaivamadiSat"162

smunaladatasyastatpatakapariSodhanam/

upayamsamayamcapipravak9yamyadhu順伽ha〃163

yadalokeSvaronathallsarvasattvmukampakah/

bodhisattvomahasattvastraidhatukadhipeSvaratl"164

Su肋avatyavinirgatyasarvamllokanprabhasayan/

sarvansattvansamuddhartumpretalokesamacaret"165

tadatatprabhayasp騨画satisaukllyasamanvita/

k加adyamemahatsaukhyamitiproktvabhyacintayat"166

ahosaukllyamsamutpannamprabhaceyamprasarita/

nnnamatramallasattvahsattvanuddhartumaga鋤〃167

yasyedrksatk卯豆"!ihsattve;vevamprasarpati/

tasyaivaSaranamgatvabhajeyasarvadadarat"168

itidhyatvaviniScityasapretrprati[127a]vis皿ta/

tasyaivasmaranamkrtvatiStlleddraStumsamutsuka〃169

tadasabhagavamstatralokanathahlqpamayan/

pretalokatsamuddhartumupacaretprabhasayan"170

tamprabhasantamayatamdnvasarve!pipretakal2/

sahasasamupetyaivamprarthayeyullsamadarat"171

svagatambhagavannathaprasIdaparameSvara/

lqpayasmansamalokyapretalokatsamuddhara"172

sarvadabhavatamevaSaranamsamvrajamahe/

tatkrtvapariSuddhannansarvanprerayasadgatau"173

ititatprarthitesarvairlokanathanlqpanidhm/

saddharmamsamupadiSyapunarevamupadiSet"174

yadICchathasadasaukhyamynyamsarvesamamtah/

triramamsmaranamlqtvabhajamSraddhayamuda〃175

tadaimtpatakairmuktahsarveynyampavimtah/

sahasasadgatmprﾖptabhavetabodncarinah"176

ityadi§ロmjagacchastralokanathenatenate/
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sarveipipretik苅息rutvatathakartumsammllire"177[=Ed.77]

tadatepre吐苅sarvepariSudd順sayamuda/

triramamSaranaInkrtvasmrtvabhajeyⅢanat曲〃178 [=Ed.78]

tadatatsmrtip叩yenasarvetepretikastatall/

pretalokatsamu曲ayasamyasyantisukhavatim"179 [=Ed.79]

tatrantabhanatllasyasarveteSaranamgatalJ/

bhajantodharmamakamyacarigyantiSubhamcar血〃180I=Ed.801

tatahsarve'pitesattvabodmsattv曲subhaml<arah/

kramadbodmmsamasadyasambuddhapadam印Ⅲy血〃181[=Ed.811

ta[127b]dasap印加pretlsarvapapavmocita/

pretalokatsamu曲ayasadg飢坤samavapsyati"182 [=Ed.82]

evammatvatrasamsaresadgatisukhavaiichibhill/

triramabllajanamlqtvacaritvyamsadasubhe"183 [=Ed.83]

triramabhajanodbhntamp叩yamnak5inuyatkvacit/

sarvakle§加vmirdahyaprapayetsaugatampadam"184 [=Ed.84]

ityadi"mmunmdrenaSrutvasanaladoyatih/

sasamghikasabllalokastatlletiprabhy川加dta"185 [=Ed.85]

itimegummdi5!amsmtammayatravak$yate/

Inatva呵amstvamapyevamtriramambhajasarvada"186[=Ed.86]

plajaScapitatlladharmamSravayitvaprabodhayan/

bodh伽ﾖrgeprati"llapyapalayasvasamallitah"187 [=Ed､87]

tatastesarvadabhadramsarvatrapibhaveddhruvam/

hamadbodmmSivamprapyasambuddhapadamapnuy池〃188[=Ed.881

ititenarll狐adistamSrutv面sokonaradhipan/

tathamipratijiiayaprabhy肌mdatsap証§adalj"189 [=Ed.89]

yecedampretikayallsugatakathitamidamgraddhayaye'vadanam

SmvantiSravayantipramuditamanasastenaraljsarvaevam/

krtvaratnatrayasyaprabhajanamaniSambodhici伽msamapya

krtvalokeSubhadramsakalagunabharabauddhalokeprayanti"190

"itipretikavad加alnsam即伽n"16

Apparamscriticus

4dbuddhvﾖ。]Ms.:buddhﾖ･NEd.

7b｡kodyamaih]NEd・Read*｡kodyataiP?ThelowerrightsideofMs・islacking.Therefbrethe

textofpadasbcofMs・islost.
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8dkalandaka]Ms.(cfalsoAvSi､274.6):karamdaka別.N.

lOa*taddhanna]excom:tatsaddhannaMs.Ed.(metre!)

13b*karvalika。]exconi:karpatika･Ms.NEd.Cf.BHSDs.v.karvanka.

13dupaviSan]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj.ofA'):upaviSatA'.

14cvyama]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.ofA'):vyomaA'N.

15dsamanaI℃ur]corr.:samanarcuMs.NEd.

17csamargangam]Ms・NEd.(asTAKAHATA'sconj.ofA'):samargagaInA'.

17dsamupadiSat]Ms.N:samupadiSanEd.

21apratiSIhapya]Ms.:pratisthapyaNEd.

21ck"audanaih]cIT.:k;rrodanaihMs.:modanaihNEd.

24dnivasinim]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.ofA'):mvasimA':nivasinimN.

25bdahitam]Ms.N:dahinamEd.

26analadas]Ms.N.:naradasEd.(Hel℃afterldonotmentioneachorthogaphicaldifferenceof

naladaandnaradainmss.)

27cduisahamduhkham]Ms.N:duPsahamEd.

29dprcchatam]N:pmchataMs.Ed.

29a-d]NandEd.msertanadditionalstanzabetweenpadabandc.InNitl℃adsasfbllows:di-

v訂atraupamcaputr加prasnnnmeprabhakgita/tenapitmasevanaivatlptimkadacana.InEd.

thestanzal℃adsasfOllows:div諏町aupaIncaputranpIasn極meprabhak;ita/tenapinasamm"

bubhu晦瓶mavarddhate.Cfstanzas45,149mthischapter.

31bSrutvanye*'pinaradayah]excom:Srutv珈yenaradayaりMs.:Srutvanyena<<na>>radayahN:

§rutv肋yenanaradayaりEd.

31dkuryur]coIT.:kuryuMs.NEd.

32asarvetaded蚕諏]Ms.:sarvetediSetN:sarvete'pidiSetEd.llp即屈d]corr.:papanMs.N団．

35bsatvaranvitah]sicMs.N.Ed・Read*satvaragataり？

35dsamupacaratIMs.N:samupacaranEd.

36atamevaIn]Ms.:nnevaNEd.

37dprayasi]Ms.Ed.(asTAKAHATAIscom.fbrA'):mayamiA'N.

38dnyavedayat]Ms・NEd.(asTAKAHATA'sconj・fOrA'):nyavedayanA'.

39cadyaham]NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):adyohamA':adyaramMs.

40c睡珈gml]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):雌mgrA'N.

40dbinducitambaram]Ms.:binduvitambaramN:vindu'nvitamvaramEd.(asTAKAHATA'sconj.fbr

A'):｡目mvaraA'.

41anaikastm*Sakalakme]exconi:naikasthiSak豆腫meMs.:anekas伽sakakimeN:aneka

asthisamkTrneEd.
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41bpretalayaivasthitam]Ms.:pretalayeivasthinnN:pretalayeivashtamEd.

42cyenedrSam]coIT.(cf44c):yenedrgMs.N.Ed.(onesyllableislacking).

45cprabhak5ami]Ms.:prabhak5yamNEd.

46a]onesyllableislacking.

48dsamupadiSet]Ms.N:samupaviSetEd.

51cd]padascdarewritteninmarginofMs.andthebothpadaslackinEd.andN.

53bsadham]Ms.:sadhimNEd.

54cchmnan]Ms.:chmnacNEd.

54dcMdopamo]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):chridopamaA':chIYdopadaN.

57c｡*bhisamtapto]eXcom:｡bhisamtaptaMsN.Ed.

58bSokagare]Ed.:SokagaleMs.:SokamgareN.

58cvi9a卿asyo]NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):viga皿ﾖsyaA':vigamasyoMs.

59bdu5krtamlcorr.:dukrtamMs.:dubkrtamNEd.

61c]metre!

63byasyopayamlThiswordupayamisusedasneuter.Cf74a,upayaInnasiddhyem.

65aevam]Ms.:evaNEd.

66cramamm]Ms.N:ramamEd.

67akim]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):kiA'.

69brakSita]MS.:vanditaEd.:vamditaN.

69d血anvayat]Ms.:mratyayatEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):niratvayatA'N.

71avigepatra]Ms.:vi5amatraNEd.

73bpliya]Ms.:priyeNEd.

75bjayen]Ms.N:jayenEd.

78dsamayacata]Ms.N:samayacatatEd.

81cvis訓烈k5Iyate]Ms.N:viSadomyateEd.(asTAKAHATA'sconj・fOrA'):vi"dakliyateA'.

84csarvandev加]NEd.:sarvasadevanMs.

86aicchan]Ms.N:ichenEd.

91dujUr]Ms.:adnrN:ahnrEd.

93b･蕊raym]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fbrA'):3SrayanA'N.

93cmaiha]Ed.:mathaMs.N.

94a･証aqya]Ms.:｡証apyaNEd.

94b*k5etralexconi:kSatraMs.NEd.

95bprati9Ihitan]Ms.:pratisthitanNEd.

96bsucirad]Ms.N:suCrradEd.

97bnirankuram]Ms.:nirantaramNEd.
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100dbalavad]Ms.:valav珈NEd.

lOlcbhavina]Ms.:bhavinoNEd.

102dsatye]Ms.:satyaN:satyamEd.

105bpurahsthitah】団.:purashtahNMs.

107bsamtati]Ms.N:samtatimEd.

108cyuvatim]Ms.N:yuvatimEd.

109cjanmalMs.:jamnapN別．

lllcyuvatim]Ms.N:yuvatimEd.

llldyathavidhi]Ms.:yathavidhihNEd.

113dcirat]Ms・NA':'ciratEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA')

115akantam]Ms.:k珈圃N団．

116csaInsthoyat]Ms.:samsthayatEd.:samsthayaN.

121c*pathyopacarasamyuktair]coIr.(cf.123b):supathyopacarasamyuktairMs.N.Ed.(metre!)

122bkomalaih]corr.:komalaisMs.NEd.

123doyatprasadayan]NEd.:｡yatmasadayatMs.

124dbharyasmyayaivam]Ms.:bharyabhnyaevamNEd.

125ayuvatih]Ms.N:yuvatrEd.

125bapisammtim]Ms.:atisamtatimNEd.

127abmeyatha]NEd.:meryathaMs.

127bsyad]Ms・Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):smadA'N.

127cprakartavyam]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):prakurttavyamA'.

129cdravyam]Ms.N:drayamEd.

131dprasaSravabhyaSeSatah]Ms.:prasaSravabhyaSoSatahNEd.Herethewordal)ﾉjy-a卿α-"s

seemstomeansα肋加S+α血sα剛.Orread*aty-a§e§atahor*apya§esatap？

135dni9phalam]coIT.:nisphalamMs.NEd.

136ctampatnrm]Ms.(patmmadd.marg.):tambharyamN(bharyamadd.marg.):tamEd.

137bsadhini]Ms.:sa曲imNEd.

137cmahaghoram]Ms・NEd.(asTAKAHATA'sconj・fOrA'):mahoghoramA'.

138asarvah]corr.:sarvasMs.NEd.

138dmayaniSam]Ms.:mamaniSamNEd.

143bcaI℃ya]Ms.:ciI℃yuNEd.

144ccir話豆。]NEd.:cimr圃甑｡Ms.

144cdtasthauramatrayaInsmaran]Ms.N.(Theselastwordsinl44andmostpartofthenext

stanzaarelackinginEd.)

145a-c]padasa-carelackinginEd.
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146apretikayasau]Ms.N:pretikaEd.

147c[nasau]Ms.:tenasaN:tenasaEd.

149cdsarvamstansvatmajanb副mapi]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):sarvastamsvatma-

jab訓珈豆piA'N.

150cdagdha]Ms.N:dagadhaEd.

152d*msritasyalexcom:viSritisyaMs.:viSritegyaN:viSritesyaEd.

154abuddhelMs.N:buddhaEd.

158bsudhih]Ms.N:SudhIhEd.

158csasamghasarvalokaS]Ms.N:sasamghahsarvad副okaSEd.

160abhagavan*papini]eXconi:bhagavansap印加Ms.N.Ed.(excessofonesyllable)

160ctadghora]Ms.N:tatghoraEd.

161ajagacchastamcorr.:jagacchastasMs.N:jagacchastaEd.

167bprabhaceyam]Ms.:prabhaveyamNEd.

168bmasarpati]Ms.N(prasarppati):masaryyatiEd.

168dbhajeya]Ms.:bhajeyamNEd.

169dti"heddraS!um]Ms.:tisthedustamN:tisthedrstamEd.

170cpretalokat]coIT.:pretalokanMs.NEd.

172dpretalokat]corr.:pretalok加Ms.NEd.

173dsarvan]Ms.:sarvaNEd.

174asarvair]corr.:sarverMs.:sarveNEd.

176amuktah]corr.:muktasMs.NEd.

177dsamIChire]NEd.(cf.18d,samiChire):samicheranMs.(metre!)

180dSubhamcarim]Ms.N:SubhacarimEd.

182bvimocita]corr.:vimocitahMs.N:vimocita[h]Ed.

183bsadgati]Ms.N:sadgatimEd.

186bSmtammayatra]Ms.N:mayatraEd.

187bSravayitva]Ms.N:SravayitvaEd.

190aokathitamidam]metre!

(Colophon:)"itipretikavadmamsamaptam"16]Ms.:"itipretikavadanamsamaptam"23N:

"itiratnavadanatatvepretikayahkathasamaptam"Ed.

SMRAM第16章『餓鬼女アヴアダーナ』和訳

w.17-190
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その時世尊は近坐する彼らすべてをご覧になり、道の支分を具えた聖諦という正法を

お説きになりました。[17]彼らすべてはその正法の甘露を飲み、諭され、卓越した法

を理解して、菩提行を欲しました。［18］

その頃、ある日、具壽ナーラダという名の比丘が乞食のために鉢を持って、王舎城に

行きました。［19](#2）一人の在家が、そのナーラダ比丘が乞食のため遊歩しつつ近づ

いてくるのを見て、喜んで家の中の座へと案内しました。［20］座に坐らせられ、敬意

を払われた彼は、極上の味の乳粥をもって、また天の甘露に等しい様々な飲物をもっ

て、供養されました。［21］

かの出家はそれを食べ終えて満足し、彼に祝福(Sub順§is)を与えて、そこを出立

し、人気の無い森で過ごすために［そこに向かって］遊歩していました。［22](#3）

職伽を行ずる者(yogin)であるそのナーラダは、そこで、霊鶯山の近くで、まるで

羅刹女のように恐ろしい姿の、ひとりの餓鬼女を見ました。［23](#4）彼女は樹の根元

にたたずみ、血の滴りに満ちた衣で覆われ、骨や頭蓋骨が散らばった餓鬼の住処に棲ん

でおり、自分の［産んだ］子供たちまでも食べ、渇きと飢えに焼かれ、四肢は痩せ細

り、物凄い行相をして、雑色のざんぱら髪をしていました。［24-25］

かのナーラダは見て、そこに近づいて行き、その前で、その餓鬼女を見つめて、次の

ように前世の行いを尋ねました。［26](#5）「今、このように耐え難い苦しみを味わっ

ているとは、あなたは前世でどのような恐ろしい罪悪をなしたのですか。」［27］

そのようにその阿羅漢に尋ねられると、かの餓鬼女は号泣しながら、その出家ナーラ

ダを見ながら、徐に次のように語りました。［28](#6）「尊師よ、どうしてここで私の

前世の行為を語りましょうか。あなたはかの世界を知る方に私の前世の行為をお尋ねし

なさい。［29］かの牟尼の王・世間師が、あなたに私どもの前世の行為を教示されるで

しょう。太陽が昇る時、灯明がどうして必要でしょうか。［30］そのようにして私ども

が作った罪悪を聞くなら、人間など他の有情たちは戦懐して、誰もそのような罪悪をし

なくなるでしょう。[31]その時、あらゆる者はそのような罪悪を止めて、戒を護持

し、三宝に帰依して、常に熱心に崇めるでしょう。」［32］

このように彼女がいうのを聞いて、そのナーラダは諭され、「そうします」と答え、

ただちに立ち去って、かの竹林［精舎］へ赴きました。［33](#7）

その時その［精舎］で、かの世尊は禅定処から起ち上がり、集会の中央の座に坐ら

れ、正法を説かれました。［34](#8）

ちょうどその折、急いでいるナーラダは遠くから、かの光輝の塊である方（仏）を見

て、ただちに近づきました。［35](#9）このように近くにやって来たナーラダをかの牟

尼の王はご覧になり、離れた所から呼び寄せられ、更にこのように言いました。［36］

「さあ、いらっしやい。比丘よ、ようこそいらした。ここに何故に来られたのですか。

このようにあなたが来られたわけを私に話しなさい。」［37］
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このように牟尼の王が言われたので、かのナーラダは合掌し、牟尼の王に近づき、彼

を拝礼して、このように報告しました。[381(#10)「世尊よ、あなたの両足を見んがた

め、ここに参りました。今日、私は人気の無い森で過ごすために、［そこに］向かって

歩いておりました。［39］

そこで私はまるで羅刹女のように恐ろしい姿の、ひとりの餓鬼女を見ました。四肢は

痩せ細り、物凄い行相をして、血の滴りに満ちた衣を纏っており、無数の骨や頭蓋骨が

散らばった餓鬼の住処に居ました。彼女に近づいて、その［前世の］行為を私は尋ねま

した。[40-41](#ll)「今こんな大変な苦しみをあなたが味わっているとは、前生におい

てあなたは一体どのような恐ろしい罪悪をなしたのですか。」［42］

このように私が尋ねますと、かの餓鬼女は苦痛に苦しめられながら、号泣して、私を

見て、徐にこのように語りました。［43](#12）『尊師よ、私がなした罪悪をどうして私

が語りましょうか。そのおかげで今これほど大変な苦しみを私が味わうことになったの

です。［44］夜に五人の子を産み、昼に同様に別の五人を産んでは、かれらを私は食べ

ています。それでも私には飢えが充たされることがないのです。［45］このように飢え

と渇きの火の激しい熱に焼かれながら、昼も夜も大きな苦しみを味わい、沙漠に居るの

です。［46］どのような恐ろしい、戦懐すべき罪をかつてなしたのか、それは私によっ

ても知られていないのです。それを牟尼の王に尋ねて下さい。［47］かの一切智・世間

師・世尊・牟尼の王は、私がなした罪悪のすべてを、説き示してくれるでしょ

う。』［48］

このように彼女が語るのを聞いて、諭された私は「そうします」と答え、あなたにそ

れをお尋ねするため、今やって参りました。［49］

今これほど耐え難い苦しみを味わいながら坊裡っているとは、一体彼女はどのような

恐ろしい、戦懐すべき罪をかつてなしたのか、そのすべてをご教示され、どうか［私た

ちを］覚知させてください。それを聞いて、すべての者は、つねに善を行うでありま

しょう。」[50-51](#13)

このように彼に請われたかの世尊・牟尼の王は、偉大な通智者であるそのナーラダを

みつめて、次のように教示されました。［52](#14）「ナーラダよ、かの餓鬼女は極重の

罪悪をなしたのです。その行為を聞きたいと望むのでしたら、今あなたに語りましょ

う。聞きなさい。［53］

かくの如くですb昔、ベナレスの都城に大商人である富裕な長者がおり、大きな栄耀

をそなえ、財産の主としてまるでクベーラ神(srida)のようでした。[541(#15)

彼は良家の慣習法をもつ妻を、儀礼に則り、要りました。彼は美しい［妻］と喜悦

し、娯しみました。[55](#16)

とても久しく、そのように彼が戯れ、娯しんだにもかかわらず〈彼女には一人の息子

も娘も生まれませんでした。［56](#17）
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すると世継ぎ［の子］を見ることを切望する、家長たるその長者は、その時絶望に焼

き苦しめられて心乱れて、まるで病人のようになってしまいました。[57](#18)彼は頬

杖をついて、悲しみの家に閉じこもり、［家の］財への心配によって憂い顔をして、心

でこのように思いました。［58］「ああなんという運命であろう。今世で私にこのよう

な苦と楽とが生じるなんて、一体私は前世でいかなる罪を、善行と悪行とをなしたのだ

ろうか。［59］私の家には無数の財産・資産が生じた。しかしそこには［財を］享受す

る一人の息子も娘もいないのだ。［60］私が死んだ後に、すべての私有財は『［受け継

ぐ］息子無し』とされて、あらゆる財を悉く王が没収するであろう。[61]私が無数の

苦労によって築き上吠守ってきたものの一切が、［世継ぎがいないという］馬鹿げた

ことで失われてしまうのだ。［62］それ故、ここで私はどう行動したらよいのか。その

方策が思いつかない。全く私は破滅だ。この状況で今私を助けてくれる人が誰かいてく

れればよいのだが。」［63］

このように心配によって憂い顔をしているその家長である主人を、かの美しい妻は見

て、［夫を］みつめながら次のように語りました。[64](#19)「旦那様、どうしてあな

たはここでこのように苦しみと懸念をもって過ごされているのですか。なぜ苦悩があな

たに生じているのですか。それを私の前でおっしゃってください。」［65］

この妻の問いかけを聞いて、かの家長はため息をつきながら、その美しい愛する妻を

見て、次のように言いました。［66］「この場合、私は何を言えるだろうか。私には大

きな財産があるのに、それを享受する人がいない。そのための方策が思いつかない。

[67］私が死んだ後、確実に王は、息子が無い私のこのあらゆる財を「王に属するも

の」として没収するだろう。［68］私のこれらの財は、大変な苦労をして築き上吠

守ってきたものなのに、跡継ぎがいないばかりに、そのすべてが無意味に失われてしま

うのだ。［69］その苦悩が私に生じているが、それをここでどう私は言うことができよ

うか。この大きな［苦悩の］矢を、私のこの胸から誰が引き抜いてくれるだろうか。

[70］このように、心配の毒によって私の胸は焼かれている。それ故私はこうして毒に

焼かれる病人のように苦しみつつ過ごしているのだ。」[71]

そのように夫が語るのを聞いて、その美しい愛すべき妻は、その主人を見つめなが

ら、［彼を］諭すために言いました。［72］「いとしい方、決してそのために絶望な

さってはなりません。もし世継ぎを欲するのなら、それを得るための手段を実行なさ

い。［73］聖霊たち(devata)の恩恵により、方策は成功するかもしれません。それ

故、神々を供養して、熱心に世継ぎをお願いしなさい。［74］そうすれば、神の恩恵

(devaprasada)により私たちに世継ぎが生まれるかもしれません。もし息子か娘が生ま

れるなら、人生に成果があったというものです。［75］私のこの言葉を聞いて、もし家

系の存続をあなたが願うのでしたら、世継ぎを希って聖霊(devata)に供養をなし、崇

めなさい。」［76］
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このように妻が言うのを聞いて、諭されたその家長は、「そうしよう」と賛成し、そ

の通りに実行しようと欲しました。［77］その家長である長者は、妻と共に熱心に自分

の家の守り神(svakuleSa)を供養して、家の世継ぎ［の誕生］を切願しました。[78]

それにもかかわら萩その長者の妻は妊娠しませんでした。そのため彼は前と同様に

絶望して全く意気阻喪してしまいました。［79］

かの美しい妻は、絶望のあまり心がうちひしがれたその夫を見て、再び次のように言

いました。［80］「旦那様、ここで落胆しないで下さい。しっかりして下さい。落胆す

ると、心は弱ります。弱った心では努力する気持が持てません。［81］努力する気を

失っては、この輪廻界では目的を何一つ成し遂げられません。それ故、努力する気をお

出しになって、専心して神々 (deva)を崇めなさい。[82]たとえ息子が生まれず、娘

が生まれなくても、聖霊(devata)を供養することで［少なくとも］間違いなく［あな

たの］功徳は増大します。［83］このようにお考えになり、もしあなたがこの輪廻界で

常に幸せを願うなら、あらゆる神々 (deva)を敬い、信心をもって熱心に崇め尊びなさ

い。」［84］

このように妻の言葉を聞いて、夫の長者は諭され、「そうしよう」と返事して、神々

を礼拝することにしました。［85］

このように家の世継ぎ［の誕生］を願いながら、かの家長は妻と共に熱心に造物主・

創造者(sra鞭ブラフマー神）を供養し、家系が続くことを祈願しました。[86]それに

もかかわらず《久しく経っても彼のその妻は妊娠しませんでした。期待を打ち砕かれた

彼は、悲しみのあまり落胆した状態で過ごしていました。［87］

それでも再び妻が激励しましたので、彼は諭されて、一切を維持する神(viSvambhara

ヴイシュヌ神）を拝んで、家系が続くことを祈願しました。［88］それにもかかわらず＼

かの［妻］に［妊婦固有の］嗜好という特徴が現れる兆しがありませんでした。そのた

めその家長は絶望して気力を失ってしまいました。［89］

そうであっても、妻は彼を再び激励しましたので、諭された［かの夫］は、大自在天

(maheSvaraシヴァ神）を拝んで、家系が続くことを祈願しました。[90]

さらに同様にインドラ神を供養して、家系が続くことを願いました。さらに同様に、

あらゆる護世王たちを、またあらゆる星宿を供養して、家系が続くことを祈願しまし

た。［91］

その後、同様に大黒天(mahakala)を、クマーラ神（スカンダ神）を、ガナの王（ガ

ネーシャ神）を、バイラヴァ神を、マートリカーたちを拝みつつ、家系［の継続］を請

い求めました。［92］

また同様に、寺院や祠堂にいる他の神々、僧院・宿坊・隠遁処や園林や丁字路に居

る［神々］、遊園や山や森や田畑の境界にいる［神々］、水の住まいにいるあらゆ
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る［神々］、あらゆるナーガ（龍）たち、車道・十字路［など］の道に居るあらゆる

神々 を祈り供養して、切望する彼は家系の続くことを祈願しました。［93-95］

それにもかかわらずその長者のかの妻には、久しく経っても、［妊婦の］奇妙な嗜好

［という特徴］が生じる兆しが少しもありませんでした。［96](#20）そこでその家長

である長者は家系に若枝が出ないのを見て、絶望のあまり、気力を失った心で、まるで

病人のようになって過ごしていました。［97］

その愛される美しい女は、苦悩によって様変わりした夫のその顔を見て、再び彼を見

つめながら言いました。【98］「旦那様、ここで落胆していても、それで何か事が成就

するわけではありません。そのようにお考えになって、欲するがままに［今の］幸せを

愉しみ、［楽しく］お振舞いください。［99］私たち二人が［前世で］罪悪をなし、そ

の果を今味わっているのです。それ故、ここで私たちが何をすべきでしょうか（何をし

ても無駄です）。この人生で、運命(daiva)が力あるものなのですから。[1001もし不

可能であり、可能性がないのであれば、どうしてもそれは変わりません。必然的に、可

能性があることによって、もろもろの［達成の］状態がこの人生で全くあるのです。

[101】このようにお考えになって、この輪廻界で、好きなように幸福を愉しみつつ、三

宝を崇めながら、専心して、真理(satya)を実践なさってください。[102]そのように

すれば、この世でもあの世でも、あらゆる幸があるでしょう。そして次第に菩提の境地

に達して、浬藥を得るでしょう。」［103］

このように妻力語ったことを聞いて、諭された長者は、三宝を崇めながら、しばらく

時を過ごしました。[104]

すると彼の親友である友が来て、［彼の］前に立ち、その［家の］世継ぎの誕生のた

め、彼の友（長者）にこう言いました。［105](#21）「わが友よ、君を利益するために

私が話す言葉を聞きなさい。あの［君の］いとしい［細君］には、どうやっても君の世

継ぎは出来ません。[106]それ故、世継ぎを得るため、対策を講じるべきですb輪廻

界では家系が絶えた者にとって、すべての成功は無意味になりますから。[107]そこ

で、世継ぎの誕生のため、息子を産む可能性がある第二の別の若い妻と、儀礼に則り、

再度結婚しなさい。［108］よい運命によって、その［二番目の妻］がいつか息子を産

むかもしれません。そうなれば、君の生は実りを得たというものですも家系は存続する

でしょう。」[109]

このように友力語るのを聞いて、諭されたその家長は、「そのとおりにしよう」と承

諾し、その友を尊重しました。［110］

そしてその家長である長者は息子を産む可能性がある別の若く美しい女性を見て、儀

礼に則り結婚しました。[1111(#22)
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その後良家の子であるその長者は彼女とともに喜び、欲するままに快楽を味わい、悦

楽の行為をしながら、娯しみました。［112]併23）そして家住者たる彼が欲するまま享

楽するうち、久しく経ったある時、いとしいその妻が妊娠しました。[113]

その後彼女の胎児は日に日に次第に大きくなりました。その時、彼女はお腹に子が出

来たことをはっきり認識して、歓喜しました。[114](#24)その美しい善い女は喜悦

し、最愛の夫をひそかに呼びよせて、見つめながら、このように言いました。[115]

「旦那様、幸運により益々繁栄なさいますように。私のお腹に、お子が出来ました。右

脇にいますから、きっと男の子ですb｣[116]

こう妻が言ったのを聞き、歓喜したその家長は、右腕を上に伸ばし、嬉しげにこう言

いました。［117](#25）「ああ、私の望みが適うのか。世継ぎの顔が見れるのか。今や

私はできこそないの者(avajata)ではない。家が存続するなら。[118][その子が］私

の仕事をしてくれますように。養育された［子］が、お返しに［私たちを］養育してく

れますように。遺産を受け継いでくれますように。家系が永続しますように。[119]

『私がなした布施、達成された福徳、それが異熟による幸せとして、この二人（両親）

を追ってゆけ』［と、その子は祈ってくれるのだろう］。」［120］

このように喜んだその長者は、そのいとしい善い妻を、適した給仕をそなえた様々 な

食事をもって［大切に］養いました。[1211(#26)[彼女を］妙衣、絹の衣、柔らかな

よい香のする薄布や、種々の宝石の装身具で飾らせて、喜悦させました。[122]この

ようにその美しい善い女を［夫は］適した給仕で養い、装身具で飾り、悦ばせながら、

尊重しました。[123]

このように夫の敬意によって喜ばされているその妊婦を見て、かの第一夫人は嫉妬心

をもって、このように考えました。[124](#27)「もしこの若く美しい女が世継ぎを生

んだら、その時このあらゆる富と栄光があの女に属するものとなるだろう。[125]こ

の女はすべての者を従わせる権威をもつ首夫人になるだろう。息子がなく、歳をとった

私に、誰が尊重すべき権威を認めるだろうか。[126]それ故、ここで今、私の夫のも

う一人の妻であるあの女が流産するように、極秘裏に私は手だてを講じねばならな

い。」［127］

欲望・情欲の火に焼かれた者にとって、いかなる［恐れるべき］罪もないのです。是

が非でもあらゆるものを享楽しようとして、あらゆる行為がされうるのです。［128］

(#28）

その後邪悪なその女は、飲物に入れた堕胎薬を、信頼させる親密さで話しかけなが

ら、彼女に与えました。［129](#29）素直なその善い女は、夫の別の妻から与えられた

その飲物を見、両手で受け取り、すぐ顛に飲み干しました。まるで喉の渇きに悩んでいた

かのように。［130］するとそれを飲んだだけで彼女の胎児は激動し、ただちに液状に

なって、残りなく流れ出ました。［131］
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その［流産の］後、その善い妻は、かの夫や親族たちをただちに呼び寄せて、次のよ

うに報告しました。[132](#30)「旦那様、あなたの愛するあの奥様は、薬を入れた流

産させる飲物をうやうやしげに、私に与えたのですb[133]信頼して私はあの方が与え

たその飲物を受け取り、飲んだのですもその飲物を飲むやいなや、私のお腹の子は今、

流れてしまいました。［134］ここで私はどうしたらよいのでしょう。私の赤ちゃんが

死んでしまったのですもその［子を得る］ためにあなたがなされた布施、そのすべてが

無駄になりました。」［135］

その妻の話を聞くや、その長者は激怒しました。かの［先の］妻をただちに呼び寄

せ、罵倒しながら、次のように怒鳴りつけました。[136]「ああ、なんという馬鹿、

悪女、恐ろしい罪をしでかした女よ。おまえはこんなに大きな恐ろしい罪を作ったのだ

ぞも［137］その［子を得る］ために私はあらゆる神々を供養し、祈願した。絶えず様々

な努力をしてきた。［138］そのすべての努力をお前は無駄なものにしたのだ。此処で

は、極悪の妻であるお前なんかいらない。さあ、出て行け。私は悪女のお前を棄てる。

私のこの家に居るな。」[139]

こう主人が語るのを聞いて、悪い心をもつ彼女は、親族を伴ったその家長の前で、こ

のように言いました。[140](#31)「旦那様、どうしてそんなことをおっしゃるので

す。私は本当にそれをしていません。私が思ってもみないことですbそれ故あなたはそ

のことを御熟考ください。[141]もし仮に私が彼女に流産させる薬を与えたなら、

［私は死後に］餓鬼女となって、昼夜に自分の子である息子たちが生まれるたびに、む

さぼり食い、そのようにして大苦のある悪趣を常に佑裡うことでしょう」。と、このよ

うに誓いを立てて、その主人を諭しました。[142-143]

その妻力語った言葉を聞いて、その長者は諭されて、長年の希望を放棄した心で、三

宝を念じながら暮らしました。[144]

その後、しばらく経ったある時、その妻は激しい苦しみの炎に焼かれました。死法を

そなえた彼女は死んで、餓鬼界に行きました。［145］

かの餓鬼女こそ、その悪い心をもった長者の妻だったのです。自らが作った業によっ

て味うべきものを味わいながら、今このように佑僅っているのです。[146](#32)彼女

はその嫉妬心によって流産させたのですbそれ故彼女は罪深い姿をした餓鬼女として佑

僅っています。[147]また誓いの言葉を語り、嘘をついたので、かようにその業果によ

り常に悪趣をさすらっていますb[148]昼と夜に五人の息子を産んでは、飢える彼女は

その自分が産んだ子すべてを、幼子にもかかわら散食べ、しかも飢えがやむことはあ

りません。[149]今後もそのように罪深い彼女は生まれるたびにわが子たちを食べな

がら、飢餓の火に焼かれながら、餓鬼界を常にさすらいつづけるでしょう。［150］

ナーラダよ、このようによく知って、浄善を求める者たちは、いつも罪の行いと嘘を

やめて、正法を行ずるべきです。[151](#33)正しい法の異熟には常に吉祥（繁栄）が
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あるでしょう。罪悪には常に苦が、また［善悪］混じった場合には両者があります。

[152]このように考えて、常にあなた方は三宝に帰依し、敬い、信心をもってたえず一

心に奉じなさい。［153］仏に帰依して浄信をもって熱心に奉じる者たちは皆、悪趣を

捨てて、勝者の住まい(jinalaya)に赴きます。[154]正法を聴聞して［それを］恭し

く尊重する者たちは皆、煩悩を克服して、善逝の住まいに行きます。［155］僧衆に帰依

して、敬い、奉じる者たちは皆、悪趣を脱して、スカーヴァティー（極楽）に行きま

す。[156]このように考えて、この輪廻界で常に白浄［業］を望む者は、三宝への奉事

をなして常に白浄の［行為］を行いなさい。」[157]

このように牟尼の王（仏）が教示されたのを聞いて、賢いナーラダは、僧衆やあらゆ

る［集まった］人々と共に、「そういたします」と承知しました。[1581(#34)

するとかの比丘ナーラダは［仏の］前に立って合掌し、世尊を拝礼してから、彼女

の［罪の］浄化を尋ねました。[159]「世尊よ、あの罪深い餓鬼女は、いつ、どのよ

うにかの餓鬼界から、その恐ろしい罪から解放され、善趣に行くのでしょうか。

[160］世間師よ、彼女がすみやかに悪趣を脱して、善趣に行くための、その方法をお教

え下さい。」[161]

このようにそのナーラダに請われたかの一切智・世尊は、彼と集会の人々をみつめ

て、次のように教示しました。[162]

「ナーラダよ・彼女の、その罪からの浄化を聞きなさい。今、［解き放たれる］方法

と時節を説きましよう。［163］あらゆる有情を憐れむ守護主(natha)、三界の王であ

る自在者であるローケーシュヴァラ(lokeSvara世自在）菩薩摩訶薩が、スカーヴァ

ティー（極楽）から出て、あらゆる世界を照らしながら、あらゆる有情を救済するため

に、餓鬼界を遊行するでしょう。［164-165］

その時、彼の光明に触れたかの［餓鬼女］は、とても安楽になり、『なぜ私は今、大

きな安楽を得たのだろう』といいながら、考えるでしょう。［166］『ああ、安楽が生

じたのは、この光明が発せられたからだ。きっと摩訶薩（世自在、すなわち観自在菩薩）

が有情たちを救うためにここに来られたのだ。[167]あのお方の善い同情の眼差し

は、このように有情たちに注がれているのだ。あのお方に帰依をして、私はいつも熱心

に崇め敬おう。』［168］かの餓鬼女は驚いて、このように思案し決意して、かの［菩

薩］に対して億念をなし、見たいと切望し続けるでしょう。[169]

その時、かの世尊、憐れみを本質とするローカナータ(lokanatha世の守護主［観音の

異名］）は、餓鬼界から救わんがため、光り輝きながら近づいてくるでしょう。[170]

光り輝く彼が来るのを見て、すべての餓鬼たちはただちに近づいて、次のように恭しく

懇願するでしょう。［171］『世尊、守護主よ、よく来て下さいました。どうか何卒、

最高の自在者よ、私らをご覧になられて、餓鬼界から救い出してください。［172］つれ
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に世尊のみに帰依いたしますもそれ故、我らを浄化して、すべての者を善趣に行かせて

ください。』[173]

すべての［餓鬼たち］にそれを懇願され、憐れみの宝蔵であるローカナータは、正法

を教えてから、また次のように教示されますb[174]『もしつねに安楽を願うのなら、

あなた方は皆、専心して三宝に憶念をなして、信心をもって熱心に［三宝を］崇め敬い

なさい。[175]そうすれば、浄められた(pavimta)あなた方すべては、これらの罪か

ら解き放たれて、ただちに善趣に達して、菩提行をなす者となるでしょう。』［176］

かの世間師ローカナータからのこのような教示を聞いて、彼らすべての餓鬼たちはそ

の通りになそうと欲するでしょう。[177]その時かのすべての餓鬼たちは清らかな心

で、熱心に三宝に帰依し、億念しつつ礼拝し、崇め敬うでしょう。［178］その時かの

餓鬼たちすべては、その憶念の功徳により、その餓鬼界から抜け出して、スカーヴア

ティー（極楽）に行きますb[179]そこで彼らすべては守護主アミターバ（阿弥陀仏）

に帰依し、崇めつつ法を聴聞して、白浄の行を実践するでしょう。[180]そしてそのす

べての有情は善行をなす菩薩となり、漸次にやがて菩提に達して、仏陀の位を得ること

でしょう。[181]

その時にかの罪ある餓鬼女も、あらゆる罪から解き放たれ、餓鬼界から抜け出して、

善趣に達するでしょう。［182］

このように考えて、この輪廻界で善趣における幸せを望む者たちは、三宝を信奉し

て、常に白浄の［行い］をしなさい。[183]三宝を崇めることで生じた功徳は決して

滅することがありません。［それは］あらゆる煩悩を焼きつくし、善逝の境地を得させ

るでしょう。』［184］

牟尼の王（釈尊）がこのように教示されたのを聞いて、かの出家ナーラダは、僧衆や

集会の人々 と共に、「そういたします」と喜悦しました。［185］

一以上、師が私に教えられたことを、私は申し上げました。かようにお考えになら

れ、王よ、あなたも同様に絶えず三宝を崇めなさい。[186]また法を同じように民衆

に説き聞かせて、覚知を得させ、菩提への道にしっかり立たせ、専心して［彼らを］守

護しなさい。［187】そのことによって、必定にあなたには常に幸せが至る所であるで

しょう。漸次にやがて喜ばしい悟りに到達し、仏陀の位を得ることでしょう。［188］

－以上のように、かの聖者が教示されたのを聞いて、アショーカ王は「そういたし

ます」と承諾し、集会の聴衆と共に喜悦しました。［189］

餓鬼女について、善逝によって語られたこのアヴァダーナを信心により喜びの心を

もって聞く者、また［他に］聞かせる者であるすべての人々は、三宝を絶えず崇めて、

菩提心を得て、世間の人々に善をなして、あらゆる福徳の糧食を持って、仏の世界に行

く。［190］

以上、『餓鬼女アヴアダーナ』(Pretikavadana)終わる。第16章。
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第2節AvadanaSataka第49章Putr鋤とSMRAM第16章の比較

上の節でテキストを和訳を示したSMRAM第16章Pretikavad加aの原話であるAv§第

49章の全訳を次に示し、その後に、それら二つのテキストを対照させてみたい。

アヴアダーナ・シヤタカ第49章『息子たち』(Putrah)和訳

SPEYERed.,i.274.1-278.6

#l仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められた仏・世尊は高名で、大福徳に恵まれた者であり、衣服・施食・臥具坐

具・病気治療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちを有する僧伽とともに、

ラージャグリハ（王舎城）にある竹林園、栗鼠養餌処［精舎］に滞在しておりました。

＃2具壽ナーラダは午前に身支度をして、鉢と法衣を持って、ラージャグリハに托鉢

のために入りました。

＃3ラージャグリハで托鉢行をなした後、食事を済まして、午後に托鉢から戻った彼

は、鉢と法衣を片付けた後、餓鬼界の巡遊(pretacarika)を始めました。

＃4彼は霊鶯山の近くで、餓鬼女を見ました。［冥界の］閻魔の羅刹女に似て、血の

滴りに覆われ、骨と頭蓋骨に囲まれて、まるで墓場の中に居るかのようでした。昼と夜

に五人ずつ子を産み、そのような苦しみを味わい、子への愛情がありながら、飢えに焼

かれ苦しめられて、その子供たちを食べていました。

＃5ナーラダ長老は彼女に尋ねました。「あなたは一体いかなる罪をなしたため、こ

のような苦しみを味わっているのですか。」

＃6餓鬼女は答えました。「太陽が昇る時に、灯明は必要ありません。この事を世尊

にお尋ねしなさい。かのお方があなたに私どもの『業の連繋』(karmaploti)を説明す

るでしょう。それを聞けば、他の有情たちも、この世で悪い行いをやめるでしょう。」

＃7そこで具壽ナーラダは世尊のもとに赴きました。

＃8その頃、世尊は独坐［の状態］から出られて、四衆に対して純粋な蜜蜂のように

甘美な甘美な教えを説かれました。数百人の会衆は諸感官の動きを抑えて（気を散らす

ことなく）、世尊から甘美な甘美な教えを拝聴しました。

＃9その後、先に挨拶をされる方・人を和ませるように語る方である諸仏・世尊たち

は［人に］『さあいらっしゃい、よくおいでになられた』と［歓迎の言葉を］述べ、先

に微笑まれるのです。（具壽ナーラダが来た時、釈尊もそうなさいました。）その場で世尊
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は具壽ナーラダに次のように語りました。「さあ、ナーラダよ、いらっしやい。あなた

はよくいらした。ナーラダよ、あなたが今来られたのはなぜですか。」

#10ナーラダは答えました。「尊師よ、私は餓鬼界を巡遊してから、こちらに参りま

した。

#llそこで私は餓鬼女を見ました。［冥界の］閻魔の羅刹女に似て、血の滴りに覆わ

れ、骨と頭蓋骨に囲まれて、まるで墓場の中に居るかのようでした。

#12[彼女は］語りました。［韻文:]

「夜に五人息子を産み、昼にまた別の五人を産み、彼らを私は食べていますb

それでもなお私の飢えが満たされることがありません」。

＃13これほど恐ろしい苦しみを受けるとは、彼女は［かつて］人世で、

一体どのような恐ろしい罪悪をなしたのでしょうか。

＃14世尊はおっしゃいました。「ナーラダよ、かの餓鬼女は罪をなしたのですもあな

たは彼女の『業の連繋』を聞きたいですか。」「尊師よ、その通りですb」

「それではナーラダよ、聞きなさい、しっかりと［話に］思念を向けなさい。話しま

しよう。」（次のような餓鬼女の前生話を話されました。）

#15ナーラダよ、昔ベナレスの都城に或る一人の長者がいました。富裕で、大財産を

もち、大資産をもち、莫大な所有品を有して、［まるで］毘沙門天の財をそなえて、毘

沙門天と富を競うかのようでした。

#16彼は相応しい家から妻を要りました。彼は彼女とともに戯れ、娯しみ、悦楽の行

為をしました。

#17しかし彼が戯れ、娯しみ、悦楽の行為をしたにもかかわらず《息子も娘もできま

せんでした。

#18彼は頬杖をついて、心配な物思いに耽りました。「私の家には無数の財産が具

わっている。しかし私には息子も娘もいない。私が死んだ後は、すべての私有財は「息

子が無い」ということで、王が処分することになろう。」

＃19息子がいない彼は、息子を切望して、シヴァ神・ヴァルナ神・クベーラ神・イン

ドラ神・ブラフマー神などや、また他の特別な聖霊たち(devata)に祈願しました。す

なわち、園林の神、森の神、十字路の神、丁字路の神、食物供養(bali)を受け取る

神々ですbまた［人と］法を共にして常に随行する倶生神にも祈願しました。

＃20［神への］祈願を原因として、息子や娘が生まれるという俗信が世間にあります

が、それは本当ではありません。もしその通りであれば、転輪王のように、各人が千人

の息子をもつことが出来るでしょう。ですが、三つの事（条件）が揃うことによって、

息子や娘が生まれるのですも三つの事とは何でしょうか。父母が愛欲をもち共に寝るこ

と、母が健康で受胎に適した周期にあること、ガンダルヴァが傍にいることですもこれ
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ら三つの事が揃った時、息子や娘が生まれるのですも神を奉じ願ったにもかかわら哉

彼には息子も娘もありませんでした。

＃21彼に次のような考えが生じました。「私は第二の妻を要ろう。もしかすると妊娠

するかも知れない。」

＃22彼は相応しい家から妻を要りました。

＃23彼は彼女とともに戯れ、娯しみ、悦楽の行為をしました。彼が戯れ、娯しみ、悦

楽の行為をして、しばらくするうち彼女は懐妊しました。

＃24大喜びに喜んだその女は、主人に告げました。「旦那様、幸運により益々繁栄な

さいますように（どうかお喜びなさいませ）。私は妊娠いたしました。私の右の腹に寄り

かかっていますから、この子は男の子に違いありません。」

＃25彼も歓喜にわれを忘れ、上半身を起こし、右腕を伸ばし、感興の言葉を発しまし

た。「とうとう私も久しく待ち望んできた息子の顔が見れるのか。私の生まれた［子］

が、できそこないでありませんように。私の仕事をしてくれますように。養育され

た［子］が［私たちを］養育し返してくれますように。遺産を受け継いでくれますよう

に。わが家系が久しく存続しますように。［その子は］私たちが死んだ後、少なくても

多くても布施をなして、福徳を作って、私たち［両親］の名前で施［の福徳の受け手］

を指定してくれますように。「この［功徳］は、彼ら二人がどんな所に生まれようと、

死去しようと、ずっと追ってゆけ」と('6)。

＃26［彼は］彼女が妊娠したのを知ると、高楼の上で窓に暮らさせ、寒い時には寒

さ［を防ぐ．］様々な器具、暑い時には暑さ［を防ぐ、］様々な器具をもって、また医者た

ちが処方した食事をもって、［すなわち］苦すぎず§酸っぱすぎず《塩気が強すぎ哉

甘すぎず、辛すぎず《渋すぎないところの、苦さ・酸味・塩気・甘さ．辛さ．渋さがな

い食事をもって、養いました。［妻の］身体は大小の真珠のネックレスにきらびやかに

飾られ、まるで天女が［天界の］ナンダナ園を這遙するかのように、寝椅子から寝椅子

へ、長椅子から長椅子へ、最下方の地面には降りることなく［暮らしました］･胎児が

成熟するまでの間、彼女の気に障るような音が何一つ聞こえないようにしました。

＃27すると第一夫人である先夫人は、彼女が［皆に］尊敬をもって、大事にされてい

るのを見て、嫉妬心を起こしました。［このように］考えました。「もしこの女が息子

を産んだら、きっと私を悩ますに違いない。なんとしても手だてを講じねばならない」

と。

16この子供の誕生を喜ぶ感興の言葉は定型文として根本説一切有部毘奈耶にも見出され、義浄

は次のように訳している：「我從久來常思、繼嗣紹我洪業。我既長養、終懐反報。廣爲惠施、福

利宗親。我残世後、穏揚我名。而爲呪願：願我父母所生之虚以福莊嚴」(T23691b26-c2)。
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＃28欲望に仕える者にとっては、してはならない悪行など何も無いのですb

＃29悪趣への転落に傾いた彼女は、［その妻を］信頼させて、それを飲んだだけでそ

の哀れな女の胎児は流れてしまう、そのような種類の堕胎薬を与えました。

＃30その後、その第二夫人はすべての親族を招集し、第一夫人に詰問しました。「あ

なたは私に信頼を生じさせて、堕胎薬を与え、それで私のお腹の子は流れました。」

＃3lすると親族たちに囲まれたその第一夫人は、誓いの言葉を口にしました。「もし

私が本当に堕胎薬を与えたなら、私は餓鬼女になって、息子たちが生まれる度に食べる

ことになってもよい」と。

＃32ナーラダよ、どう思いますか。その長者の妻であった女が、かの餓鬼女なので

すb嫉妬に駆られた彼女は堕胎薬を与え、それによって餓鬼界に生まれました。彼女は

嘘をついて誓いをしたことの、その業の異熟により、夜と昼に五人の子を産んでは、そ

れらを食べるのですb

＃33それゆえナーラダよ、言葉の悪行を捨てるようにあなたは努力しなさい。かの餓

鬼女が有する罪悪と同じ様な罪悪があることが無いように。このようにナーラダよ、あ

なたは学びなさい。－

＃34このように世尊は説かれました。感激したナーラダ長老と、他の神・アスラ・ガ

ルダ・キンナラ・マホーラガなどは世尊のお説きになった［教え］を喜んで受け入れま

した。

以上がAvs第49章Putrahの全訳である。訳にある＃番号は、Av§のテキストを私が

切り分けて付けたparagraphnumberであり、対照の便宜のためにテキストを細かく分割

した上で付けた番号である。S16はAv§第49章の再話文献であるから、Av§に付したそ

の＃番号を使って、以下にAv§第49章とSⅣ眼AM第16章（略号sl6)の内容的対応を

示す対照表を挙げたい。Av§の＃番号の後に、その箇所のSPEYER本の巻・頁・行と段

落冒頭の語を（例えばi.274.2-6buddhobhagavﾖ､のように）示し、その次に＝を挟んで

その段落に内容的に関係するS16の該当箇所をversenumberで挙げる（例えば=S16

vv.5-18のように)。また、記号の○はAv549の内容がSMRAMS16の詩形改稿におい

て膨張している箇所を示すb◎は異常に膨張している箇所を示す6

#li.274.2-6buddhobhagav珈=S16w.5-180

#2i､274.6-7athayuSmannaladah=S16vv､19-21

#3i.274.7-8rajagrhampipdaya=S16v.22

#4i.274.9-11sagdhrakma-=S16vv､23-25

柄i､274.11-12tatahsthaviro=S16vv､26-27

#6i.274.12-14pretmha=S16vv､28-32
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#7i.274.14-15athﾖⅦ§man=S16v､33

#8i､275.1-3tenakhalu=S16v､34

#9i､275.3-5tatobuddha=S16vv､35-37

#lOi､275.5naladaaha=S16v.38-39

#lli､275.5-6tatrahampremn=S16vv､40-42

#12i､275.7-95haca=S16vv､43-490

#13i､275.10-11kimtay5=S16vv.50-51

#14i.275.12-13bhagav剛aha=S16vv､52-53

#15i､275.14-15bhntapUrvam=S16v.54

#16i.275.15-16tenasadr§説=S16v､55

#17i,275.16-17tasyakrijato=S16v.56

#18i､275.17-276.2sakare=S16vv.57-630

#19i.276.2-5so'putrah=S16vv.64-950

#20i.276.5-10asticaisa=S16vv.96-1040

#21i.276.lltasyaivam=S16vv.105-110

#22i､276.12tenasadr§説=S16v､111

#23i､276.12-13satayasardham=S16vv､112-113

#24i.276.13-15tayahr9慨=S16vv.114-116

#25i､276.15-277.3so'pyattamana-=S16vv､117-120

#26i.277.3-8apamasattvam=S16vv.121-123

#27i､277.9-11tatastasyah=S16vv・124-127

#28i.277.11-12kam珈肋alu=S16v､128

#29i､277.12-13taya'ni5!a-=S16vv､129-131

#30i.277.13-15tatastaya=S16vv.132-1390

#31i､277.15-16tato'sau=S16w.140-145

#32i.278.1-3kimmanyase=S16vv.146-150

#33i.278.3-4tasmattarhi=S16vv､151_1570

#34i.278.5-6idamavocad=S16vv.158-1850

以上の両者の対照から、SMRAMの本章S16は、その最初と末尾にある話の枠の部分

(vv・l-4,186-190)を除いて、Av§第49章という原話を種本として話を展開しているこ

と、SⅣ眼AMが局所的に話を膨らませる場合にも、Avsの話の全体の流れを崩さないよ

うに配慮しながら再話していることが確認される。

ここで、上記の表において◎（大膨張）の印をつけた三つの膨張箇所について、なぜ

膨張したのか、その理由を見てみよう。
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Av§の#lの相当箇所において、そのAv§の内容がS16において(vv.5-18)膨張してい

る理由は、王舎城の竹林精舎に仏の説法を聞きに集まった大衆がどのようなグループか

ら構成されるかを、マンダラ的発想で平面的に順に記述しているからである。集会のこ

のような記述はSMRAMの他の章と共通するもので、真新しさは特に無い。

Av§の#19の相当箇所で、Av§の内容がS16において(vv.64-95)膨張している理由

は、息子が生まれずに苦悩する夫を妻が励まし、いずれかの神の恩寵で子供を授かろう

として、夫婦が地上の聖霊たち(devata)や天上の神々(deva)への供養を行う懸命な

空しい努力の様子が具体的に描かれているためである。

Avsの#34の相当箇所で、Av§の内容がS16において(vv､158-185)大きく膨張してい

る理由は、種本のAv§には無かった、未来世の餓鬼女の救済に関する予言が、S16には

話の最後に付け加えられているからである。Av§は小乗仏教・有部の業報文献として、

業の恐るべき威力を語るだけで話を終えているが(17)、それに対してS16は大乗仏教の信

仰の土台の上に作られた再話文献であるため、種本の業報話の上に新たに付け加えた、

仏と大菩薩への信仰の力による業の消滅を、話の締め括りとして説く。観音すなわち世

自在(LokeSvara)菩薩が('8)、悪趣に堕ちた者たちを救済するため餓鬼界にもやって来

る時、その時かの罪深い餓鬼女も菩薩に帰依し、三宝を憶念する功徳によって救われ、

阿弥陀仏のスカーヴァティー（極楽）に赴くことが釈尊によって予言される。悪趣の救

済において、ちょうど中国・日本の民間信仰における地蔵菩薩が担う役割を、ここでは

世自在菩薩が担っている。さて後期仏教の文献『サーダナ・マーラー』(Sadhanamala

成就法の花環）に説かれる観自在菩薩のタイプはBHATTAcHARYA(1924)によれば15種類に

分類されるが、その中に観自在菩薩のかなり特別な種類として、「餓鬼を満足させる世

自在」(Pretasamtarpita-lokeSvara)ならびに「スカーヴァティー世自在」(Sukhavati:

lokeSvara)がある('9)｡S16の説話に出てくる世自在の活動は、それら二つのタイプの世

17Av§本章の並行文献であるパーリ聖典『餓鬼事』の第1品第6話のテキストでも、その餓鬼女

の救済は語られないまま話が終わるが、聖典よりも後の時代に作られたアッタカター文献

(ParamatthadipaninamaPetavatthu-atthakatha)では、餓鬼女の救済の顛末までを語っている。パー

リ上座部の伝統に基づくその餓鬼女救済の手段・経緯が、当然ながら、大乗的なSMRAMとは大

きく違う点が注意される。アッタカターの英訳:UBAKYAw&PeterMAsE匪LD(1980):〃"c賊z"o〃

QMe肋"伽jCMｾα""g"Mz"@e@ZrheCb"､"e"""QMePre"-Srories,London,pp.36-40.和訳：藤本

晃(2007)：『死者たちの物語一『餓鬼事経』和訳と解説』、国書刊行会、50-53頁。

18LokeSvaraは観自在菩薩の異名である。その古い典拠の一つとして、寂天のBo伽caryavatara

第2章第13頌がある。『荻原雲来文集』、253-254頁参照。

19BenoytoshBHATrAcHARYA(1924):MeIMjα"B"〃h航1℃o"ogmphy,London,pp､50-51.佐久間留理
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自在の信仰と密接に関係している(20)。この餓鬼救済の観自在は、Karandavynhaにも説か

れている(2')。阿弥陀浄土信仰と関連がある餓鬼救済型の世自在菩薩に対する信仰は、

SMRAMなどの仏教説話文献が作成されたネパールの中世・近世の時代にも、なお生き

た信仰としての力を保っていて、説法師によってその菩薩による救済が熱く民衆に語ら

れていたことがわかる。

※本研究は科研費（24520054）の助成を受けたものである。
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